









































29歳独身は異世界で自由に生きた……かった。9
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









　どうも、タイシです。

　大森林でどきどきわくわくな大冒険の末に力を取り戻して、何人かの神と話をつけてやっとこさマイホームに戻ってきたタイシです。戻ってきたら嫁が二人妊娠していたことが発覚して幸せ絶頂のタイシです。ひゃっほう。

『ボクも孕はらませてくれても良いんだよ？』

　脳裏に少女の声が響く。

　出たな駄神。お前は……その、マズいだろう？　というかデキるのか？

『そりゃやることやってればそのうち自然にできるよ。というか、もう何回か致したわけだし、やろうと思えば今すぐにでもお腹ポッコリできるけど？　何せボク、神様だからね』

　やめろください。俺の家庭の平穏のためにステイ。

『しょうがないにゃあ……良いよ』

　お前のそれは毎回やらなきゃいけない流れなのか？　まぁどうでも良いけど。

『どうでも良いでスルーされるのは少し悲しいなぁ』

　しくしくと噓泣きする声が聞こえるが、華麗にスルーする。構っていたらキリがないからな。

　さて、色々と動くにあたって状況を整理したいと思う。

　まず、最大の脅威である神々に関してだ。いや、今となっては俺達の側についてくれている神々もいるわけだから、ここは俺を敵視──危険視してきているヴォールト達、と言い換えるとしようか。

　奴らの危険度は俺と駄神──リアルが鍛か冶じ神バルガンドを始めとして酒神メロネル、風幸神ゼフィール、戦神ディオールを味方に引き入れたことによって、直接的に俺を叩たたきにくることはできなくなった……らしい。依然として最大の脅威であることに変わりはないが、直接俺や嫁達を殺しにくるようなことはなくなった、というのは大幅な状況改善と言える。

　あいつらと直接殴り合うのはしんどいからな。一対一なら負ける気はしないが、奴らは複数で襲い掛かってくるから始末に負えない。

　今のところ奴らに対する抜本的な対策は俺には打てないが、リアルが何かやっているようなので基本はそっち任せだ。直接奴らとやり取りするコネクションがリアルにしかないのだから仕方ないんだけどな。頼むぞほんと。

『大丈夫大丈夫。任せてくれていいよ』

　うん。で、次なる脅威はこの領都クローバーに攻め入って来ている人間の軍隊だな。脅威とは言っても先日マールが仕掛けた大型魔核地雷で主力部隊が消し飛び、今は絶賛敗走中なわけだが。

　ああ、魔核地雷ってのはどうにも字面がヤバいな。強力な魔物から手に入れた大型の魔核を用いた地雷だから魔核地雷。これくらいの兵器ならこの世界の人間でも簡単に作れそうな気がする（実際に魔核地雷はマールが作った）のだが、製作者のマール曰いわく、

「そもそも強力な魔核を一発限りの使い捨ての武器にするって発想がありませんでした。タイシさんの作った魔導砲や飛ひ翔しよう魔弾を見ていなかったら、私も思いつきませんでしたね！」

　とのことである。普通、強力な魔核は持続的に効果を発揮する高価かつ高度な魔導具の材料にするのが一般的で、使い捨てにするなんてことはこの世界では有り得ないらしい。

　俺の発想が元でこの世界の魔核利用に革命が起きてしまうかもしれない。ちょっと取り扱いに気をつけたほうが良いだろうか……まぁ、兵器テクノロジーの今後についての問題はとりあえず横に置いておいて、問題はその魔核地雷の威力と敵に与えた損害の大きさである。

　その威力は俺の放つ極大爆破のおよそ一・五倍ほど。爆心地を中心に半径七十ｍほどが綺き麗れいに吹き飛んでいた。運の悪いことに侵攻軍主力のど真ん中で炸さく裂れつしたらしく、その被害は目を覆うばかりであった。訓練を受けた正規兵の大半が魔核地雷によって跡形もなく吹き飛び、生き残ったのは一番前にいた農民兵と、後方で指揮を執っていた指揮官とその護衛兵であったようだ。

　傷ついた農民兵達は見捨てられ、指揮官とその護衛兵、あと更に後方の兵へい站たん部隊は潰かい走そうして退却してしまったらしい。

　なので、侵攻軍の脅威は現時点でほぼ無視して良いレベルとなった。残った兵でクローバーを落とすことなどできはしないし、そもそも士気が最低レベルまで落ち込んでいるだろうからこれ以上何かをすることはできないだろう。

　現状、わざわざ追いかけてまで殲せん滅めつする意義を俺は見いだせていないが、マールやティナ、ネーラ辺りだとまた違う意見かもしれない。後で聞いてみるとしよう。クスハ辺りは追いかけて一人残らず殲滅するべきだと主張しそうな気がする。

　で、次だ。これが目下一番ヤバそう。このままだと食料が足りない。

　いや、今日明日ですぐにどうこうって話じゃない。クローバーの住人の分だけであれば何の問題も無いんだが、これから食い扶ぶ持ちが増えそうな予感がビンビンしている。なんせ城壁の外には負傷して苦痛に喘あえいでいる侵攻軍の兵がゴロゴロと転がっているのだ。助ける義理は無いと言えば無いのだが、そのまま捨て置くわけにもいくまい。

　ところで、今のクローバーの人口は六百五十人を少し超えるくらいらしい。

　俺が大森林に飛ばされる前に荒野を彷徨さまよっているケンタウロス達を探して連れてきたのがいくらかいたのと、あとは俺が大森林を彷徨っている間に大樹海の他の集落や里から移り住んできた人がいたのだとか。それで前に数えた時よりいくらか増えていたと。

　で、今回攻め込んできた侵攻軍の総数がおよそ三千五百人ほど。そのうちのどれくらいの人数が捕虜になるかわからんが、五十人や百人ということはあるまい。下手するとクローバーの総人口よりも多い数の捕虜を抱える可能性すらある。

　その物資管理の負担は領都クローバーの物資の管理をしている馬獣人のヤマトに向かうことになるであろう。すまぬ……すまぬ……！　だが仕事を放り出すことは許されない。暫しばらくはブラック企業も真っ青の勤務体系になるかもしれないが、できるだけ早く解決するのでヤマトには頑張って欲しい。馬車馬のように。

　この件に関して俺にできることといえば、可及的速やかに食料を調達するなり捕虜を返すなりする、ということだろう。食料と言っても肉に関しては大樹海の魔物を狩ればいくらでも手に入るので、問題は野菜と穀物である。肉食系の動物の因子がある獣人とかアルケニアなんかは意外と肉だけでもいけるのかもしれないが、草食系な獣人やマール達のような普通の人間、それにメルキナ達みたいなエルフなんかはそういうわけにはいかないのだ。あと捕虜達も。

　捕虜、捕虜か……頭の痛い問題だな。見捨てるには忍びないから収容はするつもりだが、その扱いをどうするべきだろうか。貴族や騎士なら身代金を取って解放すれば良いんだろうが、その他の一般兵というのは大半が徴兵された農民だろう。

　ここは大樹海のど真ん中だ。武器を持たせたまま解放したとしても、来た道をそのまま帰らせたら早晩魔物どもの餌食になるのがオチだろう。奴らが進軍してきた北側ルートには魔物除よけなんて設置していないからな。

　東西にのびている大樹海横断街道であれば魔物除けも設置してあるからそこそこ安全に抜けられるだろうが、武器を持った敗残兵なんてのは基本的に山賊・野盗予備軍みたいなものである。カレンディル王国やミスクロニア王国にそんな奴らを解き放つのは心苦しい。

　住人として受け容いれるという方法も無くはないが、難しいだろうな。国に帰れば彼らにも家族がいるのだろうし、クローバーの住人達も敵兵を隣人として迎えるのはなかなか受け入れ難いだろう。

　うーむ、現状はこんなところだろうか。うん、少なくとも俺が認識している範囲ではこんなところだな。帰ってきて早々問題は山積しているが、一つ一つ解決していくとしよう。








第一話　～とりあえず足元を固めることにしました～









　領都クローバーに帰ってきた翌日。

　いや、流石に昨日はあのまま家族団だん欒らんというかなんというか……団欒というには少々激しかった気がするが、とにかく嫁達と水入らずで過ごした。俺としてもやはり嫁達に甘えたいというか、いちゃいちゃしたいというか、とにかく癒やされたかったので大満足だ。うん。

　大満足なんだが、あまり安穏ともしていられない。取り敢あえず朝食を終えてエルミナさんとリファナ、そして獣人三人娘──羊娘のカレン、狐娘のシェリー、犬娘のシータンの三人だ──と連れ立って領都クローバーを歩き回っていたのだが、西側に行こうかと足を向けた辺りで俺以外の皆の様子がおかしくなった。

　なんだか鼻をクンクンさせたり耳をピコピコさせたりして落ち着かない。

「どうしたんだ？」

「血と臓物の臭いがする」

　羊娘のカレンがいつも通りのちょっと眠たげな表情でバイオレンスな言葉を吐き出した。もう少しこう、オブラートに包んでも良いんですよ？

　それにしても奇矯な物言いは相変わらずだな。どこかから怪しい電波でも受信してるんじゃなかろうか。でも、カレンは不思議ちゃんであると同時にとても頭が良いというか、大人びた思考能力を持つ娘でもある。その頭の良さ、というか柔軟な思考にはマールやクスハでさえも一目置くほどだ。

　ただ、彼女の身体はとてもミニマムである。というか、ばっちり少女である。幼女ではないけど、元の世界で言えば完全にアウｔ……いや、何も言うまい。この世界では彼女も立派な大人なのだ。そして俺の嫁の一人なのだ。あまり深く考えてはいけない。俺の心の平静を保つために。

「昨日の戦闘で出た負傷者かな？」

　魔核地雷で盛大に吹っ飛んだアレを戦闘と表現して良いのかどうかわからんが、クローバーに攻め込んできた侵攻軍は死傷者多数だろうな。俺は特に負傷者の収容指示とか出してなかったけど、誰かが気がついて収容したんだろう。ふむ、様子を見に行くか。負傷者が沢山いるなら俺の回復魔法が役立つだろうし、捕虜の収容施設を作るのにも役立つだろう。

「俺は様子を見に行ってくる。怪我人の治療やらなにやら色々役立つだろうからな。んー、三人はティナかクスハに捕虜の救護と収容するから手配を頼むって伝えてきてくれるか？」

　まだ子供──ではないけど、年若い獣人三人娘には凄せい惨さんな現場はできるだけ見せたくない。それに、ティナ達に捕虜の扱いに関して色々と手配してもらわなきゃいけないのは確かだしな。

「ん……わかった。いこ」

「うん」

「はい！」
















　獣人三人娘が走っていく。おお、結構速いな。

「優しいわね」

　三人を見送る俺にエルミナさんがそんな声をかけてくる。彼女は俺の嫁達の一人であるメルキナのお母さんで、俺のお義か母あさんにあたる人だ。お義母さんとは言ってもエルフである彼女は非常に若々しく、正直言って娘のメルキナとは姉妹にしか見えない。

　俺との関係は……力を失って大陸北部にある大森林に迷い込んだ俺を色々な意味で支えてくれた女性だ。なんやかんやあって未亡人のエルミナさんと俺はそういう関係になった。察してくれ……この世界の女性はアグレッシブ過ぎると思うんだよね、俺。

　ちなみに彼女は嫁達の中でも一、二を争う戦闘能力の持ち主である。

「別にそんなんじゃないけど……嫌なものはできるだけ見ないに越したことはないよな」

「あら、私達は？」

　悪戯いたずらっぽい表情で褐色肌のエルフ──リファナが俺にそんなことを聞いてくる。彼女も大森林に迷い込んだ俺をエルミナさんと同じように色々な面で支えてくれた女性だ。普段はどちらかというとツンツンしているのだが、二人きりになるとデロデロに甘えてくる。正統派ツンデレとでもいうのだろうか。そういうところがとても可愛い。

「二人とも負傷者くらいどうってことないだろ？　というか実の所俺が一番やばいかもしれん」

　俺の返事にエルミナさんもリファナもまぁそうね、なんて返してくる。見た目はすごく若々しい二人だけど、実年齢は俺より上だからな。こんなこと言ったら酷ひどい目に遭わされそうだから言わないけど。

　俺もこっちの生活がそこそこ長くなってるし多分大丈夫だとは思うけど、魔物のグロと人間のグロはちょっと種類が別だからな……多分大丈夫、多分。

「本当にちょっと顔色が悪いわね」

　心配してくれるエルミナさんに大丈夫だと手を振りながら三人でテクテクとクローバーの西門方面へと歩く。そうして少し歩くと俺の鼻にも血の臭いが感じられるようになってきた。大だい氾はん濫らんの時によく嗅かいだなぁ、こんな臭い。戦場の臭いというかなんというか。

　到着してみると西門前の広場はまさに戦場のような様相だった。一晩経ってまだ生き残っていた侵攻軍の負傷兵達が西門から続々と運び入れられてきており、仮設の救護所で応急処置を施されている。

「思ったより大事だなぁ、これは」

「人の生死がかかっている場面だもの、それはそうでしょう」

　いつまでも他人事のように眺めているわけにもいかないな。俺は救護所へと足を踏み入れ、大声で指示を飛ばしている象っぽい獣人に話しかける。

「手伝うぞ」

「おお、大将！　もう嫁さん達とはいいのか？」

「正直一ヶ月くらいみんなといちゃいちゃして引きこもっていたいが、そうもいかんだろ。魔法で一気に負傷者を治すから、集めてくれ」

「わかった。おおい！」

　象っぽい獣人が声をかけ、負傷者達が集められてくる。どいつもこいつも重傷だ。手足が折れていたり裂傷を負っていたりするだけで五体満足な奴もいるが、大半は手足のどこかを失っていたり、目が潰つぶれていたりとまさに大惨事。俺の極大爆破よりも広範囲の爆発だったからなぁ、生きてるだけでも幸運なんだろうな。

　とにかく血と泥で汚れた状態で傷を塞ふさいでも病気になって死にそうなので、まずは捕虜達をまとめて魔法で浄化する。急に身体が綺麗になって驚いたような声が捕虜とクローバーの住人双方から上がった。うん、対象を絞るのが面倒だから広範囲を一斉に浄化したんだ、すまない。

　次に回復魔法を使い、今にも死にそうな負傷者達を癒やす。急に肩こりが治ったとか腰痛が消えたとか胃のむかつきが消えたとかクローバーの住人達が言い始めるが、気にしない。皆治って幸せじゃないか。

「本当に出で鱈たら目めね……よく魔力が尽きないものだわ」

「これくらいなんでもないぞ。同じことがあと三十回以上はできる」

　リファナが呆あきれたように溜ため息いきを吐く。なんで呆れられるのか意味がわからないが、兎とにも角にもやるからには徹底的にだな。四肢や目の欠損は広範囲回復魔法では治らないから、別々にちょっと面倒な治療をしなきゃならない。これは別に急いでやる必要もないだろう。

　看護と監視に必要な最低限の人数だけを残して負傷者の回収に人手を割くように指示を出し、五体満足な捕虜に身体が不自由になった捕虜の介護をさせる。

　文句を言ってくる奴も居たが、泣くほどぶん殴って傷を治し、またぶん殴って傷を治し……という躾しつけを実施したら大人しくなった。他の捕虜も従順になったから一石二鳥だな。

「タイシくん、容赦ないわね」

「ははは、殺してないんだから十分容赦してますよ」

　身内に刃やいばを向けてきた奴らにかける慈悲はない。その上命を助けられたのに文句を言うとか許されざる。

「ちょっとやりすぎだと思うけど……この人達も好き好んでここに来たわけじゃないんじゃないの？」

「うん？」

「よく知らないけど、人間って貴族とかいう連中に逆らえないんでしょ？」

「ふむ、なるほど」

　リファナに言われて青い顔をしている捕虜達に視線を向けると彼らはガクガクと震えるかのように小刻みに頷うなずいた。

「なるほど、同情の余地はある。確かに貴族やその部下に逆らうのは怖かったんだろう。だが、それでもお前らがこの勇魔連邦の民に刃を向けようとした事実は変わらない。お前達は紛まごうことなき侵略者だ。殺しにきたんだから、殺されるのも当然だよな。手っ取り早いのは斬首、縛り首……いや、犯罪奴隷として使い潰すのが無駄がないかな？」

　斬首、縛り首、犯罪奴隷と聞いた捕虜達の顔が絶望に染まっていく。この世界における犯罪奴隷というのは遠回しな死刑みたいなものだからな。危険な鉱山での作業に従事させられるとか、魔物を誘おびき出すための生き餌とか肉壁扱いにされたりだとか、女なら最下級の娼館で慰み者になるとか。ああ、男でもそういう趣味の人に気に入られたり、そういう趣味の人向けの娼館に男だん娼しようとして売られることもあるんだったかな？

　とにかく、犯罪奴隷の扱いというものはとてつもなく酷い。この世界の一般人が一番なりたくないものナンバーワンであることは疑いようもない。

「だが、俺は慈悲深い。ああ、慈悲深いとも。お行儀よくしていれば勇魔連邦でお前達を犯罪奴隷にすることはないと約束しよう。メシもちゃんと食わせてやるし、国にも帰してやる。だからお行儀よくしろ。いいな？　お行儀よくできない奴は……そうだな、大樹海に放り込んで魔物のエサにしてやる。わかったか？　どうした？　返事をしろ」

「「「はいっ！」」」

「いい返事だ。これから来るお友達にも俺が言ったことを伝えろ」

　再びガクガクと頷く捕虜達を一いち瞥べつしてから踵きびすを返して少し離れる。こいつらを収容する施設を作らなきゃならないな。西門近くにはあまり自由に使えるスペースが無いはずだし、南側の空き地を使うか。多分まだ空き地のままだろう。そんなに長く使う施設でもないし、出来栄えにはそんなに拘こだわらなくてもいいだろう。

「あんたの新しい一面を見たわ……」

　背後から聞こえてきた声に振り返る。リファナが何故か苦笑いしていた。

「見損なったか？」

「ううん、そういうのじゃないわ。怒らせないようにしようって思っただけ」

「そうか……エルミナさん？」

「……」

　ちょっと怖がらせちゃったかな、と後悔したのだが、なんだかエルミナさんの様子がおかしい。なんでこの人はポーッとした顔で俺を見つめているんだ。

「エルミナさん？」

「んっ……なんでもないわ。ところで、これからどうするの？」

「捕虜の収容所を作ります」

　風魔法を併用して跳び、城壁に上がる。二人とも俺の後について城壁に跳び上がってきた。巨木の上に築かれた集落に住んでいた二人にとってこれくらいの城壁なんてあってもなくても同じなんだろうな。

「あっちに空き地があるみたいね」

　リファナの言う通り、クローバーの南側にはまだまだ広い空き地が広がっていた。うん、やっぱあのへんが良さそうだな。城壁から降りて虎っぽい獣人に声をかけてから南側の空き地へと向かう。

「かなり土地が余ってるのね」

「将来的な発展を考えてかなり広い土地を城壁で囲ったからな」

　今の人口だと土地が余りまくってるんだよな。俺がクローバーを離れている間に建物は増えたようだが、まだまだ土地は余っている。城壁内、北側には大規模な畑があるくらいだ。拡張していくうちにあの畑もいずれ宅地になるのかもしれないけど。

　大森林で培った高速移動法を使って南側の空き地に降り立つ。

「建物の上を跳び回ってもいいの？」

「誰も文句は言わないと思うよ」

　誰にでもできることじゃないだろうしな。

　さて、捕虜の収容所といってもどんなものにするべきかな。俺が知っている捕虜の収容所のイメージは……あれだな、トンネルを掘って脱走する映画。確か何重もの鉄条網と物見櫓やぐら、サーチライトに多数の歩ほ哨しよう、といった感じの警備施設が用意されていたと思う。

　そこまでの警備態勢は必要だろうか？　俺は要らないと思う。そもそも、この収容所から脱走しても何の用意もなしに国くに許もとに帰り着くのは不可能だ。ここクローバーは凶悪な魔物が跋ばつ扈こする大樹海のど真ん中だしな。東西に整備された道を歩いても徒歩だと軽く一週間はかかるくらい大樹海は広い。食い物も無い手ぶらの状態で脱出することなど不可能だ。俺とかエルミナさんならなんとかなると思うけど。

　というわけで、脱出を阻むための施設は高さ三メートル弱の土壁で十分だと思う。この先の拡張も考えて広めにスペースを取って、上端は内側に折れたような感じにしよう。ねずみ返しみたいな感じに。

　地面に手をつき、魔力を集中する。基本は土壁の魔法だ。だが、魔法はイメージによって効果をある程度変化させられる。収容所を囲む土壁、土壁……返し付き。よし。

「そぉいっ！」

　ズズズズズ……と鈍い音を立てて地面から土壁が盛り上がってきた。盛り上がってきたのだが。

「入り口は？」

「はい、今開けます」

　入り口を失念していたので地魔法で壁の一部を抉えぐって出入り口を作る。大人が四人並んで出入りできるくらいのものを。夜間は適当に何かで塞げばいいだろう。

「なかなか立派ね。強度はどんなものかしら？」

「石壁と同じくらいですかね。魔法でもぶっ放すか丸太で何度も突くかでもしないと壊れないと思いますよ」

　破城槌つちでもあればこの厚さだと一発かもしれないな。まぁ大丈夫だろう。

　次は壁の中に捕虜が日々を過ごすための宿舎を作っていく。一棟で二十人が眠れるようにすればいいかな？　そういや寝具とかどうするんだろうか……捕虜が何人いるのかわからんが、毛布とかの数が圧倒的に足りんのではなかろうか？

　うーん、考えても仕方ないか。今はその心配は置いておこう。まずは建物だけ作ってしまおう。最悪硬い石のベッドで寝てもらうことになるかもしれんが、屋根のない地べたよりはなんぼかマシだろ。

「とりあえず捕虜の宿舎を作ってみるんで、ダメ出ししてもらってもいいですか？」

「いいわよ。リファナちゃんもいいわよね？」

「はい」

　試行錯誤の結果、宿舎（仮）が完成した。

　形はシンプルな長方形で、入り口の左右に土製の寝台がズラッと十台ずつ、合計二十台並んでいる。部屋の中央にはテーブルとして使える大きめの台と、椅子代わりの台を作る。あとは窓代わりの穴を左右に三つずつ開けて完成だ。強度は土以上石以下、まぁ干しレンガくらいの強度だろうか。

　寝台はあっても寝具が無いんだが……まぁそこは後で考えよう。形は決まったのでサクサクッと同じ形状の宿舎を作っていく。いくつ作れば良いんだろうか？　三十もあれば足りるよな。余る分には困らないし、多分大丈夫だろう。

　ついでにトイレや水場なども作っておく。後で水路も引いてこないといけないな。アンティール族に任せるか？　いや、収容所の外にタンクを作って供給するようにしよう。排水用の下水だけ掘ってもらえばいいや。トイレはボットン式で。最終的には埋めるか魔法で消せばいい。

　必要そうなものをざっくりと作ったので、救護所へと戻る。貯水タンクを作るのは簡単だったが、給水パイプと簡易的な蛇口を作るのが思いの外難しかったな。

「私達は街の外で負傷者の収容を手伝ってくるわね」

「わかった。気をつけてな」

　二人と別れ、救護所に戻ると獣人三人娘とフラム、デボラがいた。俺の姿に気がついたフラムがこちらに駆けてくる。

「お疲れ。どんな感じだ？」

「負傷者を収容するのと並行して名簿を作っています。あと、炊き出しもですね」

　俺の質問にフラムが答えてくれる。彼女は元々カレンディル王国の暗殺者で、異世界に来たばかりの俺と、その頃から行動を共にしていたマールの命を狙ってきた──のだが、込み入った様々な事情があって俺の奴隷という立場を経て俺の嫁となった。

　クローバーに来てからは元の経験を活いかして防ぼう諜ちよう活動や治安維持活動に精を出してくれている。今日も捕虜の対応にいち早く名乗りをあげてくれたようだ。

　デボラやシータン、その他にもクローバーの女達が総出で何か料理をしている。スープに団子みたいなものを投下して煮込んでるっぽい？　すいとんかな？

「こっちは南側の空き地に捕虜の収容所を作ってきた。二十人寝られる宿舎をとりあえず三十棟。あとトイレ。アンティール族に依頼してザックリでいいから排水用の下水を掘ってもらってくれ」

「流石はご主人様ですね」

「ふふふ、もっと褒めてくれ。あと、寝具はどうする？　ベッドの枠だけは作ってきたけど」

「魔物の毛皮の備蓄が沢山あるので、とりあえずそれで対応します」

「なるほど。うーん、寝具の類も備蓄しないとダメだなぁ。せめて毛布くらいは大量に確保しておきたい」

　今後もこういった騒動が起きないとも限らないしな。時空庫に保管しておけば劣化もしないし。

「クローバーには損害とか無いのか？」

「そうですね……今のところ特には。昨日の戦闘では一部城壁に魔物が取りつきましたが、損傷などの報告はありません。矢もほとんどこちらには届いていませんでしたし、そもそも本格的な衝突の前にマールの魔核地雷が炸さく裂れつしたので……」

「ＯＫ、理解した」

　あの爆発で侵攻軍は潰かい走そうしていったからな……無理もないと思うけど。いきなり正体不明の大爆発が起こったら俺だって逃げるかもしれん。

「ここは任せる。俺は怪我人の治療をしてくるよ」

「はい、お任せください」

　この場をフラムに任せて収容されてきた負傷兵達のいるエリアへと向かう。すると、そこには負傷兵に応急処置を施すシェリーの姿があった。意外に器用な手つきで包帯を巻いているようだ。

「うぅ、さむい、さむい……」

「意識を強く持って。もう少しで助かります」

「まずそうだな。早く回復させよう」

「あ、お兄ちゃん！」

　俺の声と姿を認めたシェリーがパッと顔を輝かせる。俺はシェリーに頷うなずき、負傷兵に回復魔法を施した。みるみるうちに傷が塞ふさがり、震えていた負傷兵の顔色が良くなっていく。とりあえず峠は越えただろうが、失った体力を取り戻すのには多少の時間がかかることだろう。

「よく頑張ってくれたな。さぁ、俺と一緒に手当していこう」

「はい。お大事に……」

　シェリーは傷が癒えた反動で気を失った負傷兵にそう小さく声をかけ、俺の後ろについてきた。

　さっきまで頭の上でペタンとしていた金色の狐耳がピンと立ち、お尻しりの辺りから生えた同じく金色の尻しつ尾ぽがフリフリと揺れている。なんとなく見上げてきたシェリーと俺の視線が合う。

「行きましょう」

「ああ」

　フンス、とやる気を見せるシェリー。

　彼女もカレンと同じく、俺の嫁の一人である。元々とても物静かな子だったが、結婚式を終えてなんやかんやして色々と自信がついたのか、物もの怖おじをせずに発言することが増えてきたように思う。最近は回復魔法に興味があるらしく、妖よう精せい族の使い手から回復魔法を習っているらしい。

　なんやかんやってなんだって？　そりゃお前、なんやかんやだよ。この世界では彼女も立派なオトナなので、合法なのです。いいね？　そういうことにしてくれ。じゃないと俺の硝子ガラスの心が砕け散る。

　シェリーに魔法や傷の解説をしながら負傷兵達を癒やしていく。解説と言っても俺の知る範囲での話なので、大したことではない。傷口を綺き麗れいにするのは化か膿のうやその悪化による敗血症、破傷風などを防ぐためだとか、俺でも知っている範囲の話だ。

「より専門的なことはちゃんとした師に教えてもらったほうが良いと思うけどな。俺は魔法の知識もスキル頼みで今ひとつだし。俺のは強力なだけだから、シェリーは俺とは違う『巧うまい』魔法使いになってほしい。そしてあわよくば俺に教えてほしい」

「頑張ります」

　シェリーが自分の胸の前で両手を握り、気合を入れる。可愛いなぁ。

　彼女はカレンと組んで同じ魔法を二人で行使してその効果を劇的に引き上げる同調魔法の使い手だ。魔力操作の精度は非常に高く、獣人としては規格外とも言える魔力の持ち主ということもあり、魔法使いとして非常に優れた資質を持っている。ぜひその才能を活かす方向に育ってほしい。

「一通り終わりましたね」

　収容されてきた負傷兵達をあらかた癒やし終えたところでシェリーがそう言って息を吐いた。結構酷い怪我人もいたし、精神的に疲れたんだろう。シェリーの頭を撫なでながら辺りを見回す。

　もう痛みに呻うめいている怪我人の姿はない。暫しばらく新しい怪我人も収容されてきていないので、そろそろ打ち止めなのだろう。

「だな。炊き出しの方に顔を出すか」

「はい、頑張ります」

「ほどほどにな。シェリーが無理をして倒れたりすると俺は悲しい」

　そんな話をしながらシェリーと連れ立って炊き出しをしている場所へと移動すると、もう料理ができたのか配給を始めていた。捕虜達が大きめの碗わんに注がれたスープのようなものを一心不乱に貪むさぼっている。

「火傷やけどに気をつけてくださいねー。十分な量がありますから、喧けん嘩かせずに並んでくださーい！」

　そんな炊き出しの列の最後尾でシータンが看板を持って声を張り上げていた。シータンの身体は小さいが、その声は非常によく通る。実は少し離れた救護所からでも彼女の声が聞こえていた。

　彼女もカレンやシェリーと同じく獣人族の女の子で、ツヤツヤふさふさで銀色の混じった黒い毛並みがとってもキュートな犬獣人の女の子だ。彼女もデボラと同じく少々毛深いが、顔の作りは普通の女の子と大差ない。ケモ度は一・五といったところだろうか。

　彼女は俺の嫁達の中でも珍しく、普通の女の子である。

　武術に優れているわけでもない、強力な魔法が使えるわけでもない、ものづくりが得意なわけでもないし、特別な血筋ということもない。身体能力もいたって普通の獣人族の女の子という範囲を越えていない。俺と何か特別な因縁があったわけでもない。

　それなのに、いつの間にか懐に入り込んでいた。そんな不思議な子だ。

「あ、こっちは大丈夫ですよ！」

　俺を見つけたシータンがブンブンと手と尻尾を振る。

「あっちの調理場にデボラさんがいますから、声をかけてあげてください！　あと、マール様とメルキナさんはお屋敷で待機していますからご心配なく。クスハさんは備蓄の確認のため集積場のヤマトさんのところに行っている筈はずです。ティナ様とネーラ様はお屋敷でミスクロニア王国とカレンディル王国に魔導通信をするって言ってました！」

「おお、わかった。シータンも無理するなよ」

「はいっ」

　尻尾を振りながら満面の笑みを浮かべるシータンに笑みを返してから調理場へと向かう。

　うん、不思議なんだけど、彼女は俺を含めた家族全員にとって居なくてはならない存在なのだ。なんというか、潤滑油のような存在とでも言えば良いのか。誰の懐にもスルリと入り込んで仲良くなってしまう。そんな才能を持っているのかもしれない。

「どんどん仕上げるよ！　ライザ、ちょっと男どもを何人か引っ張ってきてかまどを増設させな！　水ももっと要るね……」

「手伝おうか」

「助かるよ」

　戦場のような調理場で指揮を執っていたデボラを手伝う。差し当たっては空になった水の大おお樽だるを水魔法で満たすことにした。スープ用の大おお鍋なべにも水を補充し、火魔法ですぐに沸騰させる。

　このサイズの大鍋になると、水からお湯に沸騰させるのが一番時間がかかるんだよな。

　いつの間にか傍に来ていたカレンと一緒にスープに入れる団子を捏こねるのも手伝い、一段落したところでデボラが声をかけてきた。シェリーはシータンを手伝っているようだ。

「助かったよ。やっぱり魔法が使えるとこういう時便利だね。私も使えれば良かったんだけど」

「無理。デボラ姉は魔力が低い」

「そうなんだよねぇ」

「でも大丈夫。必要な時はタイシや私がいる」

「そうだね」

　デボラの手がカレンの頭をワシャワシャと撫でる。彼女は大柄のクマ獣人で、俺の嫁の一人だ。

　見た感じは人間とクマを足して二で割ったような姿である。専門用語で言えばケモ度は二くらい。

　料理や裁縫が得意で、大らか且つ姉御肌の優しい気性の女性である。話し方が少しがさつというか蓮はすっ葉ぱな感じで誤解されやすいけども。

　鈍器を持たせれば大抵の魔物を殴り倒せる女傑であることも確かではある。決して怒らせてはいけない。いいね？

「ここも落ち着いたみたいだし、俺は物資集積場に顔出してくるわ」

「そうだね。人手も十分集まったし、急場は凌しのげたからもう大丈夫だよ。ありがとう、助かったよ」

「これくらいなんでもないさ。ここは任せた」

　互いにヒラヒラと手を振り合い、クローバー中央部の辺りにある物資集積場へと足を向ける。カレンとシェリーはここに残って炊き出しを手伝うようなのでそのまま置いてきた。





─☆★☆─






　物資集積場というのは所いわ謂ゆる共同倉庫のようなものだ。衣料品や寝具、様々な道具や武具、毛皮や魔物素材、製材した木材や金属鉱石などの資材や物資を集積している。その量は膨大で、管理するために専用の人員を配置しているほどだ。住人達は必要に応じてこの物資集積場から様々な物資を持ち出して利用することができる。まだ貨幣経済が浸透していないので、半ば配給のような形で、だ。そのうちこの辺も良い感じに変化させていかなきゃならないんだよな。

「おう、主あるじ殿」

「ああ、お久しぶりです。ご無事で何より」

　物資集積場に着くとクスハとヤマトが書類片手に何かを話し合っていた。俺に気づいた二人が声をかけてきたので片手を挙げて応える。

「物資の備蓄状況はどうだ？」

「まだ人数がはっきりとしておらんのでわからんが、すぐにどうこうということはないの。半年くらいはなんとかなると思うが」

「そうですね、それくらいは。ただ、早めに食料の備蓄を増やしたほうが良いかと」

「そうか。寝具はどうだ？」

「毛皮なら有り余っとるから大丈夫じゃろ。快適な寝床とは言い難いだろうが、文句が出るほどではあるまいて。主殿が雨風の凌げる立派な宿舎も作ってくれたようじゃしな」

　クスハがにやりと笑い、額にある宝石のように紅く煌きらめく複眼が妖しく輝く。

　彼女はアルケニアと呼ばれる種族の長おさで、俺の嫁の一人だ。太ももの辺りから上は艶つややかな黒髪の美女で、そこから下は凶悪な大おお蜘ぐ蛛もという姿がアルケニアという種族の特徴である。ああいや、美女だけじゃなく美丈夫もいるけどね。大蜘蛛の上に人間が生えているような種族と思ってくれればいい。

　若々しく美しい容姿をしているクスハだが、その年齢は軽く五百歳を超えている。長年アルケニア達の長であったために尊大な言葉遣いだが、その実俺にベタ惚ぼれで夜が激しい。激しいというのは物理的にである。流石にもう慣れてきたが、最初の頃は血を見ることも少なくなかった。

　彼女はアルケニアの中でも旧ふるい血というか、原種の突然変異種であるらしく、強力な戦闘能力や稀け有うな鑑定の魔眼を持つ代わりに興奮すると強い捕食衝動に襲われる。実際のところ、俺以外の男が彼女の伴はん侶りよとなることは不可能であろう。

「主殿？」

「ん、ちょっと考え事をな。それじゃあれだな、できるだけ早く食料の補充か、そうでなければ捕虜の返還をした方が良いな」

「返還、のう。奴隷として売り飛ばさんのか？」

「お前はたまに俺を試すような真似をするよな」

　苦笑いを返しつつ、その線も一応は考えてみる。うん、現実的じゃないな。奴隷として彼らを扱うのであれば買い手がつくまで彼らを養わなければならない。その彼らを養う余裕が今の勇魔連邦には無いのだ。肉類はともかく、野菜や穀物などの自給手段が全く整っていない。畑の開墾は精力的に行われているはずだが、まともに収穫するには数年はかかるものだという。

　労働力として使うなんて方法もあるのだろうが、獣人やケンタウロス達の方が労働力としては上だ。人間はなんでも器用にこなすが、フィジカル面では勇魔連邦の住人達には敵かなわないだろう。つまりそういう意味での旨うま味みも少ない。

　最後に身代金を要求するなんて方法もあるだろうが、貴族でもなければ大した金額は取れないだろう。まだ未調査なので捕虜達の身分はわからないが、俺の私見だと殆ほとんどが徴兵された農民じゃないかと思っている。もしそうなら身代金を要求するだけ無駄だろう。

　というか、何より手続きやら何やらが面倒だ。

「やっぱり割りに合わないし、そんなことをしたいとも思わない」

「そうか。主殿がそう言うならそうなんじゃろうな」

「そうだぞ。何より面倒くさいし寝覚めが悪いじゃないか」

「寝覚めが悪いか。はっはっは！　そうじゃな！」

　何かがクスハの壺つぼに入ったのか、カラカラと笑い始める。ヤマトに視線を向けてみるが、彼もよくわからないらしく、肩を竦すくめた。たまにクスハはよくわからんな。

「あー……とりあえずなんだ、一通り捕虜の収容に関しては俺にできることは終わったから、後は任せて大丈夫か？」

「おお、勿もち論ろんじゃ。主殿も帰ってきて早々お疲れ様じゃな。後は妾わらわ達に任せてゆるりと休んでいるが良いぞ」

「屋敷でマール達と一緒に居るから、何かあったら遠慮なく声をかけてくれ。頼むぞ」

「うむ、うむ、任せよ。奴らの面倒は見ておくゆえ、主殿はティナやネーラと相談して奴らの扱いについてどうするかよく相談しておいておくれ」

「はいよ。んじゃな」

　ヒラヒラと手を振りながら屋敷へと足を向ける。気がつけば昼もとっくに過ぎてるな。小腹が空いてきたし、屋敷で何か食うとしよう。

　少し歩くとすぐに屋敷に着く。物資集積場と屋敷の位置はかなり近いのだ。比較的重要な施設を中心部近くに集めてあるのだから当然といえば当然なのだが。

「ただいまー」

　扉を開けて中に入ると、程なくしてパタパタと足音を立ててマールが現れた。

「おかえりなさい、タイシさん！　お仕事は終わったんですか？」

「だいたいな。俺の手が必要になったら呼ぶようには言ってきたよ」

　自分の身体に入念に浄化をかけてから傍まで駆けてきたマールを抱き留める。あー、いいわ、このフィット感。色々とあって疲れていた心が癒やされていくわー。

　腕の中のマールを見ると、彼女の鳶とび色いろの瞳ひとみが見つめ返してくる。彼女の本名はマーリエル＝ブラン＝ミスクロニア。大陸東部に版図を持つミスクロニア王国の第一王女で、俺との子供をその身に宿している最愛の妻だ。

　彼女の凄すごい点を一つ一つ挙げていくとキリがない。頭も切れるし、色々な意味で強い。戦神ディオールと平気で殴りあえる俺もマールには頭が上がらない。とても強い……勝てない。

　基本的に俺にデレデレで、俺もマールにデレデレである。可愛いからね、仕方ないね。

「あー、いいなー。先を越されちゃった」

　食堂の方の扉から現れた美少女が残念そうな声を上げた。美少女とは言っても俺よりも年上だし、マールと同じく身重なんだけどな！

　彼女の名はメルキナ。マールと同じく、俺との子供をその身に宿している。

　青い瞳と、色素の薄い金髪、そしてその金髪の間から覗のぞく長い耳。そう、彼女はエルフだ。出会った当初はツンツン系だったのだが、俺の嫁になると決めた途端別人じゃないかと思うくらいデレッデレになった。十二人いる嫁の中で一番俺を甘やかす嫁である。

　俺にデレデレの姿からは想像できないかもしれないが、こう見えてかなりの実力者である。十二人いる嫁の中でもその実力は上位──に食い込んでいたのだが、最近ちょっと規格外の人が増えたので嫁の中では中堅くらいの実力である。身重だから危ないことは絶対にさせないけどな。

「何を残念がることがあるんだ。さぁカモン」

「わぁい」

　トテトテと歩いてきたメルキナがマールごと俺を抱きしめてくる。んー、あったかくて最高。このままベッドに行って寝たい。しかし忙しく働いている嫁がいるというのに俺一人が惰眠を貪むさぼるのは良くないだろう。暫しばらく抱き合って嫁成分を補給した俺は二人から身を離す。

「名残惜しいがティナとネーラのところにも顔を出してくる。今後の対応について話し合わなきゃならん」

「残念ですけど仕方ありませんね。私はアトリエで回復薬を用意しておきます」

「私も手伝ってるのよ。魔力は有り余ってるし、なんだか森魔法は錬金術と相性が良いみたい」

「そうか。うん、二人とも無理をしない程度に頑張ってくれ。何よりも二人の身体とお腹の子供が大事だからな」
















「はい」

「うん」

　お腹を撫なでる二人の頰にキスをしてから会議室へと向かう。気配察知の結果、そこにティナがいるのがわかったからな。どこに誰が居るのかすぐに把握できる気配察知スキルはこういう時にも役に立つんだよな。

　会議室の扉を開けると席に着いていた少女が顔を上げ、俺の顔を見てぱぁっと顔を綻ほころばせた。マールと似た顔立ちをしている彼女の本名はティナーヴァ＝ブラン＝ミスクロニア。ミスクロニア王国の第二王女で、マールの妹だ。

　母娘丼に姉妹丼とは節操なしだなお前って？　俺もそう思うが、少し言い訳をさせて欲しい。彼女のことも他の嫁達と同様に愛しているし、可愛いティナが俺の嫁の一人であることには何の不満もないが、その馴なれ初そめについては情状酌量の余地があると思うんだ。

　毒耐性を貫通する貴重な酒しゆ盃はいまで使って家族ぐるみでハメてくるというのは流石の俺も予想外だったよ。マンマとハメられて既成事実を作ってしまった俺は姉妹仲良くマールとティナの両名を娶めとることになったのです。それが原因でゲッペルス王国の王太子からは逆恨みされたんだけどな。

　今回の侵攻軍派遣に関しても少なからず奴が関わっているのではないかと思っている。もしそれが事実ならゲッペルス王国は俺との約束を反ほ故ごにしたということになるわけで……というか奴が関わっているかどうかにかかわらず俺との約束を反故にしてるな？　これは制裁案件だろう。

　とりあえずゲッペルス王国に関しては明日以降の懸案事項としよう。今はティナだ。

「捕虜の収容が一段落付いたから様子を見に来たんだが、ミスクロニア王国はどんな感じだ？」

「はい、食料支援に関しては取り付けることが叶かないました。支援とはいっても無償ではなくきちんと対価を払うという形になりますけど」

「ああ、それが無難だな。イルさんに借りを作るのは怖い」

　イルさんというのはマールとティナのお母さんで俺の義母にあたるミスクロニア王国の王妃、イルオーネ＝ブラン＝ミスクロニアその人のことである。他国からは魔女呼ばわりされるほどの敏腕な統治者で、俺も以前いいように扱こき使われて酷ひどい目に遭った。彼女は俺という存在を上手に使い倒す術すべを弁わきまえているので、彼女に借りを作ると俺の寿命が縮みかねない。

「あと、できるだけ近いうちに顔を出して欲しいって言ってました」

「ああうん、そうね。まぁまずは足元のゴタゴタを片付けてからだな」

　クローバーには特に大きな被害はないようだが、俺が居ない間に起こった問題がないかどうかとかまだまだ確認しきれていないからな。

「ネーラの方にも顔を出してくるよ」

「はい、わかりました」

　書類に何かをまとめているティナに別れを告げ、二階にあるネーラの私室へと向かう。どうやらネーラとステラは私室で顔を突き合わせながら何かをしているらしい。

　コンコンコン、とノックをして返事を貰もらってから入室する。親しき仲にも礼儀ありだからな。決して以前ノックもせずに突入した結果、ネーラではなくステラが着替え中という不幸な事故が起こったからというわけではない。ないったらない。

「お疲れ様ですわ。街の方は落ち着きまして？」

　柔らかい笑みを浮かべるネーラに促され、設しつらえられたテーブルに着く。

　ネーラ──本名カリュネーラ＝アーヴィル＝カレンディルは大陸西方部に大きな領土を持つカレンディル王国の王女だ。金糸のような美しい金髪と宝石のような碧へき眼がん、優れた容姿から『カレンディル王国の宝石』とまで言われた美び姫きで、この王女様とも少々いざこざがあったんだが……ゲッペルス王国を襲撃した時に縁があってなんやかんやしているうちに外堀を埋められて嫁に迎えることになった。

　口調のせいか性格はキツいというか高飛車というかステレオタイプな王女様気質のように誤解されるのだが、実はとても優しい性格をしている。頭も良いし、計算高いところもあったりするし、ビビリだったりもするんだけどな。

「うん、だいたいな。疲れたしこっちの方も気になるから戻ってきた」

　ネーラの侍女であるステラが注いでくれたお茶を飲んで一息吐く。ステラはネーラのお付きの侍女で、ネーラにとても似た容姿の娘だ。それもその筈はずで、王位継承権こそ持ってはいないものの血縁にあたるとかなんとか。あまり首を突っ込むと藪やぶから蛇が出てきかねないので彼女に関してはあまりタッチしていない。

「カレンディル王国はなんだって？」

「食糧支援の用意ならあると。あとはカレンディル王国の外交ルートを経由してゲッペルス王国に働きかけることも可能だと、そういう感じですわ」

「なるほどなぁ。まぁミスクロニア王国と似たような感じか。近いうちに顔を出しに行かないとな」

「そうですわね。できれば私も一緒に連れて行っていただきたいですわ」

「そうだな、その時は一緒に行こう」

「はいっ」

　俺と一緒にカレンディル王国に里帰りできるのが嬉うれしいのか、ネーラがニッコリと微笑む。うん、こうやって素直に笑顔を見せられるとなんというか、困るな。正直に言うとネーラは美人過ぎて気後れしてしまいそうな時があるんだ。美人過ぎるというのもこれはこれで問題だと思う。

「一通りお仕事が終わったのなら、ゆっくりできますわよね？　たまにはゆっくりとお話ししましょう？」

「ん、そうだな。何を話そうか？」

「そうですわね……では」

　元の世界での俺の話や、俺と出会う前のネーラの話などのとりとめのない話をして過ごす。思えばネーラとこんな風に穏やかな時間を過ごすことって無かった気がするな。こんなこともできずに長く家を空けてしまったことに多少の罪悪感を感じつつ、最終的にはステラも交えて三人で穏やかな時間を過ごしたのだった。
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　領都クローバーに帰ってきてから三日目。

　初日は嫁達と再会して家族団だん欒らん……と言うにはちょっと激しかったが、とにかく嫁達と過ごして終わった。二日目は状況把握と、クローバーの外に転がっていた敵負傷兵達の回収と治療、収容所作りなどの雑務で一日が潰つぶれた。ろくな治療も無しに一晩放置した結果、命を落とした敵兵は少なくなかったが、再三の警告にも従わずに進軍した結果なので運が悪かったと思って諦あきらめてもらうしかあるまい。そもそも攻め込んで来なければ死ぬこともなかったわけだし。

　そりゃ俺が嫁達との時間をそっちのけにしてすぐに救命に動いていれば救える命も多かったんだろうがね。そこまでは面倒見きれんよ。

　結果として大量に捕虜を抱える羽目になったが、まぁこれも俺の為なす偽善の結果だ。これくらいの厄介事は甘んじて受けるとしよう。

「む、また思い悩んでる顔ですね？　ダメですよー、うりうり」

　食堂の席に着いたままボーッと考え事をしていると、マールの鳶色の瞳が俺の目を覗き込んできた。いつの間にか強こわ張ばっていた頰に柔らかい指先が触れ、むにむにと揉もみ解ほぐしてくる。

「ご主人様は繊細ですからね」

　後ろからスルリと手が伸びてきて俺を軽く抱き締め、後頭部にとても柔らかいものが押し付けられる。顔は見えないけど、この声はフラムだな。白い手袋をしているということは、今はメイドモードのようだ。

「私は思い悩んでいるタイシの顔も好きだけどね。なんだかキュンと来ちゃうじゃない？　助けてあげなきゃって」

　そんな言葉とともに暖かな温ぬくもりがピタリと寄り添ってくる。うんうん、メルキナはいつも俺を全肯定してくれるよな。もしお前と二人きりでずっと過ごしたら俺はダメ人間になる自信があるぞ。

「よくわかるわ。やっぱり母娘だと好みが似るのかしらね？」

　エルミナさんがそう言いながら頰に手を当てて笑みを浮かべる。

「私は思い悩んでいる顔よりも自信に満ちたお顔のほうが好きですよ」

　食卓の向かい側でティナが俺に微笑みかけてくる。

「私は思い悩んでいるお顔よりも、朗らかな表情のほうが……」

　ネーラが少し顔を赤くしてボソボソと呟つぶやく。

「そうね。ちょっとバカっぽい表情のほうがタイシらしいわ」

「バカっぽいってお前ね……」

　俺に突っ込まれたリファナがクスリと笑みを浮かべる。

「ま、そうだね。タイシには思い詰めた表情は似合わないよ」

　食堂から調理場へと繫つながる扉から朝食の載ったカートを押したデボラが現れた。今日の朝食は何かの卵の目玉焼きとサラダであるらしい。

「朝ご飯」

　どんな話をしていてもカレンはいつもマイペースだな！　こら、フォークとスプーンでお皿をチンチン叩たたくんじゃありません。

「もう、カレン……私は物憂げなお兄ちゃんも好きだけど、やっぱりニコニコしてるほうが良いな」

　隣に座るカレンを注意しながら俺にはにかんだ笑みを向けてくるシェリー。

「そうですね！　私もニコニコしてるほうが良いと思います！」

　元気な声でそう言いながらスープの入った大おお鍋なべを抱えてきたのは犬獣人の女の子だ。

「ま、大方捕虜の扱いについて悩んでいたのじゃろうが……頭の痛い問題なのは確かじゃの」

　巨大な蜘く蛛もの下半身を持つ黒髪の美女──クスハがそう言って薄うつすらと湯気の立つ湯ゆ吞のみに口をつける。

「それに、逃げ散った賊どもをどうするかという問題もある」

　クスハが逃げ散った賊と呼んでいるのはクローバーに攻め寄せてきた侵攻軍の敗残兵達のことである。偵察に出したケンタウロス達によると相当数の落らく伍ご者を出しているらしく、俺は今のところ奴らを追撃する必要性を感じていない。

「すでに脅威では無くなっていますし、追撃するまでもないと思います」

「私も姉様と同じ意見です」

　マールとティナも俺と同じく追撃の必要を感じていないようである。

「難しいところですね。一人残らず討滅するというのも一つのメッセージにはなると思いますが」

「それも一つの考えですわね。ただ、やり過ぎるのもイメージダウンに繫がりますわよ」

　フラムとネーラは敢あえて全滅させるのも一つの手だと言う。俺達勇魔連邦に対して刃やいばを向けるのはまずい、と印象づけられる一方で歯向かう者には容赦をしないという恐怖感を植え付け過ぎるのも問題だと考えているようだ。

「妾わらわは追撃したほうが良いと思うがの。主あるじ殿の強さと恐ろしさを刻みつけてやるべきだと思うぞ」

　というのはクスハの弁。うん、予想通りの反応ありがとう。

「ほどほどにしておいたほうが良いと思うわよ。今は敵対してるとしても、将来どうなるかわからないのだから。必要以上に怨うらみを買っても良いことは無いと思うわ」

　というのがエルミナさんの弁。ううむ、なるほど、それも頷うなずける。

「私はパス」

「私もよ。正直言って事情もよくわからないしね」

　メルキナとリファナは言及を避けた。クローバーに来たばかりのリファナはともかく、メルキナは考えるのが面倒なだけだな。続いてデボラに視線を向けると、彼女は苦笑を浮かべた。

「そりゃ良い感情はないからね。できるだけとっちめたいとは思うけど、そんなのはただの感情論だしね。帰ってくれるなら帰ってもらえばいいんじゃないかい？」

「ぬるい。無法者殺すべし……慈悲はない」

「過激だなオイ」

「どうせ力を蓄えたらまた攻めてくる。徹底的に潰すべき」

　温厚な熊さんに対して羊少女の意見は過激であった。

「私は……帰ってくれるなら、それでいいと思います」

「うーん、私はやる時には徹底的にやって上下関係をしっかりしたほうが良いと思いますけど」

　穏健派のシェリー。そして意外と考え方がシビアというか野性的なシータン。三人娘のうち二人が割と好戦的とは。

　さて、俺の結論はどうするかな。皆の意見を聞いた上である程度バランスを取った結論を出すべきだろう。全体としては追撃の必要は無い、という意見だと思うんだよな。追撃を推奨している意見も、根本的なところとしては今後手を出してこないように行動すべきだってことだし。

「とりあえず、即時の追撃はやめよう。その代わり、うちに攻め込んできた連中に対しては後ほど俺が直接手を下すという方向でいこう。今後妙な考えを起こさないように、徹底的にな」

　全員の意見を取り込んだ俺の決断に嫁達全員が頷いた。こうして対立しないように嫁達の意見を取りまとめるのも俺の仕事である。実はこういう結論を俺が出すように誘導されているのではないかという疑惑もあるのだが、俺は深く考えない。考えないったら考えない。

「それで、今日は捕虜の尋問でしたか」

　メイド服姿のフラムが俺の前に朝食を配はい膳ぜんしながら今日の予定を聞いてくる。

「ああ、その予定だな。実際に今回の侵攻に参加した貴族やら大商人やらの情報集めが目的だ。復ふく讐しゆうの対象はちゃんと絞らないとな」

　絞めるべきは戦を主導した貴族や王族、大商人どもであって、それに巻き込まれた民衆ではない。

　ただ、主導者達に対する報復によって結果として民衆に皺しわ寄よせが行く可能性は高いので、そのあたりは少し考えて色々と上う手まくやる必要があるだろう。まぁどうあっても何かぶっ壊したりすることになるので、結局は恨まれると思うけどね！　コラテラルダメージという奴だよ、うん。

「まさか、あなたが直接やるつもりですの？」

　宝石のように輝くネーラの碧へき眼がんが俺に向けられる。

「そのつもりだったが……？」

　ネーラの問いかけにそう答えると、彼女はマールに視線を向けた。視線を向けられたマールは首を傾げる。多分何が問題なのかと思ったのだろう。それを見てネーラは他の嫁達にも視線を向ける。クスハとデボラ、エルミナさんが苦笑いをした。

「そんなことは一国の王であるあなたがやることじゃありませんわよ。部下に任せるべきですわ」

「む……そんなものか？」

「そんなものですわ。一国の王たるもの、些さ事じであくせく動くものではありません。ドーンと構えて下々の者を適切に使うのも王の器、度量というものですわ」

　ネーラに諭され、マールに視線を向ける。マールは口に人差し指を当てて少し考え込み、頷いた。

「そうですね、考えてみればネーラの言うとおりです。尋問はタイシさんじゃないとできないことではありませんし。それよりもタイシさんにはミスクロニア王国とカレンディル王国を回ってきて貰もらったほうが良いですね」

「では、尋問は私と警備隊の方で進めます」

　フラムがそう言って嫁達が頷いた。俺も頷いた。

「主殿は両国を訪問するとして、随伴はどうする？」

「そうだな、実務面でティナとデボラには残って欲しいし……転移がお腹の子にどんな影響を与えるかわからないから、マールとメルキナはお留守番だな」

「なら私もお留守番するわね。出産経験者だし、それなりに知識もあるから」

　エルミナさんがそう言って微笑む。うん、助かるな。

「そろそろクスハさんも顔見せしてはどうですか？　今まで遠慮して外に出てませんでしたよね」

「ん、それはそうじゃが……」

　マールの発言にクスハが困ったような表情を見せる。

「そうだな。今回はクスハに同行してもらおうか。カレンディル王国にも行くからネーラとステラにも来てもらうのが良いかな。後は……」

　カレンとシェリーとシータンが一緒に行きたいオーラを全開にしている。うーん、今回は実務的な訪問になりそうだからなぁ。

「今回は遊んでる時間は無さそうだからな。落ち着いたら改めて連れて行くから、我慢してくれ」

「わかった」「うん」「はい！」

　カレンとシェリーとシータンは聞き分けが良かった。リファナも少し行きたそうな顔をしていたが、三人が聞き分けたのに自分がゴネるのはどうかと思ったのか何も言わなかった。

「私はどうしたら良い？」

「そうだな……うん、リファナにもついてきてもらおう」

「いいの？」

「本来の俺がどんな人間なのか見てもらおうと思ってな」

　リファナとエルミナさんが知っている俺は皆のところに戻るため、ただひたむきに邁まい進しんし続けていた俺だ。自分の在るべき場所に戻った俺の姿もしっかりとその目で見て欲しい。

「もしかしたら失望させるかもしれんけど」

「どうかしらね。私はそんなことにはならないと思うけど」

「そうだと良いな」

　俺は決して高潔な人間じゃないからな。どうにもリファナとエルミナさんは俺のそういう面を過剰に評価している気がするんだよなぁ。

「ではそういう方向で。今日も一日、身体に気をつけて過ごそう」

　こうして俺がクローバーに帰ってきて三日目の朝は始まった。








第二話　～挨あい拶さつ回まわりをはじめました～









「のう、主殿。本当に妾を連れてゆくのか？」

「ああ、連れて行くぞ」

「その、やっぱり妾はクローバーに残ったほうが良いのではないか？　身重のマールとメルキナも心配じゃし、捕虜が暴れるやもしれん」

　さっきからずっとこうだ。何を心配しているのか、いつもの余裕が欠かけ片らもない様子である。いや、理由は察してはいるんだけども。

「クスハ」

　手を伸ばし、不安げな表情をしているクスハの頰に手を添えてその目を真っ直ぐ見つめる。下半身が大きい分クスハの背は俺より高い。手を伸ばせば届く位置だけどな。

「周りがどう言おうが、どう思おうが、お前は俺の嫁だ。そのことについてお前は何も心配することはないし、何か言ってくる奴がいたら俺がぶっ飛ばす」

「主殿……」

　どうにもクスハはアルケニアとしての自分の姿に少しコンプレックスがあるっぽいんだよな。俺を含めて家族は誰も気にしてないんだけども。周りが獣人やケンタウロス、リザードマンや鬼人族ばっかりなクローバーで過ごす分には本人も気にした様子は見せないんだが、どうにも人間だらけのミスクロニア王国やカレンディル王国に行くのは及び腰な感じだ。今もこうしてぐずってるしな。

「このイチャつきっぷりはまだ真似できませんわね」

「うーん、熱いわ」

　俺とクスハの一連のやり取りを眺めていたネーラとリファナが茶化してくる。ステラはニコニコしながら黙っていた。うん、二人だけの世界に入ってしまったことは認める。認めるから君達、その生暖かい視線を向けるのをやめたまえ。

「コホン……君達、準備は良いのかね？」

「準備も何も、荷物はすべてあなたが持っているではありませんか」

「私は見ての通りよ」

　ネーラは手ぶらだし、リファナはいつもの狩人かりゆうど装備だ。城を訪ねるにはちょっと物々しい装備に思える。

「リファナ、弓と矢筒はやめとこう。嵩かさ張ばるし流石に入城する時に預けることになる」

「そう？　わかったわ」

　リファナは素直に弓と矢筒を俺に手渡してきた。ナイフとか短剣くらいは持っておいたほうが良いかな、一応。俺とネーラがいれば多分大丈夫だろう。クスハは武器なんて無くても強いし。

　リファナの弓と矢筒をストレージに収納し、転移門を開く。行き先はカレンディル王国の屋敷だ。しばらくぶりだが、メイベルとジャック氏は元気だろうか？

「まずは王都アルフェンの屋敷に行くぞ」

「あら、ミスクロニア王国からじゃありませんの？」

「あっちでは人を手配したいしな。まずはカレンディル王国からだ」

　そう言って転移門を潜る。一瞬の浮遊感とブラックアウトを経て視界が切り替わり、久しぶりの屋敷のホールが目に入ってきた。いつも通り掃除が行き届いているな。

　俺の後に続いてリファナ、ネーラ、ステラ、少し遅れてクスハが転移門から現れる。

「何度体験してもこの感じは慣れないわね」

「わかりますわ。ゾワッとしてしまいますもの」

「私は結構好きですけど」

「ふむ、妾はあまり気にならんの……ところで、ここはどこじゃ？」

　リファナ達が口々に転移門の感想を述べていると、奥からジャック氏が現れた。俺の姿を認めた彼は目を見開き、そして深い笑みを浮かべる。

「おかえりなさいませ、お館様。ご壮健なようで何よりでございますな」

「長く空けてしまってすまなかったな。王と謁見したいんだが、頼めるか？」

「おまかせください。メイベル！」

　ジャック氏が呼びかけると奥からパタパタと足音が聞こえてくる。

「はい！　あっ！　タイシ様っ!?　ご無事だったんですね！」

　奥から現れたメイベルが目を見開き、駆け寄ってくる。少し見ないうちに背が伸びたんじゃないだろうか？

「メイベル、私は王城に先触れを出してくる。粗相のないように」

「はい、おまかせください」

　少し見ないうちにメイベルも一人前のメイドになったのだろうか。立ち居振る舞いが随分洗練されているように思える。

「どうぞ、こちらへ」

　足早に屋敷を後にするジャック氏を見送り、俺達は応接間へと向かう。この館は人間サイズで作られているので、クスハには少しばかり狭そうだな。

　俺達はそれぞれソファに腰掛け、クスハの分は少しスペースを空けて愛用のクッションを置き、そこに座ってもらう。人間の座る椅子には腰掛けられないからね。

　そうしているうちにメイベルが人数分のお茶とお菓子を用意して応接間に現れた。お茶を出されて一息つく。

「久しぶりだな。背が伸びたんじゃないか？」

「そうですね、少し伸びました」

　お互いの近況などを話し、和やかな時間を過ごす。嫁達は俺がこの屋敷で過ごしていた頃の話が気になるようで、メイベルから色々と話を聞き出していた。うん、マールとフラムとの赤裸々なアレコレに関してはあまり話さないで欲しい。

　そうしているうちにジャック氏が戻り、王城へと向かうことになる。

「なんじゃこりゃ」

「そちらのご婦人は普通の馬車ですと不都合がありますので」

「なるほど、それもそうか」

　ジャック氏が調達してきたのは馬車は馬車でも箱型のものではなく、屋根の無い大型のものだった。うん、これ何回か乗ったことあるわ。オークの集落を殲せん滅めつしてきた際の凱がい旋せんの時とか、士気高揚の式典みたいなので。

　元の世界のニュースで英国の王族とかが乗って手を振ってたようなイメージがある。確かにこの大きさならクスハも問題なく乗り込めるだろう。

「じゃあ俺もそれらしい格好をするか」

　少し席を外して昨日ペロンさんの店から調達しておいたミスリル製の鎧よろいを身に着け、腰には対神武装である極光剣を差しておく。鞘さやは昨日寝る前にでっち上げた。

「うん、凛り々りしいお姿ですわ」

「うむ。主あるじ殿の武者姿は堂に入っておるの」

「うん、素直にかっこいいわね」

「まぁその、一応腕っ節で成り上がったわけだから多少はね？」

　そんな口々に褒めないでください。こそばゆいです。

　俺達が乗り込んだ馬車が近衛騎士に先導されて王都アルフェンをゆく。無論、街中を堂々と通っていくのだから俺達の姿は衆目に晒さらされる。

「おい、あれ見ろよ」

「勇者様じゃねぇか。久しぶりだな。それにカリュネーラ王女と……なんだありゃ」

「人間じゃねぇよな……顔はえらい別べつ嬪ぴんだが、あの身体は……」

「勇者様はゲテモノ食いって話だったが、本当だったんだな」

　言いたい放題である。俺はどう言われても構わんが、クスハをゲテモノ扱いするとかマジでぶっ殺すぞ？　おん？

「主殿、抑えよ」

「そうは言うがな」

「主殿が妾わらわを好いてくれているのはわかっておる。有象無象のことなど気にするでない」

　クスハがそう言って頰にキスをしてくる。俺も同じように頰にキスを返し、お互いに顔を見合わせて微笑んだ。うん、まぁそうだな。腹は立つけどクスハが言うなら我慢しよう。

「二人共、私達も居るのを忘れておりませんこと？」

「目の前で見せつけてくれるじゃない」

　ネーラとリファナが少し不満げな表情だ。仕方ないだろう、二人は向かい側の席に座っててすぐキスができるような距離じゃないんだし。

「ふふん、役得じゃな」

　うん、クスハさんもそんな勝ち誇った表情で俺の首に抱きつくのはやめよう。二人の笑みがちょっと引き攣つってきてるからね。仲良く、仲良くな。というか、相性についてはあまり深く考えずこの組み合わせを決めてきたんだけど、組み合わせを失敗したかな？

　でも、いずれは慣れて仲良くやってほしいしな。今回のことが上う手まいこと仲良くなる切っ掛けになってくれると良いんだが。

「仕方ありませんわね。ここは先達に花を持たせるとしましょう」

「そう言えば、私は貴方達の馴なれ初そめを知らないのよね。後でじっくり聞かせてもらっても良い？」

「良いぞ。妾も主殿とリファナ殿の馴れ初めは気になる」

「殿は要らないわよ。私も貴女のこと呼び捨てにして良いかしら？」

「私のことも愛称で呼んでもよろしくてよ？」

　俺の心配を他よ所そに女の子同士和わ気き藹あい々あいと話し始める。良かった、ギスギスの空気に胃を痛める俺は生まれずに済んだようだ。

　そうしているうちに馬車は第二城壁を抜けて貴族街へと入る。貴族街へと入ると人通りはまばらになり、聞こえるような声で何かを言うような人もいなくなる。

　ここまで来るともう王城は目の前だ。

「久しぶりの実家だな？」

「私を娶めとったのですから、ある意味ではここもあなたの家ですわよ？」

「こんなデカい家は持て余すなぁ。今住んでる屋敷くらいが丁度いいよ」

「そうかの？　これから家族も増えるわけじゃし、もう少し大きい屋敷にしても良い気はするぞ。敷地は余っておるわけじゃし」
















　む、そう言われるとそうか。これから子供達も増えていくし、使用人なども雇っていくことになるだろう。そうなれば確かに今の屋敷では手狭になるかもしれない。

「その辺りのことも相談してみるかね」

「それなら私からお父様に話を致しますわ。屋敷を建てる職人も一流の者達を揃えられるでしょう」

「そうだな。どこかに建てて貰もらって、移転するとしよう」

　空間魔法とストレージを駆使すれば基礎ごと館を移設することもできる。ボロ屋を何軒もぶっ壊して練習したからな！　建設費用に関してはまだまだ余裕あるし。

　ノーチェックで城門を通過し、近衛兵の案内で城内へと足を踏み入れる。流石に王城内は通路も広いので、クスハも問題なく歩くことができた。それも謁見の間くらいまでで、普通の通路となると幅がギリギリだったけど。

　俺達が通されたのはいつだったか、前にカレンディル国王と会談した会議室だった。椅子を何脚か退どけてクッションを置き、クスハの席にする。ステラは何か用事があるらしく城に着くなり一礼してどこかに行ってしまった。

「こういうのって国王を待って座ったほうが良いのかね？」

「気にすることはありませんわ。別にカレンディル王国と勇魔連邦は主従という関係ではありませんし。というか、力関係はむしろ勇魔連邦というかあなたのほうが上なのではないですか？」

「暴力にだけは自信あるな」

「暴力って……」

「主殿が力の権化なのは周知の事実じゃ。妾が現場を見たわけではないが、数万の魔物をほぼ単独で屠ほふったという話だしの。実際、大樹海においても我らが遭遇を避けるような凶悪な魔獣どもを片手間に屠っておる。人間達に畏い怖ふを抱かれるのも納得じゃな」

　顔を引き攣らせるリファナに対してクスハがどこか得意げな表情で語る。クスハってアレだよな。思慮深い面もあるけど、力の信奉者みたいなとこもあるんだよな。

「うーん、まぁタイシの強さは確かにちょっと異常よね。この前、戦神様と平気な顔で殴り合ってたし」

「戦神様？　戦神ディオールのことですの？」

「おう。ちょっと祝福をもらうために御座にカチコミかけてきた。一応勝ったぞ」

「これがあなたでなければ法ほ螺ら話だと一いつ蹴しゆうするのですけれど……」

　今度はネーラの顔が引き攣った。いや、法螺話じゃないんだけどね。まぁ神殿にでも行ってチェックしてもらえば証明できそうだけど、今はあんまり神殿とかに近寄りたくないんだよな。

　雑談をしているとカレンディル国王と重臣達が入室してきた。一応席を立ち、一礼してから再度席に着く。

「この度は無事の帰還、お祝い申し上げる」

「それはどうも。今回は帰還と、領都クローバーに攻め寄せてきていた賊どもを撃退したという報しらせを伝えるために来ました。義ち父ち上うえ殿」

「それについてなのだが……」

　カレンディル国王が眉み間けんに寄った皺しわを揉もみ解ほぐし、重臣に視線を向ける。国王に視線を向けられた重臣は青い顔に冷や汗を垂らしながら口を開いた。

「その……我がカレンディル王国の貴族も一部……討伐軍に参加しておりまして。ゲッペルス王国の国境に近い位置に領地を持つ地方貴族なのですが」

「それについては致し方なしかなと。勿もち論ろん、喧けん嘩かを売ってきた以上は事実関係が確認でき次第報復はしますが。カレンディル王国が手を出せないというなら、俺が手を下しましょう。これは勇魔連邦と、勇魔連邦に手を出してきた地方貴族達との間の問題、という認識です」

　俺の今回の方針は『にこにことできるだけ優しく』だ。今までカレンディル王国とは冷淡に接してきたからな。嫁いできたネーラの立場もあるし、今後はカレンディル王国──というかカレンディル王家も俺の身内だと思って接するつもりだ。

　しかし君達。俺のにこやかなスマイルを見て、より一層顔から血の気を引かせるとはどういうことかね？　他意はないよ？　ふふふ……怒ってないよ？

「その……どの程度の報復をお考えで？」

「そうですね……勇魔連邦の領民と領地を全て差し出せ、という趣旨の要求をしていたのですから、同じものを要求するのは筋が通っていますね？」

　俺氏、完かん璧ぺきなスマイルをカレンディル王国側に向ける。何故か重臣のおじさん達の顔色が土気色になってきた。ナンデダロウナー。

　重臣の皆様が蛇に睨にらまれた蛙のように固まっているので、嫁達に視線を向ける。ネーラは考え込み、クスハは頷うなずいてリファナは肩を竦すくめた。

「牙きばを剝むく以上は自らも牙を剝かれる覚悟を当然しておるじゃろ」

「私からはなんとも。ただ、森の掟おきてで言えば強盗に押し入った者は私財没収の上、追放ね」

　クスハとリファナの意見に耳を傾けて自分の意見が纏まとまったのか、ネーラも口を開く。

「該当貴族家を廃爵、領地は王家直轄とし、財産は賠償として全て勇魔連邦へ譲渡……という内容で良いのではないかと思いますわ」

　ネーラの出した案は俺達四人の意見の中では一番軽かった。クスハが不愉快そうに眉まゆをひそめる。

「手心を加え過ぎではないか？」

「そうかもしれませんけれど、タイシ様は大樹海から遠く離れた飛び地の領地など要らないでしょう？　腹いせに領内をズタボロに破壊して無む辜この民を苦しめることも望まないでしょうし、落とし所としてはこれくらいしかないのではないか、と私は思いますわ」

　ふむ。確かにネーラの言う通りではある。俺がぶん殴りたいのはクローバーに刃やいばを向けた貴族だけだ。坊主憎けりゃ袈け裟さまで憎い、という精神でその地に暮らす民衆を過剰に苦しませるようなことは確かにしたくはない。

　それに領地のトップである地方貴族を誅ちゆうして領主として取って代わったとしても、領地の運営をそのままそっくり引き継げるわけじゃないしな。今の領主に忠誠を誓っている者もいるだろうし、良い関係を築いていた御用商人や名主、郷士なども多くいるだろう。いや、郷士はあらかたマールの地雷で吹き飛んでいるかもしれんが。

　まぁとにかく、そういった人々が突如領主の座に就いた人間に唯々諾々と従うとは限らないし、場合によっては頑強に抵抗することも考えられる。そう考えると、領地ごと分捕るってのはないな。

「ネーラの案を採用しようと思う。ただ、カレンディル王国に譲歩した分、色々と配慮はしてもらいたい」

「と、言いますと？」

　顔に若干血の気が戻ってきた重臣が額の汗をハンカチで拭ふきながら問いかけてくる。

「今回の戦で大量の捕虜を取ってしまいまして。彼らの消費する食料が馬鹿にならないんですよ。余剰食料があれば適正価格で譲ってもらいたい」

　俺の要求を聞いたカレンディル国王が重臣の一人とアイコンタクトを交わし、頷いたのを確認してからこちらへと向き直る。

「対価など無くとも支援できるかぎりの支援をしよう」

「別に強請ゆすりをするつもりはないので、対価は払います。売れる余剰食料が無いなら結構ですが」

　国を通さずに俺が個人で町や村を回って買い集めても良い。最悪、俺が狩りに精を出せば肉だけはいくらでも手に入るだろうしな。

「あなた、あまり貸し借りが大き過ぎるというのも健全な関係の妨げになりますわよ。そもそも、カレンディル王国はあなたへの借りが大き過ぎるのですから、素直に受けてくださいませ」

「む、そういうものか……？　では、お言葉に甘えても？」

　確かにあまりに大き過ぎる借りがあると、それを盾にどんな要求をされるかとビクビクする気持ちはわからなくもないな。ここは大人しくネーラの言葉に従うとするか。
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　カレンディル王国との交渉に関しては基本的にネーラの意見を採用する形で進み、以前までと比べるとだいぶ穏便に進むこととなった。カレンディル国王や重臣達のネーラを見る目がまるで救いの女神でも見るかのような目だったのが実に印象的だったな。

　その後は具体的な食料支援の内容や地方貴族の処分方法、新しい屋敷の建設に関してなど様々な案件についての話し合いを済ませた。

「主あるじ殿、やはり甘過ぎたのではないか？」

　荷物を抱えて待っていたステラを回収した帰りの馬車でクスハが少し不満げに問いかけてきた。クスハとしてはもっと強硬な姿勢で交渉に臨んで欲しかったのかね。ふむ。

「カレンディル王国には今までだいぶ冷たく接してきたからな。ネーラが俺に嫁いで、ちゃんとカレンディル王国との関係改善に力添えをしているって実績は必要だろ。それに、相手は身内だぞ？　身内に辛く当たってもしかたないじゃないか」

　そう言ってネーラに視線を向けると、彼女は笑みを浮かべた。

「ちゃんと配慮してくれる旦だん那な様に恵まれて、私は幸せ者ですわ」

「それに、離反した地方貴族を叩たたく時には俺も出るという方向で決まったし、俺の名が傷つくようなことにはならんさ。思う存分暴れてやるとも」

　クローバー攻めに参加した地方貴族の領地を制圧する段取りはある程度つけてきた。作戦の流れとしては単純なものだ。

　カレンディル王国が編制した精鋭の制圧部隊を俺の転移門を使って地方貴族の領地へと送り込み、防衛戦力や主だった防衛設備を俺が粉砕してから一気に拠点を制圧する。

　俺一人でできることなんて精々何もかもぶっ壊して更地にするくらいのことなので、ちゃんと領地を制圧するにはカレンディル王国の兵力が不可欠なのだ。

「むぅ……主殿がそう言うのであればこれ以上は言うまい」

「ははは、クスハが俺の名誉を気にしてくれるのは嬉うれしいよ。でもまぁ、俺は名誉よりもお前達とゆっくり静かに暮らせればそれでいいんだ。邪魔をしてくる奴が多いけど」

　ゲッペルス王国の王太子もヴォールト達も今回クローバーに攻めてきたアホどもも……まったく、放っといてくれりゃ大樹海に引き篭こもってるのにわざわざちょっかいかけてきやがってからに。

　やられっぱなしじゃいられないから外に出て暴れなきゃならなくなるしな。面倒な。

「タイシ、次はミスクロニア王国に行くの？」

「そうだなぁ……んー」

　リファナの問いかけに空を見上げる。そろそろ昼だな。メシ食って少し休憩してからミスクロニア王国に行くのが良いか。本当はクスハとリファナに王都アルフェンを見せて回りたいが……人間以外の種族に対する偏見はミスクロニア王国のほうが少ないからなぁ。わざわざカレンディル王国で嫌な思いをさせることもない。

「屋敷でメシを食って一休みしてからミスクロニア王国に向かおう」

「それが良いでしょうね……ああ、ステラ。そういえば首尾はどうでしたの？」

「はい、ネーラ様。過不足無く」

　同意したネーラが問いかけると、ステラが結構年季の入った革製の鞄かばんを掲げてみせた。そんなに大きな鞄ではない。ランドセルくらいの大きさだろうか？　ピシッとしたメイド服を着ているステラにはちょっと似つかわしくない見た目の鞄だ。

　俺の視線を感じたのか、ステラが革製の鞄を撫なでながら口を開く。

「この鞄はトレジャーバッグなんですよ。馬車一台分くらいの荷物が入るんです」

「へぇ、ということは魔法道具か。トレジャーバッグって確か買うと結構良い値段するんだよな？」

「そうですわね。そのトレジャーバッグ一つで屋敷が建つくらいはしますわよ」

「ふーん、んじゃ今後の金策としてトレジャーバッグ作って売るなんてのもいいかもしれんな」

　以前マール用に作ってやったことがあるし、作り方は覚えている。素材としてそこそこ強い魔物の革とか胃袋が必要になるが、大樹海なら素材には困らない。

「……作れるんですの？」

「ん？　作れるよ。前にマールに一個作ってプレゼントしてるし」

「……頭が痛くなってきましたわ」

　ネーラがこめかみを押さえて揉み解す。ステラもなんか苦笑いしてるな。クスハとリファナはキョトンとした顔してるけど。

「どうした？」

「どうした？　じゃありませんわよ。トレジャーバッグを自作できるなんて話、聞いたことがありませんわ。作り方が失われて久しく、遺跡などで極稀まれに見つかる貴重品ですわよ？」

「そうなのかー。まぁ普通の人には便利な品だよな」

　大森林で体験した塩交易の旅を思い出しながら頷く。確かにあの時にトレジャーボックスが使えなかったら重い荷物を背負って運ぶところだったわけだ。移動速度が落ち、人数が増えればそれだけ消費する食料も多くなる。多くの荷物を小さく、軽くして持って歩けるトレジャーバッグは多くの人にとって垂すい涎ぜんの品なんだろう。

「ふむ……考えてみれば商売にも使えるし、時間がある時にいくつか作っておくか。街道警備隊や狩人かりゆうど達にも有用だろうし」

「……そうですわね」

　何だその微妙な間は。というか何故そんな自己嫌悪でもするかのように眉み間けんの皺しわを揉もみ解ほぐしてるんだ、君は。今日何回目だよ、その仕草。

「どうした？」

「ちょっと自己嫌悪に陥っているだけですわ……うぅ」

「自己嫌悪？」

　突然の物言いに首を傾げる。クスハとリファナも何故そんな発言が飛び出すのか理解ができないらしく、怪け訝げんな表情をしている。

「あなたはマーリエルが……いえ、恐らく私でも、きっと、どうしてもと頼めばよほど倫理を逸脱しない限りは叶かなえてくださいますわよね？」

「えぇ？　まぁ……お願いされてみないとわからんけど」

　概おおむね肯定である。俺ができる範囲のことで、皆に危険が及ばないような願いであれば頑張るんじゃないかな。

「そうですわよね。はぁ……マーリエルには脱帽するしかありませんわ」

　今度は完全に溜ため息いきを吐いたな。あ、両手で顔を覆った。どうしたんだ一体。

「のう、こやつは何を落ち込んでおるのじゃ？」

「わからん。マールがどうこう言ってるけど理解不能だ」

「うーん……？　もしかして、タイシの力を利用することを考えちゃった？」

　リファナの言葉にネーラが小さく頷き、クスハが納得したような顔で苦笑いした。

「どういうことだってばよ」

「つまりじゃな、主殿。主殿の力が強過ぎるという話じゃ。主殿を上う手まく使えばこの世の全てを手に入れることも容易たやすいであろ？」

「それはちょっと過大評価し過ぎと違うか？」

　流石に俺一人にそこまでの力は無いだろう……無いよな？

「逆に主殿が自身を過小評価し過ぎだと思うがの。やろうと思えば国一つ滅ぼすのに一週間もかからんじゃろ？」

「そんなに容易いことではないと思うが……」

　ちょっと考えてみるとしよう。

　もし、国一つを滅ぼすとすれば一番初めにやるべきはトップを徹底的に潰つぶすことだろう。これは俺が王城にでも殴り込んで念入りに更地にすればいい。地下通路を警戒するなら更地にした上に地魔法で念入りに耕せばいいな。

　次に主要な都市のトップを同じように潰して回る。同時に主街道や穀倉地帯にも破壊工作を行えればベストだな。意思決定機関であるトップが軒並み潰れれば、後は放っておいても国というものは滅びる。行政サービスが滞り、治安が見る間に悪化し、あちこちに無法地帯ができあがって地域が分断され、国という体裁が保てなくなるだろう。

　更に街道や穀倉地帯が壊滅すれば経済活動も大幅に縮小せざるを得なくなるし、食料不足は治安の悪化や分断された地域間の対立を加速させる。食料を求めて人と人とが相争う地獄がこの世に現れるだろうな。

　それに、この世界には魔物という脅威もある。本来、この世界の軍事力というものは同じ人間に向けるものではなく、魔物に向けるためのものなのだ。各都市間の移動が比較的安全に行えるのは、軍が街道付近に跋ばつ扈こする魔物達を定期的に間引いているからだからな。その軍が機能しなくなれば、食料生産を担う多くの村落が滅びることになるだろう。

　当然、各国は俺が暴れまわるのを是としてそのまま傍観するわけもない。俺を討滅するために切り札──勇者を投入するだろうな。単独で万単位の魔物を皆殺しにできる俺に大軍を差し向けるのは愚策以外の何物でもないわけだし。

　だが、各国の勇者が俺を捕ほ捉そくするのは不可能に近い。俺は空間魔法で瞬時に遠隔地に移動できるし、なんなら超音速の飛行魔法なんてものもある。俺をおびき出した上で空間魔法や飛行魔法での逃走を封じ、その上でガチンコで倒すというのは神々でもないと無理なんじゃないかな？

　クローバーに攻め込むという手も勿もち論ろんあるだろうけど、事前に住人を他の場所に移してから暴れ始めればその弱点すらなくなる。

　ふむ、避難所か。今度何処かに場所を見繕ってこっそり作っておこうかな？

「何かろくでもないことを思いついた顔をしておるな」

「ソンナコトナイヨー……まぁその、確かにやろうと思えば国の一つや二つは簡単に滅ぼせそうだという結論には達したな。事前に準備は要るけど」

「そうじゃろう？　そんな主殿の寵ちよう愛あいを受けているとな、勘違いしてしまいそうになるのじゃよ。まるで自分が強大な力を持ったように感じてしまう。カリュネーラはそんな風になりかけた自分に気づいたわけじゃな」

「……なるほど？」

　わかったようなわからんような。虎の威を借る狐になりかけて、それで自己嫌悪してるってことか。それとマールに何の関係が？

「主殿、マールのお嬢は傑物じゃぞ？　そんな主殿とずっと一緒に過ごし、一番の寵愛を受けてなお全くブレずに驕おごること無く主殿を支え続けているのじゃからな」

「そんな大げさな……いや、大げさでもないのか……？」

　俺自身、政治的な話は基本的に苦手なのでマールに丸投げしていた部分がある。よく考えてみればマールの誘導次第ではカレンディル王国やゲッペルス王国を滅ぼしていたのかもしれない。

「というかだな、別にネーラが落ち込む必要なんてないんじゃないか？　自分で気づいてそんな風に思うなら何の心配もないだろ」

「いえ、でも私は……」

「あのね、俺だって何も考えてないお馬鹿さんじゃないんだぞ。俺には俺の考えがちゃんとある。何か思う所があればちゃんと言うさ。そもそもお前ら、さっきの話じゃまるで俺が簡単に掌てのひらの上でコロコロされるお馬鹿さんみたいじゃないか」

　ジロリと三人を睨にらむ。そうすると彼女達はキョトンとした表情をした後、互いに顔を見合わせて笑みを浮かべた。

「そうじゃな。主殿に対して失礼な物言いであった」

「そうね、タイシの言う通りだわ」

「そうだろうそうだろう」

　どちらかと言えばお馬鹿さんなのは自覚しているし、実際のところマールとかティナとかクスハとかネーラ、あとはカレンとかエルミナさんあたりが俺を騙だまそうとしたらコロリと騙される自信があるけどな！　冷静に考えると嫁の半数にコロリと騙されるのか、俺。

　ま、まぁ全員が一丸となって騙そうとするなら黙って騙されよう。そもそも皆が俺を騙すなんてことはないと思ってるけど。

「だから余計な心配しないで何か言いたいこととか頼みたいことがあるなら言ってくれ。無理なもんは無理って言うし、できることならやるから。だからあんまりしょんぼりした顔すんなよ」

「はい、あなた」

「おう」

　顔を上げて微笑むネーラの笑顔はまるで宝石のように眩まぶしくて……うん、カレンディル王国の宝石なんて大層な二つ名も伊だ達てじゃないな、と納得する俺であった。
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　屋敷で昼食を終え、少し休憩をしてから俺達はミスクロニア王国の王都クロンへと移動した。勝手知ったるなんとやらではないが、流石にこの城は俺も足繁く通った……というか通わされたので城門も顔パスである。

　そしてこの国の王妃であり、実質的支配者であり、また義母でもあるイルオーネ＝ブラン＝ミスクロニアへの面会を申し込んだ俺達は応接室へと案内され、すぐに義父母である国王夫妻と対面することになった。

「お久しぶりです。無事帰ってきました」

「はい、おかえりなさい。まずは無事で何よりだわ。神の試練から五体満足で帰ってきただけでも大したものよ」

　イルオーネ──イルさんがいつも通りのにこにことした表情で労ねぎらってくれる。対して義父であるエルヴィンのおっさんは腕を組み、憮ぶ然ぜんとした表情で俺を睨みつけていた。

「なんだよ」

「ふん、結婚直後に姿を晦くらませたからな。神の試練とか言っていたようだが、単に責任に耐えきれず逃げ出したんじゃあないのか？」

「んだとテメェ……」

　これには流石にカチンと来た。俺がどれだけ苦労して戻ってきたと思っていやがるんだ、このおっさんは。テーブルを叩たたいて声を上げようとしたが、俺よりも早くテーブルを叩いた人物が二人居た。

「タイシがどれだけの思いで帰ってきたと思ってるのよ！　このがきんちょ！」

「いくら王といえども我が主あるじ殿を愚ぐ弄ろうするのは許さぬぞ！　この小こ童わつぱが！」

　ブチ切れたリファナの拳こぶしは風の魔力を纏まとって高級そうな木製のテーブルにヒビを入れ、同じくブチ切れたクスハの大おお鎚つちの如き攻撃腕はヒビの入ったテーブルを文字通り木っ端微み塵じんにした。

　一瞬で起こった出来事に俺やミスクロニア国王夫妻は思わず啞あ然ぜんとして固まってしまったし、それは周りにいた護衛の騎士やメイド達も同様だ。ネーラも口を開けてぽかんとしている。

「タイシはね！　ボロボロになって、力も殆ほとんど失って大森林に落ち延びてきたのよ！　身につけていたのは本当にボロボロになった下着と、シャツだけ。靴も武器も何もかも失って、魔法すらほとんど使えず、強力な魔物が跋扈する大森林を棒切れ一本だけ持って彷徨さまよっていたの！　そんな状況でもお嫁さん達がいるからって、再び神々と相見まみえても今度はなんとかなるように必死に力を取り戻して、帰ってきたんだからっ！　全て捨てて大森林で隠いん遁とん生活だって選べたのに、神々と敵対することすら厭いとわずに、お嫁さん達のために戻ってきたのよ!?　それを逃げたですって!?　ふざけるんじゃないわよ！」

　そうだ、いいぞリファナもっと言え。

「そうじゃ！　主殿はな、確かに助平でものぐさでいい加減で自分本位なところもある！　じゃがな！　どんな者にも分け隔てなく接し、友ゆう誼ぎを結び、愛することができる度量を持っておる！　人間どもに魔物と呼ばれ、大樹海に隠れ住まざるを得なかった我らアルケニアだけではない！　カレンディル王国で虐げられていた獣人、ゲッペルス王国で戦火に焼かれたケンタウロス、それにこのミスクロニア王国で違法奴隷にされていた様々な娘達！　別に主殿が助けなくとも誰にも咎とがめられることもない弱者を目につく端からその手で掬すくい上げ、懐に入れる器を持っておる！　それに比べてなんじゃ？　貴様は！　いくら愛しき娘が二人も嫁いだとはいえ、それをいつまでもグダグダネチネチと根に持ちおって！　器が知れるぞこの痴しれ者が！」

　うん、クスハは落としてから上げるのな。まぁいいけど。

　二人に指先を突きつけられて怒鳴られた義ち父ち上うえ殿は相変わらず口を半開きにして啞然としている。ここは俺が機先を制して取りなすべきか。

「あー、二人ともありがとう。でも流石にちょっと落ち着け、座って」

「あっ……うん、ごめん」

「……ふん、主殿がそう言うなら従おう」

　俺の言葉にリファナは急に我に返ったのか少し顔を青くして席に着き、クスハは不満げな表情でクッションに腰を下ろした。それを見届けながら破片になったテーブルをストレージに回収し、代わりに同じくらいの高さの輪切りの丸太を二つ並べてテーブル代わりにする。

　少々ワイルドだが頑丈さは折り紙付きだな。これでもクスハのごっつい攻撃腕で殴ったら木っ端微塵だろうけど。

「あー……なんというか、申し訳ない。愛されてるもんで」

「ふふ……そうみたいねー。だめよー、あなた。神の試練がどれだけ過酷かはあなたが一番よく知っている筈はずでしょう？　それに、マールちゃんもティナちゃんももうお嫁に行ったんだから、そろそろ娘離れしないとー」

　イルさんに諭され、おっさんはバツが悪そうな顔で押し黙ってしまった。ここでもう一度つつくと話が進まないので、押し黙ったおっさんは無視することにする。

「とりあえず、色々とかいつまんで話をしますが……聞かせて良いものかどうか」

　と、俺は部屋に控えている護衛の騎士やメイド達に視線を向ける。先程まで啞然としていた彼らもすでに正気に戻ってはいるようだ。

「大丈夫よー。貴方達、ここで聞いたことは他言無用よー？　もし漏れたら全員処分するからそのつもりでねー？　聞きたくなければ退出して。ほらほら」

　イルさんが笑顔でそう言うとメイド達は慌てて部屋から出ていった。騎士は二人だけ残ったようだ。

「はい、人払いは済んだわ」

「それじゃあ順を追って話します。リファナも何か補足するところがあれば口を出してくれ」

「わかったわ」

　リファナの了解を得た俺はカレンディル王国の王都アルフェンで地母神ガイナと出会ったところから、順を追って全てを話した。ガイナの警告、試練への対策、神々との戦い、そして敗走。

　全てを失ってリアルと共に大森林に落ち延び、彷徨ったこと。エルミナさんとの出会い、エルフの里での生活、塩交易に、大森林で出会った異種族達の話。そして擬神格を求めて遺跡を巡ったこと。

　擬神格を手に入れ、力を取り戻してからは神の御座を巡ったこと。神々との邂かい逅こうと、対話。軍神との戦い。そしてクローバーへの帰還と、賊軍の末路。そして戦後処理。

「とまぁ、こんなところです。カレンディル王国側との話し合いも今言ったような感じですね」

　リファナの補足も含めて一通り語り終えた俺は、陶製のゴブレットに入った薄い蟻あり蜜みつ酒を少し飲んで喉のどを潤した。この蟻蜜酒はクローバーで共生しているアンティール族から提供された蟻蜜を使って醸造された品だ。蜂はち蜜みつ酒と遜そん色しよくない風味を誇り、生産量もそこそこらしい。クローバーの特産品にしようかと検討されている品である。

　二日目の昼食で出てきたのを気に入ったので小こ樽だる一つ分分けてもらい、それを俺の好みの味に薄めてストレージに入れておいたのだ。ストレートだと俺には少々甘すぎた。

「タイシくんの言うこととはいえ、なかなか信じ難い内容ねー……いえ、本当なのでしょうけれど」

「ですよねー。俺も逆の立場ならそう思うんでしょうけど、残念ながら全部事実なんですよ」

「そうよねー、噓を吐くならもっとマシな、信じられやすいような噓を吐くものねー……だとすると、困ったわー」

　イルさんが本当に困った、というように頰に手を当てて首を傾げる。

「というと？」

「聞いてると思うけど、ヴォールト神殿が大樹海に神敵あり、と喧けん伝でんして色々と煽あおってるのよねー。やっぱりヴォールト神殿は権威があるから……基本的に貴族や治安を守る衛兵なんかに信者が多いから、発言力が強いのよー」

「うーん……頭の痛いもんなんでしょうけどね」

　同情はするが、正直共感はできない。クローバーには今のところ神殿が無いし、俺にとっては喫緊の問題ではないからだ。当座の食料さえなんとかなればいずれ勇魔連邦だけで食料を自給できるようになるだろうし、塩や鉱物資源などについては手に入れる当てが無いわけでもない。

　というか、塩や鉱物資源についても大樹海南部の開拓でいずれ自給できるようになるはずである。大樹海の南部には山脈が広がっており、その先に海があることも判明している。そこまでの道を拓ひらくことも、山脈で鉱山を探すことも、そして海へと進出することも俺の力をもってすれば可能だろう。時間さえあれば。

　というか、そもそも国内の権力事情で困ったとか言われても知らんがなって話だ。

「それについてはそちらでなんとかしてもらうしか無いでしょうね」

「ふふ、そうね」

　俺が肩を竦すくめてみせるとイルさんはそう言って微笑んだ。なに、いざとなればしがらみの無いもう一つの大陸で食料を大量に手に入れれば良いのだ。もしミスクロニア王国やカレンディル王国を頼れなくなったとしてもまだ手はある。

「ただ、一つだけ手を貸して欲しい件がありまして」

「あら、何かしら？」

「聞いてると思いますが、マールとメルキナが妊娠したので妊婦の世話に慣れた人材を貸して欲しいんですよ。うちにも経験者はいるんですが、一流の……となると難しいもんで」

　きっとマールもイルさんには報告していることだろうし……と思ったらなんか反応がおかしい。イルさんは目をまんまるに見開いてびっくりしてるし、おっさんに至っては血走った目で俺を睨にらんでいる。おいやめろ、怖いわ。

「……マールに聞いてませんでした？　もうつわりは治まってきているようなんで……恐らく妊娠三ヶ月は過ぎてる筈なんですが」

「初耳よ。あの子ったら……こちらに連れてくることはできないの？」

「ダメですね。転移がお腹の子に悪影響を与えるかもしれませんし、いくら街道を整備してあるといっても、大樹海を突っ切ってミスクロニア王国まで妊婦を移動させるなんて危険すぎます。それなら安心できる環境をあちらに作るほうが百倍安全で安心ですよ」

「お前が守って連れてくれば良いだろうが。なんならこちらから迎えを出しても良い」

「長距離移動させること自体が愚策だって言ってるんだよ。馬車の振動や移動のストレスでお腹の子に何かあったらどうするんだ」

　マールを呼び寄せようとする二人の意見は拒否する。魔法を使っても使わなくてもどちらにせよ長距離移動はリスクが高いだろう。

「わかったわ、要望通り一流の治癒魔法使いを手配するわね。でも、治癒魔法使いは神殿関係者が多いのよね……」

「鍛か冶じ神バルガンド、酒神メロネル、風幸神ゼフィール、戦神ディオールの神殿関係者なら問題ありません。この四つの神は俺の味方なので」

「そうだったわね。ならゼフィール神殿に要請するわ」

「よろしくお願いします。準備ができたら通信で伝えてください、俺が迎えに来るんで」

　クローバーの領主館にはイルさんと直通の通信の魔導具がある。俺はてっきりそれを使ってマールが妊娠を報告していると思ったんだが……どうしてマールは黙ってたんだろうな。

「差し当たってタイシくんからの要望はそれくらいかしら？」

「そうですね。捕虜を養う分の食料調達に関してはカレンディル王国で手配してきましたし……もしミスクロニア王国でもこちらに売れる余剰食料があるなら、買わせてもらえると嬉うれしくはあります」

「わかりました、手配しましょう」

「現金か、うちで取れる魔物素材でお支払いはしますんで。あとは賊軍関係ですが、ミスクロニア王国からも出てるんで？」

「うちから出てる貴族はいないわねー、不満はあるようだけど。うちはほら、タイシくんを怖がってる子達が多いから」

　ああ、ミスクロニア王国に来た当初馬車馬のように働いた成果が出てるってわけね。

　あの時はイルさんの行う綱紀粛正を陰に日向に全力で支援したからなぁ。割と後ろ暗いこともやったし、暗殺紛まがいのこともやった。まぁ、俺だって言われるままにやったわけじゃないけどな。

　基本的には入念に調査しておいた地方貴族や大商人を失脚させまくった。あまりにも目に余る奴には行方不明になってもらったがな。今思い出しても反へ吐どが出るような奴らだった。

「カレンディル王国では魔物に対しては全力でやりましたけど、貴族達とあんまり関わってなかったんですよね。それが裏目に出たか」

　要は魔物をぶっ殺すことしか能のない奴だと侮られて舐なめられていたんだろうな。ミスクロニア王国で俺が大暴れしていたのは当然知っていた筈だが、身近なことじゃなかったから実感が無かったのかね。そういう奴らにはいずれ大いに後悔してもらうとしよう。

「気をつけて。貴族として、あるいは大商人としての力を使って大きく動いている勢力は確認できないけれど、個人単位ではどうかわからないわ。ミスクロニア王国は勇者の国だから……在野の野良勇者なんてのもいるのよ」

「つまり、何がしかの理由でそういうのが単独で突っ込んでくるかもしれないと」

「そういうことねー。特に神殿系の子達はたまに突拍子もないことをするから心配なのよー……」

「国内のそういうヤバいのにはちゃんと首輪つけといてくださいよ……」

　仮にも勇者と呼ばれるような人材が好き勝手に暴れまわったりしたら大変だろう。イルさんほどの為政者が何も対策していないとは思えないんだが。

「神殿にはどうしても王権が及ばないところがあるのよー……冒険者系の野良勇者は冒険者ギルドを通せばある程度コントロールできるのだけれどね」

「一応確認しておきますけど、どこの国も俺を魔王認定したり、討伐指定したりしてるわけじゃないんですよね？」

「ええ、それは間違いないわ」

　それでも襲ってくるような奴が出るかもしれないのかよ……勘弁して欲しい。

「……とりあえず、十分注意しておきます。言っておきますが、命を狙ってくる相手に手心を加えるほどの甘さは持てない状況なので、悪しからず」

　万が一身重のマールやメルキナに何かあったら……これ以上は考えたくないな。急に皆の顔が見たくなってきた。帰りたい。

「できれば穏便にして欲しいけれど、命がかかっているから仕方ないわねー」

「そういうことです。それじゃ、今日はこの辺りで……」

「堅苦しい話はやめましょうか！」

「おいとま……あの」

　御お暇いとまさせていただきます、と言おうとしたのにイルさんにインターセプトされてしまった。

「ネーラちゃんとは何度か会ったことはあるけれど久しぶりだし、そちらのお二人とは初めて会うんですもの。ご紹介していただきたいし、もっといっぱいお話ししたいわー？」

　そんな残念そうな顔をされるともう帰ります、とは言い難にくいなぁ……仕方ない。

「ええと、彼女はクスハ。大樹海にあるアルケニアの里の長おさで、俺の嫁です。長としての経験もあるし、基本的に冷静で俺を立ててくれるので頼りにしてます」

「クスハじゃ。よろしゅう」

「で、こっちがリファナ。大森林の狩人かりゆうどで、とても腕が立ちます。大森林を彷徨さまよった時に俺を支えてくれました」

「よろしく」

「ネーラのことはご存じかと思いますが……本当に色々助けてもらってますね。上に立つ者としての心構えとか、色々教わることも多いです」

「いくらでも頼ってくださいませ」

　三人を改めて紹介すると、イルさんと三人は和わ気き藹あい々あいと話を始めた。うん、男は介入できそうにないね！　ふとおっさんに目を向けるとあちらもどうしたものかと思っている顔だな。

　目が合い、同時に頷うなずいて席を立つ。

「んじゃ、俺達はちょっと席外しますわ」

「そうだな。久々に稽けい古こをつけてやる」

「はっ、どっちが稽古をつけられる方かな？」

「二人とも、無理しちゃだめよー？」

　イルさんの注意に手を挙げて応え、おっさんと連れ立って応接室から城内の修練場へと向かって歩いた。

「それで、マールは元気なのか？」

「ああ、つわりもそんなに酷ひどくなかったらしい。もう一人、エルフのメルキナも妊娠してな。自分ひとりじゃなかった分、気が楽だったと。うちの住人にも出産経験者はいたから、なんとかなったって言ってたよ」

「そうか」

　城の修練場に着くと、そこでは城を守る衛兵や騎士達が汗を流して訓練をしていた。俺と義父である王の登場に訓練をしていた兵や騎士達が訓練の手を止め、敬礼する。

「続けてくれ」

　おっさんがそう言って手を挙げると全員が訓練を再開する。

「城勤めなのにしっかり訓練してるんだな」

「マリアの提案でな、城勤めの兵も騎士も定期的に王都周辺の魔物の掃討任務を負わせているのだ。今ここで訓練をしているのが内勤の兵で、外勤の兵は今も周囲の村や町の近くで任務を遂行中だな」

「なるほど、それで城勤めの兵が弛たるまないようにしてるわけだ」

「ああ。治安の維持にも一役買うし、ちゃんと武勲に応じて手当をつければ士気も上がる」

　話しながら互いに訓練用の剣を物色する。様々な長さ、重さの剣があるので、自分が使いやすいものを吟味するのも一つの訓練になるわけだ。

「ふん、まぁそうなるな」

「まぁな」

　俺とおっさんが選んだのは、互いに同じような剣だった。最も早はや剣というよりは鈍器に近い、幅広でひたすら頑丈そうな剣だ。並の兵では振るうのも困難だろう。どちらかと言うと打ち合い稽古に使うものではなく、筋力を培うための素振りで使うような剣である。

　空いている立ち合い用の訓練スペースに移動し、剣を何度か素振りする。おっさんは豪ごう奢しやなマントを脱ぎ捨て、更に上着を脱いで身軽になった。

「んじゃ、軽くやりますか」

「そうだな。軽くやるとしよう」

　お互いに笑みを浮かべて対たい峙じする。互いに一歩踏み込めば間合いに入る距離だ。

　腰を徐々に落とし、踏み込むためのバネを溜ためる。互いに半はん身みで剣を持っていない左肩を前に出して相手に剣先を見せないようにしている。つまり、自然と同じような構えになる。

　俺達の立ち合いを見守る兵のうちの誰かが唾つばを飲み込む音が聞こえた。

「シッ！」

「カァッ！」

　俺が仕掛けるのが一瞬速かった。掬すくい上げるような逆袈げ裟さの一撃がおっさんの剣によって打ち落とされ、その反動を利用するように跳ね上がってきたおっさんの剣が俺の首筋に向かってくる。

　首筋への一撃を半歩下がって躱かわし、追撃の突きを打ち払って今度はこちらが反撃の突きを見舞った。おっさんも半身をずらしながら下がって突きを避けたが、わずかに手応えがあった。見ればおっさんの服の胸元が少し裂けている。

「やるようになったな」

「苦境に立たされれば成長もするさ」

「成る程、ならば見せてもらおうか。お前の成長とやらを」

　会話はそれきりで、あとはひたすら無言で剣を交わす。最低限の魔力が通された練習用の剣は触れ合うたびに火花を散らし、空を切った剣の剣圧が修練場の地面を引き裂く。

　一分ほど打ち合っただろうか？　おっさんの動きが鈍くなってきた。ＶＩＴ値の違いによるスタミナ差が出てきたようだ。俺はまだ打ち合えるが、これ以上はあっちが持ちそうにない。

　おっさんが打ち込んできた衝撃を利用して大きく間合いを取り、場を仕切り直す。

「うーん、成長したとは思うんだが攻めきれん」

「はっ、はっ、ふっ……！　やるようになったじゃないか」

　おっさんの評価を聞き流しながら自分の剣の状態を見る。うーむ、なかなか損傷が激しいな。対するおっさんの剣はまだまだ綺き麗れいに見える。

「いや、まだ足りないみたいだな。同じ条件だと剣を先にぶっ壊されそうだ」

「そうかもな。その前に押し切られるかもしれんが」

　そう言っておっさんが微かすかに笑みを浮かべる。実際にはもう不意打ちでもない限り俺がおっさんに負ける目は無いだろう。今回使ったような鉄剣での立ち合いならともかく、神銀やオリハルコン製の武器を使った実戦ともなれば武器が破壊されるような事態にはまず陥らないだろうし。

「まだ続けるか？」

「いいだろう、胸を貸してやる」

「ははっ、地べたに這はい蹲つくばらせてやる」

「やってみろ！　キィェアァアァァァァッ！」




　俺が練習用の剣を四本、おっさんが二本ぶっ壊したところで装備を管理する部署の兵士に泣いて止められたので打ち合い稽古はお開きとなった。

　おっさんに風ふ呂ろを勧められたので軽く汗を流し、先程会談をしていた応接間に戻ると女性四人はまだ和気藹々とお話し中だった。ははは、こやつらめ。

　そろそろ日も傾くので、ということでイルさんに嫁三人を解放してもらい、俺達はクローバーへと戻ることにした。

「イルオーネ殿は大した人物じゃな」

「そうね、またお話ししたいわ」

「いつかあんな女性になりたいですわ」

　そして嫁三人がイルさんに篭ろう絡らくされていた。イルさん恐るべし……いやマジで。








第三話　～反撃を開始することにしました～









「おかえりなさい、タイシさん！」

　クローバーの領主館に戻るなりマールが抱きついてきた。俺もマールを抱き締め返し、鳶とび色いろの頭に顔を埋うずめる。あー、落ち着く。

「うへへ……」

　俺の胸元に顔を擦り付けながらマールがだらしない笑い声を上げる。可愛いさが色々と台無しな気もするが、マールだしこんなものだろう。

　マールを抱きしめたままズルズルとしゃがみ、額、唇にキスをしてから少し膨らんだお腹に頰ずりしながらそっと抱きしめる。ああ、ここに俺とマールの子供がいる。なんて愛おしい。

「ふふ、タイシさんも子供みたい」

　マールが頭を優しく撫なでてくれる。やばい、幸せすぎて泣きそう。帰ってこれて良かった。

「ちょっとマール。独り占めはいけないと思うわ」

「そうですね！」

　俺の頭を撫でていたマールの手が離れ、代わりにメルキナが俺の頭を抱いて撫でる。マールに抱きついていた腕も外されてメルキナに抱きつかされた。

「ほらタイシ、こっちにもあなたの赤ちゃんがいるわよー？」

「[image: ]ー……」

　マールと同じく少し膨らんだメルキナのお腹に頰ずりしながら頭を撫でられる。ヤバい、知能指数が著しく低下する。バブみがすごい。尊い。

「ああしてるとただの男の子よね」

「そうだね、ちょっとお馬鹿みたいになってるけど」

「ずるい。私もタイシ撫で撫でしたい」

「やっぱりややこをさずからないと……」

「頑張る」

　なんかカレンとシェリーが恐ろしい決意をしている気がする。あんまり急がずに、ゆっくりね？　こういうのはホラ、授かりものだし？　あー、いけません。いけませんマールさん。そんなメルキナと二人で挟んで撫で撫でなんてされたら溶けてしまいます。いけません。

「デレッデレね……」

「ふふ、お二人は夜の触れ合いができないのですから、仕方ありませんわ」

「そうじゃの。日が高いうちはお嬢達に譲ってやるのが良いじゃろ」

　理解のある嫁達に囲まれて俺はとても幸せです。でもこれ、あれですね。ハーレムというよりは俺が上手にシェアされてる感じですよね。いや、それで良いんですけどね。平和なのが一番です。

　メルキナとマールにキスをしてから立ち上がり、その場に居合わせた嫁達ともハグとキスをする。

　マールとメルキナが俺を撫で撫でして俺が溶けてたのが面白かったのか、皆になでなでされた。脳みそが蕩とろけて耳から出るかと思ったよ！

「なでなで攻勢は危険だ……俺の威厳が溶けて無くなる」

「威厳ですか」

「ない」

「あるぇー？」

　カレンにばっさりと威厳なんて無いと斬り捨てられてしまった。馬鹿な、俺は威厳溢あふれる勇魔連邦の主だったはずでは……？

「無いわけではないがの。威厳のある時とそうでない時の差が激しいのは確かじゃな」

「そうねぇ……でも、私はいつも眉み間けんに皺しわを寄せて威厳を振りまいている人よりも、タイシくんみたいな人のほうが好きよ？」

　愕がく然ぜんとしているとクスハとエルミナさんがフォローしてくれた。ならいいや！　俺はオンオフがきっちりできる男なんだ。うん。

「ところでティナとかデボラとかフラムは？」

「三人とも捕虜収容所よ。管理とか尋問とか色々あるから」

「シータンも向こうで手伝ってる。私とシェリーは今日も畑の拡張してきた」

「魔力切れで戻ってきました」

「シータンもか。てっきり夕飯の準備をしているのかと……ん？　デボラもシータンもフラムもいないのか？　今日の晩飯は誰が作るんだ？」

　俺の言葉を受けてエルミナさんが手を挙げる。

「ははは、ご冗談を」

「作るわよ？」

「「「駄目です」」」

　俺とリファナとメルキナの声が見事にハモった。一度でもエルミナさんの手料理を食ったことがあるなら当然の反応である。

「妾わらわが作るか？　これでもずっと自炊してきたんじゃぞ」

「ちょっとキッチンが小さいんじゃないですかね？」

「ぐぬぬ」

　クスハの申し出はマールのツッコミで頓とん挫ざした。リファナはお茶を淹いれる腕はともかく料理の腕は今ひとつだし、マールは俺の雑な野外料理で感動していたことがあるので期待はできない。メルキナは……メルキナの料理の腕はわからんな。カレンとシェリーはたまに手伝ってるみたいだし戦力にはなりそうだが、任せるのは無理だろう。ネーラとステラにも視線を向けてみるが……。

「あなた、上に立つ者は下々の仕事を取り上げてはいけませんのよ？」

「申し訳ありません。私も侍女の端くれではありますが、そちらは担当ではないので……」

「ですよね」

　俺も詳しいことは知らないが、ステラのような侍女というのはメイドよりも上の立場の人間であるらしいということは知っている。家事を行う使用人ではなく、貴婦人の付き人として髪を結ったり化粧を施したり服の着付けをしたりするのがお仕事だとか言ってたかな。要は、より上の身分のお嬢様のお世話をするお嬢様なのだとか。

　要はお姫様も、その身の回りの世話をする侍女も一般市民から見れば同じお姫様なのだ。ましてやステラはいざという時にネーラの身代わりも務める影武者みたいな子らしいしな。

　実際に顔つきもとても似ている。姉妹と言われても不自然に感じないくらいだ。

「つまり今日は俺の出番だな」

「おー」

「タイシさんの手料理は久しぶりですね！」

　喜ぶカレンとマール。シェリーも尻しつ尾ぽをフリフリして嬉うれしそうだな。

「大丈夫ですの？」

「それが意外と美お味いしいのよ。ね？　リファナ」

「大森林をあちこち旅していた時はずっとタイシが作ってたわ」

　俺の手料理を食べたことがないネーラが首を傾げ、つい最近まで俺の手料理をよく食べていたエルミナさんとリファナがその心配は無いと太鼓判を押してくれる。うん、君達はよく食べたよね。

「あんまり期待されても困るぞ。雑なのは雑だし」

「確かにあまり雅みやびさは無いの。だが妾は好きじゃぞ？」

「私もタイシの料理は好きよ？」

　ストレートにそう言われるとなんだかやる気が出てくるな。外に視線を向けると、そろそろ日が暮れようかというところだ。時間はそんなに多くないが、大至急作らないといけないというほどでもない。

「んじゃー適当に作るか。カレンとシェリーも手伝ってくれるか？」

「うん」

「はい！」

「ありがとう。んじゃみんなは適当に寛くつろいでいてくれ」

　カレンとシェリーの二人を引き連れて厨ちゆう房ぼうへと向かう。久々にキッチンに立つから、今ある調味料や食材なども確認しなければ。

「二人は主食は作れるか？　米を炊くかパンを焼いてくれると助かるんだが」

「どっちもできる」

「できます。両方作りますか？」

「そうだな。余ったら俺がストレージに入れとくから、両方作ってくれ」

　ストレージに入れておけば炊きたて焼きたてのまま保管しておけるし、いつでも食える。余らせても一向に困らない。キッチンの冷蔵庫の中を見てみると、マッドボアのロースが塊で入っていた。ふむ、メインはこれで作るか。他にもサラダに使えそうな野菜や、薬味に使えそうな野菜も入っている。味み噌そ、醬しよう油ゆ、みりんに各種スパイスや油なんかも揃ってるな。ああ、食材や調味料の揃っているキッチンって素晴らしい。

　お米を研いだり小麦粉を捏こね始めているカレンとシェリーを横目に見ながらまずはソースを作ることにする。まぁ、ソースというかポン酢とゴマダレなんだけども。

　ポン酢は醬油と酢とみりんを五対四対三で混ぜ合わせ、酸っぱい柑かん橘きつ類るいの汁を適度に入れれば良い。もちろん拘こだわるのであればこれに昆布や鰹かつお節ぶしなどを漬け込んで旨うま味みを更に追加するのが良いのだが、今日すぐ使う分にはこれくらいで良いだろう。まぁ、飯時になるまで少しでも旨味が出ると良いので、鰹節と刻んだ昆布を放り込んで冷蔵庫に入れておく。

　ゴマダレは大量のごまをすり鉢で摺すりまくる。俺のでたらめなステータスをもってすればフードプロセッサーも顔負けの速度で練りごまができるので、これに普通に摺ったごまと醬油、酢と味噌と砂糖などを混ぜ込んでゴマダレを作る。良い匂いがするのか、カレンとシェリーが鼻をスンスンしながらこちらを見てくるので出来上がったゴマダレを指先に付けて味見させてやる。

「美味しい。これ好き」

「甘じょっぱくて香ばしいです」

　二人とも気に入ったようだ。ポン酢の方はどうだろうと舐なめさせてみる。

「酸っぱい。でもさっぱりしてて良い」

「こっちも好きです」

　こっちも好評のようだ。俺はポン酢はあんまり得意じゃないんだけど、妊婦さんにはさっぱり食べられるこっちが良さそうだろうと思ったのだ。大根も下ろしておろしポン酢にしても良いし、大葉を刻んでしそポン酢にしても良いだろう。

「そしてこれだ」

　ソースができたので、メインディッシュの調理にかかる。俺が取り出したのは巨大なマッドボアのロース肉だ。

　やはりゴマダレとポン酢とくればしゃぶしゃぶだろう。だがこの世界にはガスコンロやホットプレートのような便利グッズはない。作ろうと思えば作れるが、残念ながら必要に迫られていないので作っていない。いつか作ろう。だが今はそんなものを用意している時間はないので、今日はしゃぶしゃぶはしゃぶしゃぶでも冷しゃぶにする。

　茹ゆでてさっと冷水で洗ってサラダの上に載っけてドン、と出せる冷しゃぶの方が今日の食卓には向いているだろう。というわけでデカいロース肉を程よい大きさに切り分け、薄切りにする。

　しかし、ここで俺の前に立ちはだかるものがあった。

「クッ、俺の調理スキルでは肉の薄切りは難しいというのか……!?」

　そう、肉の薄切りである。俺の調理スキルでは常温の肉を包丁でしゃぶしゃぶに適する薄さに切ることができなかったのだ。これは由々しき問題である。ポイントはあるが、調理スキルのために使うのはいかがなものか。

　考えろ、考えるんだタイシ！　いい方法があるはずだ！

「薄切りにする……切る……斬る……!?」

　閃ひらめいた！

　頭の上にピコーンと電球を浮かべた俺はおもむろに肉を手にしてキッチンの勝手口から外に出る。そして極光剣を取り出し、念入りにその刃に浄化をかけた。そしてロース肉を高く放り投げ、極光剣を構える。

「ハァッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合でもって極光剣を振るうと、無数の斬撃がロース肉に襲いかかった。そう、神をも切り裂く剣の勇者の最終奥義、百びやく閃せんである。緻ち密みつに制御された目に見えぬ斬撃が空中でロース肉を薄切りにした。所しよ詮せんはただの肉塊、抗あらがう術すべなどあるはずもない。

「完かん璧ぺきだな」

　キャッチした肉が手の中で形を崩し、無数の薄切りになっているのを確認する。コツを摑つかんだ俺はロース肉をことごとく薄切りにしてやった。奥義である百閃と対神兵器である極光剣が何故か嗚お咽えつを漏らしている気がしないでもないが、きっと気のせいだろう。

　後は一枚ずつさっと湯通しをしてストレージに放り込み、まとめて冷水でさっと洗って再びストレージに収納。大皿にサラダをこさえて、肉を盛り付けてまた収納。ストレージを使うと調理したての状態で料理を保存できる。とても便利だ。流石にあの駄神もこんな使い方をされるとは想定していなかっただろう。ふはははは。

　冷しゃぶだけでは流石に食卓が寂しいので、温野菜のサラダや豚ロース肉の厚切りステーキ、昆布出だ汁しの野菜味み噌そ汁しるなども作る。食材が豊富なのは本当に良いな。塩くらいしか無かった大森林での調理に比べたら天国だな。

「ハンバーグを作る時間は……無いか」

　いつもならもうそろそろご飯を食べている時間だ。品数もこれで十分だろう。パンも炊いたご飯もさっさとストレージに収納したから何かを作った感が無いな。

「よし、片付けたらご飯にしよう」

「うん」

「はい」

　カレンとシェリーと俺の三人で台所を片付け、食堂に向かう。

「お、みんな揃ってるな。お疲れ様」

　食堂には外で働いていたフラムやティナ、デボラにシータンも戻ってきていた。

「今日はタイシが夕飯を作ってくれたんだってね。楽しみだよ」

「なんだかすみません。私のお仕事なのに……」

「いいんだよ。いつも作ってもらって俺こそ申し訳ないと思ってる。それに、今日は大変だっただろ？」

　よく見るとフラムは少し疲れた様子だ。まぁ、尋問なんて精神的に疲れる仕事だよな……勿もち論ろんフラム一人でやったんじゃないだろうけど。

「私は大丈夫ですよ」

「あんまり大丈夫そうに見えない。今日はゆっくり休んでくれ」

　フラムを労ねぎらいながらストレージから次々に料理を取り出していく。冷しゃぶ、厚切りステーキ、温野菜サラダだ。マールとメルキナには焼けた肉の匂いがキツいかもしれないので、厚切りステーキは二人から少し離れた場所に置く。そして鍋なべ敷きの上に野菜味噌汁の入った鍋を置いて焼きたてのパンが入ったバスケットや炊いたお米の入ったお櫃ひつも配置する。

「しまった、食器を用意してないじゃないか」

「取ってくる」

「私もいきます」

　獣人三人娘がぱたぱたとキッチンに駆けていくのを横目に見ながら、デボラが冷しゃぶに視線を向けてクンクンと鼻を鳴らす。

「サラダの上に茹でた薄切り肉……？　味付けはしてないみたいだね？」

　二つずつ、合計四つの小こ壷つぼに分けたゴマダレとポン酢、そして刻んだ大葉や大根おろしを盛った小皿を出す。

「茹でた薄切り肉にこのゴマダレかポン酢を適量つけて食ってくれ。ゴマダレは濃厚な味わいで、ポン酢はさっぱりとした味わいだ。ポン酢にはこの刻んだ大葉を足せば更にさっぱりするし、大根おろしにポン酢をかけておろしポン酢にして食ってもいいぞ」

　どれどれ、とデボラや他の嫁達がゴマダレやおろしポン酢を指先につけて味見していく。

「あら、美味しいねこれ」

「あ、この酸っぱいの好きです」

「私もこっちが好きね」

「お腹に子供がいると酸っぱいものが欲しくなるのよ」

「私もこちらが好きですね……さっぱりとしていて」

　マールとメルキナはやはりポン酢がお気に召したようだ。

「ふむ、妾わらわはこちらのゴマダレが好きじゃな」

「私もこの濃厚で香ばしいソースは美味しいと思います」

「そうですわね。今までに味わったことのない風味のソースですわ」

「これはゴマよね？　うん、美味しいわ」

　ゴマダレも好評だ。ふふふ、そうだろうそうだろう。元の世界で売っていた市販のタレにも負けない出来だと思うぞ。

　そうしているうちに食器が運ばれてきたので、配はい膳ぜんして夕飯にする。冷しゃぶというかゴマダレとポン酢は大層好評だった。特にポン酢が妊婦二人に大好評だった。

「これ、凄すごく良いです！　実は最近食欲が落ち気味だったんですけど、これなら食べられます！」

「おろしポン酢がいいわねー。お肉だけでなく野菜にも合うわ」

　なお、ゴマダレも評判が良かったため、ポン酢と合わせてデボラとシータンにレシピを教えてみたら一ヶ月も経たないうちに俺の作ったものより出来の良いポン酢とゴマダレが完成した。

　このレシピによって作られたゴマダレとポン酢が後にクローバーの特産品として売り出されることになるのだが、それはまた別のお話。
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　意外と好評だった夕食後、食休みがてら皆でリビングで寛ぐ。うん、こういう時間が欲しかったんだよ、俺は。

「ご主人様、尋問結果の報告をしてもよろしいでしょうか？」

「えー、やだー」

「ええ……」

　フラムに困惑されてしまった。だってやっと皆で過ごせるまったりとした時間なのに、尋問結果の報告とかめっちゃしんどいじゃないか。する方もされる方も。もう少しまったりしようぜ。ほら、デボラの膝ひざ枕まくらがモフモフむっちりで最高だぞぐりぐりぐり。

「ふふ……なんか子供みたいになってるよ」

　デボラが笑いながら俺の頭を撫なでてくる。はぁ、なんだかんだでデボラは俺に甘いよな。甘えたらいくらでも甘やかしてくれそうだ。でも、甘えてばかりもいられない。頃合いを見計らってデボラの膝枕から身を起こす。

「すまん、フラム。折角苦労してつらい仕事をしてくれたのにな。聞かせてくれ」

「はい。では……」

　フラムが捕虜達に尋問した結果を報告してくれる。捕虜となったのは爆心地から比較的離れた場所に展開していた兵達で、その殆ほとんどが徴用された農民兵だった。装備だけはそこそこ立派なものが支給されたということだ。

　自分達を徴用した貴族の名前はわかるが、そいつがどうなったかはわからない。爆心地となったのは部隊のほぼ中央部で、その辺りには攻め寄せてきていた貴族の擁する騎士や私兵、商人達の子飼いの冒険者などの主力とも言える腕利きが展開していたのだとか。恐らく殆ど生き残っていないだろうとの話だ。

　だが肝心の貴族や商人達は後方に布陣していたらしく、無傷ではないだろうが逃げおおせている可能性が非常に高い。実際、捕虜の中にそういった人物はいないし回収した死体の中にもそれらしきものの姿はなかった。

　更に後方の輜し重ちよう部隊や後詰めの戦力は完全に無傷だろうから、恐らく逃げ延びた貴族や商人もそいつらと一緒にいるだろう、という証言であったらしい。

「奴らが大樹海の外に出るのにどれくらいの時間がかかる？」

「ある程度切り拓ひらかれた道があるとはいってもご主人様が敷設した横断街道ほどに整備されているわけではないようです。恐らくは三週間、どんなに早くても二週間ほどはかかるのではないかと」

「なるほど……うーん、首謀者が殆ど生き残ってるのかぁ」

　どうしようか。主だった戦力が壊滅したなら危険はないだろうけど、直接ぶん殴ってやりたい気持ちもあるにはあるんだよな。でもなぁ……魔物除よけもなく、戦力も減じた状態で大樹海を突破していくってのも十分罰ゲームだとは思うんだよな。もう少し放置するか？

「主あるじ殿、追撃するか？」

「うーん、悩むな。降伏勧告をするというのはどうだ？」

「降伏勧告ですか」

「ああ。今あちらさんがどうなってるかは知らんが、大被害を受けて敗走中だろう？　俺がその鼻先に攻撃魔法を叩たたきつけて、降伏勧告するんだ。降伏するなら捕虜として保護する。そうしないなら数日放置して、また降伏勧告しに行く」

「それなら期限を付けて、後になればなるほど条件が厳しくなるようにした方が良いですね。最終的には殲せん滅めつすると脅せば良いでしょう」

「マーリエル……貴女、結構過激ですのね」

「タイシさんの不在を狙って侵攻してくる相手にかける慈悲はありませんよ。もしタイシさんが戻ってきていなかったら、ケンタウロスさん達に飛ひ翔しよう魔弾と魔導砲を持たせて追撃させていましたね」

　やだこわい。それほぼ間違いなく一方的に蹂じゆう躙りんすることになるよね。

「最終的には叩き潰つぶすのですし、わざわざ旦だん那な様が手を下さなくても良いのでは？　放っておけば勝手に数も減るでしょうし」

「ティナも割と過激なことを言うなぁ。それもそうなんだけど、弱ってるところに畳み掛けたほうが効くかなぁって思ったのと、とっとと片付けたいというのがあってな」

「早急に、ですか……確かに、放置するリスクはありますが、ご主人様がリスクを負ってまですることではないのでは？」

　マールは条件付きで賛成、ティナとフラムは消極的反対といったところか。

「ネーラはどう思う？」

「私としてはあなたが直接手を下さずとも、足の速いケンタウロスや獣人達に任せるのが良いと思いますわ。ただ、最終的には望むままにするのが良いかと」

「どうしてそう思うんだ？」

「あなたは民に色々と配慮をし過ぎです。自分達の国は自分達が守る。そういう気概が薄くなってはこの国の行く先が危うくなります。ですが、この国の成り立ちそのものがあなたに依よっているのも事実。権威をより強化するためにあなたがその力を思うままに振るうことも不正解ではありません」

　キリッ、という感じでネーラが小難しいことを言う。

「マール、ネーラが難しいことを言って俺をいじめる」

「理屈っぽいですからねー。だから盛大に空回りして失敗するんですよ」

　いつの間にか俺の隣に座っていたマールに抱きついて甘えると、マールはニコニコしながら俺の頭を撫で始めた。あー、頭の中身がとろけるわー。

「真面目に考えているだけですわっ！　貴方達が感覚的に生き過ぎなのですっ！　というか、マーリエルに甘え過ぎですわよ！　ズルい！」

　ネーラがバンバンとテーブルを叩きながら怒る。ははは、ネーラは怒っても可愛いな。

「まぁ真面目な話、ゲッペルス王国に乗り込む前に不安要素を排除しておきたいのと、攻撃の材料に使えるかと思ってな」

「うーん、どうでしょうね？　アッサリ切り捨てると思いますが。ゲッペルス王国の国王はそういうところは冷徹なので」

「そういやあっちはどう弁明してるんだ？　どっちかの王国経由で抗議はしたんだろ？」

　以前ゲッペルス王国の王城に殴り込んた際、口約束ではあるが王子やその他貴族による敵対行動を封ずると確約させた。だが、結果は見ての通りである。カレンディル王国の地方貴族も侵攻に加担したようではあるが、主力を担っていたのはゲッペルス王国の貴族だ。これは完全に約束を破ったという認識で間違いないだろう。

「ゲッペルス王国は出兵を厳に禁ずる布告を出してはいましたね。もし出兵した場合は反逆罪として王国軍を差し向けるって内容で。結局そんな布告を無視して地方貴族達は攻めてきてますけど」

「なんだそりゃ……侵攻軍の奴らは自分の領地に軍が差し向けられているのに、それを無視して攻めてきているってことか？　そんなことあり得るのか？」

「実際に差し向けられている王国軍の戦力はかなり小さいみたいですね。城壁を囲んでほとんど負傷者の出ない一進一退の攻防を繰り広げているそうです」

　つまり、出兵を禁じた布告もゲッペルス王国軍の出兵もただのポーズで、ゲッペルス王国は侵攻軍──というか地方貴族達の行動を半ば黙認しているということだろうか。そうだよな、聞く限り全然本気って感じじゃないみたいだしな。

「キレそう。マジでちょっと痛い目に遭わせるしかねぇな？」

「ですね」

「そうじゃな」

「そうですわね」

「私もそう思います」

　全会一致の制裁決議が採択された。さもありなん。奴らは俺達を怒らせた。

「じゃあ制裁内容を考えようか。俺の希望としては、ゲッペルス王国の王族と貴族だけにダメージを与えて国民の生活には影響を与えないという感じのものが理想なんだが」

「難しいですね」

「無理じゃろ？」

「難しいですわね」

「王族と貴族を行方不明にするのがいい」

「はい、カレンから掟おきて破りのダイレクトアタック案が出ましたー。俺はありだと思うね」

　貴族の当主を次々に『行方不明』にしてやるというのは良い案だと思う。これはミスクロニア王国の綱紀粛正に目覚ましい効果があったからな。俺なら深夜の貴族の邸宅に忍び込んで当主を強制的に拉ら致ちするのなんてわけもない。大樹海に放り捨てておけば後始末も簡単だし。

「もう少し穏便に、貴族の邸宅を破壊したり財産を奪うというのはどうですか？」

「なるほど、それもアリかな？」

　うん、俺にかかれば宝物庫やら金庫の中身を頂ちよう戴だいするのも朝飯前だ。隠おん形ぎようと空間魔法を駆使する俺を阻めるものなど殆ど無いからな。金貨とかただの宝石とかなら足もつかずに色々と利用できるだろう。

「うーん、でもそれだと結局民衆に皺しわ寄よせが行くのでは？」

　ティナの出した案にマールが反論する。ネーラもそれに同意するように頷うなずいた。

「マーリエルの言う通りですわね。経済的なダメージを与える方向でいくのであれば、民衆に負担を強いたら今度はお前の命をいただく、というような脅しを一緒にかける必要があるでしょう。それなら家族や本人を行方不明にした方が手っ取り早いと思いますわ」

　行方不明が暗殺の隠語として飛び交うこのリビング、かなり怖いですね？　いいぞ、俺の嫁達。もっとやれ。

「そこまで民衆を気にかける必要があるのか？　大いに迷惑をかけてやれば良いではないか。その上で愚かな王族や貴族が我らに手を出したせいでこうなったのだ、と喧けん伝でんしてやれば良い」

「おっと、ここで更に過激な意見が出てきたぞ」

「そうですね。でも私はクスハさんの案が一番良いと思いますよ？　民衆の不満が高まって一番困るのは上に立つ者達ですからね」

「そうですわね。国に仕掛ける以上、その国の民に負担をかけないなどというのは土台無理な話ですわ。そもそも、王や貴族の力の源泉は民なのです。そこにダメージを与えずに国にダメージを与えるというのは絵空事ですわよ」

「ネーラの正論が心に痛い」

「おおよしよし。まったくあの人は怖いですねー」

「今！　貴女も！　同意していたでしょう!?」

「ははは、ネーラは可愛いな」

「いい加減に気分を悪くしますわよ？」

「「ごめんなさい」」

　額に青筋を浮かべ始めたネーラにマールと二人で謝る。ネーラをからかう時は引き際が肝心だ。あまりやるとガチ泣きするからな。

　ちなみに、このリビングには全員が居るが話し合いに参加しているのは王女三人組とクスハ、フラムとカレンくらいである。他の嫁達は話し合いを聞いてこそいるものの、話し合いに参加するつもりは無いようで少し離れた場所のソファに座ってあっちはあっちで何か話し合っているな。小声で話しているので、何を話しているのかはこっちには聞こえてこない。

　あっちはあっちで何か真剣に話し合っているので邪魔はしないでおこう。

「話が大幅に逸それたな。最初の議題は追撃、追撃だよ」

「そうでしたね。ええと、どうするんでしたっけ」

「降伏勧告をしようという話じゃったな。妾わらわはそれで良いと思うぞ」

「そうですわね。投降した者は武装解除してからクローバーに移送、拘束後収監という形で良いでしょう」

「では拘束するための部隊を明日の朝招集しておきます」

「頼むよ。じゃあ降伏勧告の内容を詰めようか」

　暫しばらく降伏勧告やゲッペルス王国への制裁について話し合い、内容が纏まとまったところで食後の家族会議はお開きとなった。

　ちなみに、今日の夜はネーラが相手だった。明日のこともあるので程々に頑張りました、程々に。
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「うーん、今日も良い朝だ」

　自分を含めて部屋の中全体に浄化をかけながらグッと伸びをする。いや、ほんとにこの生活魔法の浄化ってのは便利だよね。どうやって汚れとそうでないものを区別しているのか、そして汚れはどういう原理で消えるのか不思議でならない。まぁ解明する気もないけど。

「あんなことまで……このケダモノぉ……」

「そんなこと言って最後の方はノリノリだったじゃん？　蕩とろけた顔で」

「わーっ！　あーっ！」

　顔を真っ赤にしたネーラが一糸纏わぬ姿のまま俺の口を塞ふさいでくる。ははは、可愛いやつめ。朝から怒らせても仕方がないので子犬みたいにプルプル震えているネーラを落ち着くまで抱っこしてなでなでしてやる。

「うう……なんだかあなた、私には意地悪じゃありません？」

「可愛いからついな」

「むー！」

　膨れたネーラがポコポコと胸を叩たたいてくる。何この可愛い生き物。そんな感じで朝からネーラといちゃついていたらステラが起こしに来て寝室から追い出された。お姫様のお召し替えをするということだが、そのために俺をパンツ一丁で部屋の外に追い出すのはどうかと思う。

「なんちゅー格好で徘はい徊かいしておるのだ、主あるじ殿」

　仕方ないのでパンツ一丁のままリビングに行ったら速攻でクスハに見み咎とがめられた。

「いや、ステラに部屋から追い出されてな」

「どこかで着替えてくれば良いじゃろ……」

「だってリビングのが暖かいし」

　ストレージから服を取り出していそいそと着る。うん、クスハの織ってくれたシャツは肌触りが最高だな。着替えたら身支度を整え、デボラ達の作ってくれた朝食を食べて出陣である。

　今日の装備はミスリル製の鎧よろいという目立つ装備だ。ミスリル製の防具はね、キラキラしちゃうんだよね。仕方ないね。またペロンさんと一緒に魔王っぽい意匠の鎧でも作るかね。今度は魔物素材をふんだんに使ってさ。魔物の頭ず蓋がい骨こつを無意味に両肩に配置したりして。

　最後に極光剣の刀身を確かめ、砲撃モードへの変形も試してから鞘さやに収める。

「んじゃ行ってくるわ」

　振り返ると、嫁達が全員見送りに来ていた。うん、こうやって総出で見送られるとなんというか感慨深いものがあるな。皆を守って何不自由無い生活をさせられるように頑張ろう。

「タイシさん、無事に帰ってきてください」

「大丈夫大丈夫、神々が相手でもなければ俺が遅れを取ることなんてありえないから。安心して待っててくれ。フラム、受け入れ準備を頼むぞ」
















「はい、おまかせください」

　今日はフラムも鎧や剣を身に着けた騎士モードだ。くっ、殺せ！　とか言いそう。なんだかんだで一番衣装のバリエーションが多いよね、フラムは。

「他の皆も危険のないように、注意してくれ。捕虜が暴れだしたりするかもしれないからな。マールとメルキナは特に危ないことしちゃだめだぞ」

「はい！」

「わかってるわよ。そっちこそ気をつけてね」

「ああ、それじゃあな」

　魔力を集中し、飛行の魔法を発動してふわりと浮かび上がる。手を振る皆に手を振り返し、十分に高度を取ってからクローバーの北に向かって加速した。

　クローバーの城壁の外、戦場となった更地に何匹かの魔物の姿が見える。恐らく戦場にまだ残っている血臭に誘われて大樹海から出てきたんだろう。始末していこうかとも思ったが、戦場に死体は残っていないはずだし、あの程度の魔物がクローバーの外壁に何かをすることができるとは到底思えない。ここは放置していくとしよう。

　クローバーの北には侵攻軍が切り拓いたと思われる道がずっと北までのびている。一体どうやってクローバーに向かって進軍してきたんだろうか？　クローバーから東西に街道をのばすのは簡単だ。コンパスがあればそれだけで何とかなるし、そもそも俺にはメニューのマップ機能があったからな。

　だが、大樹海の外からクローバに向かってまっすぐ道を切り拓ひらいてくるというのはちょっと異常だ。どこにあるかもわからないはずの街に一直線に向かってくるなんてことができるわけがない。

「これは明らかに手が入ってるよなぁ」

　切り拓かれた道の上をまっすぐに飛びながら独りごちる。いや、もしかしたら何か未知のマジックアイテム的なサムシングを利用した結果かもしれない。神々の介入があったんじゃないかと決めつけるのは早計だ。

　そうして暫く飛んでいると、落らく伍ご者らしきモノが転々と見えてきた。行軍に耐えられなかったのか、それとも行軍中に魔物に襲われて助からなかったのか……決して少なくない数の遺体の痕跡がポツポツと現れだしたのだ。それは地面に広がる血ち溜だまりと骨片の痕跡だ。

　骨も殆ほとんど原形を留めていない。恐らく骨も貪むさぼり喰くわれたんだろう。ああはなりたくないもんだな。

　北へ飛び始めて大体一時間経った頃だろうか、ついに前方に撤退する侵攻軍が見えてきた。向こうからもこちらが確認できたのか、蜂の巣を突つついたような騒ぎだ。そんな彼らを観察しながらぐるりと周りを何周かしてその数や状態を確かめる。んー、大体千人弱といったところだろうか。もし全員が一斉に降伏してきたら捕虜収容所を拡張しなきゃならないな。

　空中でそんなことを考えていたら切り拓かれた道の左右から魔物達が現れて侵攻軍を襲い始めた。

「う、うわぁぁぁぁぁ!?　魔王の下僕が襲ってきたぞー！」

「ひぃぃぃっ!?　死にたくない！　いやだぁぁぁぁぁっ!?」

「いだいっ!?　だずげでぇっ!?」

　上空の俺に注意を払っていたせいで初動が遅れ、阿あ鼻び叫きよう喚かんである。別に俺が魔物を操ってるわけじゃなく、お前らが騒ぐから魔物が誘い寄せられてきただけだと思うんだが……しかし見捨てるのも可哀想になってきたな。兵の大半は徴用された農民だって話だしな。うーん、仕方ない。

　魔力を集中し、魔砲マジツク・カノンの魔法で魔物達を薙なぎ払う。魔砲は集束した魔力を極太のレーザー状に発射する魔法だ。着弾地点で大爆発を起こす極大爆破と違って攻撃範囲が限定的で、こういう状況での援護に向く。薙ぎ払えるから爽そう快かい感かんもあるしね。

　俺の魔砲で薙ぎ払われた魔物達が塵ちりも残さずに蒸発し、撫なでられた地面が高温でガラス化していく。流石に魔物達も何度も薙ぎ払われてはたまらないと思ったのか、散り散りになって逃げていった。

　後に残されたのは負傷者多数の侵攻軍と、上空に留まり続けている俺だけである。侵攻軍の兵達は俺の一挙手一投足に戦々恐々としてるんだろうな、これ。今の戦闘で俺が自分達を一方的に蹂じゆう躙りんできるというのは解ったはずだし。

「あー……降伏して武装解除するなら捕虜として扱ってやるが、どうする？」

　ガチャガチャガチャン、と金属音がさざ波のように広がっていく。うん、そうなるよな。なんか声を張り上げている奴が何人かいるようだけども。めんどくせぇなぁ。

　集団の中心で何事か喚わめいている連中を無視して俺の背後に魔物除よけの結界を構築する。魔力を篭こめた神銀製の杭くいを適当に投とう擲てきして基点としたので形が微妙に歪いびつだが、ちゃんと結界としての機能を持っているなら問題あるまい。

「投降する奴は俺の後ろの結界の中に移動しろ！　魔物除けの結界だ。負傷者も連れて行ってやれ。重傷者は俺のところに連れてこい。さぁ、動け！」

　俺の言葉に従って多くの兵が移動を開始する。泣きそうな顔をしながら結界へと駆けていく者、負傷者に肩を貸して結界へと入っていく者、数人がかりで重傷者を運んでくる者、そして結界へと入っていく兵達に向かって喚き声を上げる者。

　何かしら具体的な行動に出るかと思って警戒していたが、そんな度胸も無いようなので手早く半死半生の重傷者を治癒魔法で治療していく。手足の欠損がある奴も居るようだが、とりあえず傷だけ塞いで手足の欠損はクローバーに戻ってからだな。あれはちょっと時間かかるし。

　最後の重傷者を治療しようとした時だった。

「シッ！」

　重傷者に付き添ってきた男が腰の後ろからダガーを抜き、俺の腹めがけて突き出してきた。うん、こういう奴も居るよね。

「悲しいなぁ」

　ダガーを持った手首を左手で摑つかみ、魔力を篭めた右の拳こぶしで突きかかってきた男の顔面をぶん殴る。

　棒でスイカを叩き割ったような音が響き渡り、男の首から上が血煙となって吹き飛んだ。血ち飛沫しぶきを浴びないように死体を風魔法で吹き飛ばす。

　吹き飛んだ死体が湿った音を立てて地面に落ち、水を打ったように場が静まり返った。

「悲しいよ、こうして慈悲を見せたってのにこれだ。素直にお行儀よくしていてくれればよかったのにな」

　心の底が冷えていくのを感じながら、最後の重傷者を治療する。

「お前達も、今の奴の仲間か？」

　俺の質問に今しがた重傷を治療された男と、もう一人の付き添いがブンブンと首を横に振る。

「ならよし。結界の中で待ってな」

　実際の所本当にそうなのかどうかはわからないが、今の光景を見てもなお刃向かってくるなら大したもんだよな。ああ、やだやだ。こんなことはしたくないね。

　俺は振り返り、結界の中で震えている男達に宣言する。

「いいか、お前らに言っておく。お行儀よくしろ。迷惑をかけるな。そうすればメシも食わせてやるし、治療もしてやるし、最終的には国に帰してやる。俺は慈悲深いし、できることなら人殺しはしたくないんだ。だがな、俺の家族に、クローバーの住人に刃やいばを向けるなら話は別だ。あそこで転がってる阿あ呆ほうのように無惨にぶち殺してやる。いいな？　どうした？　返事をしろ」

「「「「はい!!」」」」

「よろしい」

　再度振り返り、投降しなかった侵攻軍に視線を向ける。ふむ、半分くらいかな？　こうして同じ高さで見ると正確な数がわからんな。

「投降しなかったお前らは俺の敵ってことになる。だから皆殺しだ」

　魔力を集中し、燃え盛る火球を無数に作り出す。一発一発が十分に人間を焼き殺せる威力だ。

「ほら、逃げろ逃げろ。でないと焼き殺すぞ？　ほらほら行け！」

　侵攻軍の近くに何発も着弾させ、火の海にしてやる。敢あえて直撃はさせず、追い払うつもりだ。今から投降した奴らを収容しなきゃならんし、こいつらに構っている時間が惜しい。

　一思いに殲せん滅めつするのは容易たやすいんだが、こいつらにはクローバーに攻め入ったことを死ぬほど後悔してもらわなきゃならん。昨日の話し合いの結果、すぐに投降しなかった奴らはこうやって追い払って死の行軍を続けてもらおうということになったのだ。残酷な仕打ちではあるが、そもそも攻め入ってきたこいつらが悪い。

　俺は奴らの姿が豆粒のように小さくなるまで火球で脅かして追い払い、残りの怪我人を大雑把に治療してから現場に残された武器を回収し、クローバー行きの転移門を開いた。やれやれ、ここからが本番だ。








第四話　～穀ごく潰つぶし対策に奔走しました～









　帰ってからが大変だった。捕虜収容所の拡張、治療、並行して炊き出し、食料逼ひつ迫ぱくのピンチ、急きゆう遽きよ肉を狩りに樹海に飛ぶ俺。帰還二日目の悪夢再びである。ただでさえ五百人も捕虜がいたのに、更に四百人ほどの捕虜が追加された。なんとクローバーの人口より捕虜が多いのである。由々しき事態だ。

「捕虜が多すぎるのう」

　城壁の上から夕日に照らされる捕虜収容所を見下ろし、クスハが呟つぶやく。

「ほんとにな」

　このままではクローバーの食料備蓄がマッハで尽きる。人口の二倍近い捕虜が食う食料の量は莫ばく大だいだ。明日、明後日に尽きるということはないが余裕があるわけでもない。自分達が必死に集めた食料が攻め込んできた敵兵に浪費されるという状況は国民感情的にも大変よろしくない。

「出身国別に分けて王都に送りつけてしまいましょう。面倒見きれません」

　フラムの目が据わっている。確かに、俺達がそこまで責任を持つ必要はないんだよな。経緯を考えれば着の身着のままで放り出しても非難はされないだろう。

「んじゃ、今日中に国別に分けてもらうか……フラム、悪いが手配を頼む。クスハはネーラにカレンディル王国にその旨伝えるように言ってきてくれ。具体的な人数は追って伝えるということで」

「わかりました」

「うむ」

　俺は独り城壁の上に残り、眼下の光景をじっくりと目に焼き付ける。自身の命がとりあえず安泰であることに胸むねを撫で下ろし、炊き出しに列を作る男達……彼らは、このクローバーを侵略すべく武器を持って押し寄せてきた男達だ。

　もし、このクローバーに彼らを撃退するだけの力が無かったとしたら……この街は彼らの手によって完膚なきまでに蹂躙されていただろう。

　彼らの目的はこの街の占領と、亜人奴隷の収奪だった。抵抗する者は容赦なく殺されただろうし、人間に近い容姿の者であればもっと酷ひどい目に遭ったかもしれない。殺し合いの狂気は人を容易くケダモノにしてしまうからな……俺にとっても苦い記憶だ。

　もしかしたら、嫁達の誰かがその手にかかっていたかもしれない。俺の子供を宿したマールやメルキナだけでなく、他の嫁達もだ。考えるだけでゾッとする。

　結果として、神々との試練に臨む前に城壁を急ピッチで完成させ、飛ひ翔しよう魔弾や携行型魔導砲の開発を終えていたことが功を奏したわけだ。いや、クローバーの住民には高い戦闘能力を持つ者がそれなりにいるから、意外と撃退していた可能性もあるけども。

「んー……」

　互いの無事を喜びあい、笑みすら浮かべている男達を見下ろしながら考える。果たしてこれは正解だったのだろうか、と。こうして助けた男達が再びクローバーを侵略しにくる、なんて未来も十分にあり得るのだ。

　ネーラも言っていたよな。王族や貴族の力の源泉は、結局のところ民なのだと。民にダメージを与えることが結果的に王族や貴族の力を削そぐことに繫つながると。働き盛りの男達が大量に死ぬ、というのは国家にとって手痛いダメージに違いない。およそ九百人の男達が生み出す労働力は莫大なものだ。

　いっそ皆殺しにしたほうが勇魔連邦にとっての利益に繫がったかもしれない。そう思わないでもない。だが、どうしてもそこまで割り切って考えることはできそうになかった。人死には少なければ少ないほうが良いよな、という意識がどうしても抜けきらない。我ながら甘いな。

　俺は一応勇魔連邦の国家元首なんだよな……こんなことでいちいち思い悩んでいて良いんだろうか？　こんな甘い考えは捨てて、非情に徹したほうが良いんじゃないだろうか。

「旦だん那な様？」

　左腕にそっと何かが触れる感触。首を巡らせてみると、ティナが心配そうな表情で俺の顔を見上げていた。もしかしたら何回か呼びかけられていたのかもしれない。

「ああ、どうした？」

「いえ、何か思い詰めたような顔をしていたので……大丈夫ですか？」

「うーん、大丈夫っちゃ大丈夫。ちょっと悩んでただけだ」

「それは大丈夫じゃないのでは？」
















「かもな。聞いてくれるか？」

　頷うなずくティナに俺は先程まで考えていたことを吐露してみた。つまり、捕虜なんか取らずに皆殺しにしてしまったほうが良かったのではないか、ということをだ。回り回って解放した捕虜が再びクローバーへと攻め寄せてくるかもしれない。それが心配だと。俺は非情になりきれない、中途半端な奴だと。これでこの先やっていけるのかと。

「そうですね、確かに旦那様は甘いです。砂糖菓子や蜂はち蜜みつのように。或あるいは、幼い子供や穢けがれを知らぬ乙女の夢のように」

「そこまで甘いかな!?」

「甘々です。旦那様、これは戦争なんですよ？　相手はこのクローバーやそこに住む住人達を狙って襲い掛かってきたケダモノです。本来魔物に向けるべき力を人間に向けてくる、魔物よりもたちが悪い大罪人達です。そんな者達にまで慈悲をかけ、更に手にかけたことを悩む旦那様を甘いと言わずに何を甘いと言えば良いのでしょうか？」

「あ、いや、なんかすんません」

　ティナの気迫に気け圧おされてついつい謝ってしまう。ティナはそんな俺を見て微笑み、表情を緩めた。ティナの小さく、柔らかい手が俺の手を温かく包み込む。

「でも、このクローバーは、勇魔連邦はそんな旦那様の甘さ──優しさでできた国です。旦那様は優しいです。優しすぎます。でもそれはこの世界にとってはとても稀け有うで、尊いものです。捨てる必要はありません。それで傷つくこともあるでしょうけど、その時は私達が旦那様を支えますから。独りで悩んだりせず、私達に打ち明けて、頼ってください。甘えてください。いいですね？」

「お、おう……」

「それに、旦那様の優しさがこれだけの人を生かしたのです。それで良いじゃないですか」

「そう、かねぇ？」

「そうですよ。旦那様以外の誰もこんな人数の捕虜を安全にここまで連れて来られません。私や姉様、クスハさんが指揮を執っていたら捕虜なんて取らないでしょうし」

　捕虜を取らないということは、つまり皆殺しということだよな。サツバツ！

「そうだな……うん、悩むのはやめた。今まで通りで行く。でも今回の侵攻を企たくらんだ奴らはぶっ殺す」

「はい、それでいいと思います」

　ティナの笑顔を見てなんとなく心が晴れたような気分になる。言い包くるめられたような気がしないでもないが、ティナの言うことももっともだよな。殴りかかってきた相手を殴り返してる、ただそれだけの話といえば確かにそうだ。それにこれは子供の喧けん嘩かじゃなく、ガチガチの殺し合い、戦争なわけだし。

　でも戦争だからって思考停止してぶっ殺しまくるのはちょっとどうかと思うから、できる限り人死には抑える。しかし首謀者殺すべし、慈悲はない。あとこっちの善意につけこんで来る奴にも慈悲はかけない。そういうスタンスでいこう。

「うん、腹は決まった。ありがとう、ティナ」

「どういたしまして。館に戻りましょう、今日はデボラさんがご飯を作ってくれている筈はずですよ」

　ああ、と返事をしながらティナの手を握って歩き出す。今日の献立はなんだろう、と予想しあいながら夜の帳とばりが下りつつあるクローバーの道を歩く。今日、俺のやったことがこんな穏やかな時間を守る一助となったのかな、と思うと満更でもない気分になった。

　食後は久々に工房に篭こもって色々な小道具作りに邁まい進しんした。ネーラに言われてたトレジャーバッグとか、非殺傷武器（痛くないとは言っていない）とか。

　今日の夜のお相手？　ご想像におまかせするよ！　おっぱいって最高だよな。





─☆★☆─






　今日も朝から忙しい。朝食を終えたらまずはできる馬こと馬獣人のヤマトが働く物資集積場へと赴き、昨晩のうちに作っておいたトレジャーバッグを幾つか押し付けた。

「一個あたり馬車一台分くらいの物資が入るから、使ってくれ」

「あの、これは物もの凄すごく高価なものなのでは？」

　ガタイの良い二足歩行の馬が壊れ物か何かを持つように革製のバッグを抱きしめている絵面は……なんというかシュールだな。

「ネーラ曰いわくそれ一個で屋敷が建つそうだ。盗まれるなよー」

「いやいやいや！　こんな高いもの怖くて使えませんよ！」

「明日の朝、クロスロードに連れてくから交易品を手配して詰めとけ。護衛も手配しろよ。それと慣れろ、これから先そういう金額を右から左へ動かすようになるんだから」

「話を聞く気がありませんな!?」

　ヤマトの抗議を完全に聞き流して俺は立ち去った。いや、走り去った。俺も予定が押しているのだ。きっとヤマトならやり遂げてくれる、そう信じている。頑張れ、ヤマト。

　次に向かうのは捕虜収容所である。昨日のうちにフラムが頑張ってカレンディル王国出身の捕虜を分けておいてくれたので、そいつらをカレンディル王国の王都へと移送する。人数は二百人ほどで、捕虜全体の四分の一くらいだ。

　彼らはカレンディル王国へと移送後、王国への反逆に加担した罪で労役が科せられることになっている。とは言っても彼らは領主に逆らえる立場では無かったことも確かであるので、労役の期間は三ヶ月と大変軽い刑で済まされるのだそうだ。

　それ以上拘束すると来年の作付けに影響が出て彼らの故郷で飢き饉きんが起こりかねない。そして、飢饉が起こった場合にその対処をするのは結局カレンディル王国なのである。ならば最初から飢饉が起こらないように対応しようということになったというわけだ。

「ご主人様、移送の準備はできております」

「ありがとう。大変だっただろう？」

「いえ、このくらいなんでもありませんよ」

　フラムはそう言って笑ってみせるが、侵攻軍の対応にずいぶん長いこと気を張らなければならない日々が続いているはずだ。俺もついつい頼っちゃうしな。

「任せられるところは部下に任せて、今日は早めに休んでくれ。一番上のフラムが休まないと部下も休めないからな」

「はい、わかりました」

「それじゃあ移送準備に入ってくれ。俺は先に向こうに飛んで、移送先を確認してくる。それから転移門を開くから、後の対応をよろしく」

　そう言ってから魔力を集中し、長距離転移魔法でカレンディル王国の王都アルフェンに飛ぶ。転移先は王城の正門前だ。このブラックアウトと浮遊感にも慣れてきたな。

「はい到着っと」

　正門前に到着すると、突如現れた俺にびっくりしたのか正門を守る衛兵が目を丸くしていた。

「おはよう、勇者のタイシだ。捕虜の移送の件で来たんだが、担当に取り次いでくれ」

「は……はっ！　少々お待ちください！　おいっ」

　門番の一人が目配せし、軽装の兵が勝手口を通って全力で走っていく。ふむ、重装備の門番が守護を担当して、軽装の兵が各所への連絡役をやっているのか。これはクローバーの防衛でも使えるノウハウかもしれないな、覚えておこう。いや、ケンタウロスとか獣人がいるからあんまり意味ないかな？

　などと考えているうちに担当の騎士が正門に現れ、捕虜の受け入れ先である城内の大訓練場へと案内された。ここは近衛騎士や城勤めの衛兵が日夜訓練を行っている場所で、俺とマールもこの城に滞在していた時に何度も使った覚えがある。敷地は広く、二百人の捕虜も余裕で入りそうな大きさだ。

「それじゃあ転移門を開いて捕虜を移送してくるが、準備はいいか？」

「はっ、問題ありません」

「それじゃあ行くぞ」

　魔力を集中し、転移門を開く。闇色の扉のような転移門が出現し、警備役である騎士や衛兵達から驚きの声が漏れた。

「誰か随伴するか？　大樹海のど真ん中にあるクローバーを見てきたって自慢できるぞ」

「では私が」

「某それがしも是非」

　数人の騎士が名乗りを上げたので、彼らを伴って転移門を潜る。転移門を抜けると、狙い通り捕虜収容所近くの広場に転移門が繫がっていた。転移門から出てきた俺と騎士に捕虜達の注目が集まり、場がざわつく。

「カレンディル王国民の諸君、整列して転移門へと進め！　諸君の祖国が待っているぞ！」

　着いたら労役だけどな。命を取られないだけありがたく思ってくれ。

　騎士達とクローバーの警備隊の指示で整列した捕虜達がぞろぞろと動き出したが、どうも転移門を潜る勇気が湧かないらしく詰まってしまっている。まぁ怖いよね、初めてだと。

「おい、そこのあんたとあんた、こっちに来てくれ」

　クローバーの警備兵の一人と、カレンディル王国から随伴してきた騎士の一人を転移門の直近へと呼び寄せる。

「俺達が先に入るから、後に続けよー」

　そう言って二人に目配せをしてから転移門を潜る。すぐに視界が切り替わってカレンディル王国の訓練場への転移が成功した。俺の後を追って騎士と警備兵も訓練場へと現れる。

「良い経験だったろ？」

「はい、貴重な経験でした」

「へぇ、ここがカレンディル王国か」

　騎士が真面目な表情で頷き、クローバーの警備兵は物珍しげに訓練場を見回した。この警備兵の名前は知らないが、青肌の鬼人族なので鬼人族の里から移り住んできた奴だろう。俺がクローバーから離れている間に鬼人族の里やアルケニアの里、川の民の居住地から移住してきた奴らが結構いるんだ。

「知ってるかもしれんが、タイシだ。あんたの名前は？」

「ソウジだ。すげぇとは聞いてたが、大将の魔法はほんとにすげぇな」

　お互いに自己紹介などをしながら転移してくる捕虜達の様子を見守る。先に俺達が転移門を潜ったから少しは安心できたのか、おっかなびっくりという感じながらも次々に転移してくる。

　約二百人の移動にかかった時間というのはさしたるものではなかった。最後にクローバーに残っていた騎士達が転移門を潜り、戻ってくる。

「全員の移送を確認しました。名簿と照らし合わせますので、少々お待ちください」

「わかった。一度転移門は閉じるぞ」

　転移門を閉じ、捕虜の名前が一人一人読み上げられていくのを眺めていると、ソウジが小声で話しかけてきた。

「大将、これが終わったらすぐ帰るのか？」

「そのつもりだが、どうした？」

「いや、人間の街ってのを是非見物してみてぇなと」

「ふむ」

　考える。この後はゲッペルス王国にカチコミをかける予定なので、そんなに時間をかけるつもりはないんだよな。それに嫁相手ならともかく、男とデートしてもつまらんし。

「悪いが忙しいんでな、街を案内する時間はない。ここでの用事を済ませたら次の用事がある」

「そうか……」

「だがまぁ、この城からなら王都アルフェンを眺められる場所の一つや二つはあるだろ。そこで少し街を眺めるくらいなら良いぞ」

「本当か？　さすが大将、話がわかるぜ」

　青鬼のソウジが嬉うれしそうに笑みを浮かべる。青肌で角が生えてるってだけで人間の若い兄ちゃんと何も変わらんな。

　そんなやり取りをしているうちに名簿との照らし合わせが終わったらしいので、王都を一望できる場所への案内を頼むと快く案内をしてくれた。案内されたのは王城を囲む外壁の上、正門の上部で見事に王都を一望できる場所である。

「おー、眺めが良いな」

「我々のような城勤めの者達だけが見られる絶景です。我々はこの光景を見て、この王都を守らねばという気持ちを強く胸に抱くのですよ」

「こいつは確かにすげぇや」

「だな。こういう街を目指していきたいもんだ」

　ソウジは目の前に広がる街の光景に感動しているようだった。王城の近くには大きな貴族の屋敷や荘厳な神殿施設が立ち並び、奥に行くに従って小さな建物が増えていく。人口何人くらいなんだっけか？　忘れたな。まぁクローバーの人口が千にも届いていないわけだし、比べるのも無駄というかなんというか。

「んじゃ、戻るぞ。街の見物がしたいならヤマトが明日クロスロードに行商にいくから、その護衛に立候補でもしてみろ」

「ああ、わかった。ありがとな、大将」

「おう。んじゃ、俺らはこれで帰るんで。王には何かあったら通信してくれるように言っておいてくれ」

「はっ、お気をつけて」

　敬礼する騎士に手を振り、ソウジの肩を摑つかんでクローバーへと転移する。

「おお、本当に一瞬だな。幻術か何かで化かされた気分だぜ」

「さよか。んじゃ俺は次の用事があるから、達者でな」

「ああ、ありがとうな、大将！」

　感謝の言葉を述べるソウジに手を挙げて応え、フラムの姿を探す。すると先にあちらが俺を見つけたようで、小走りに走り寄ってくるのが見えた。こちらからも近づく。

「無事、移送は完了した。向こうで名簿もチェックしたからこれで大丈夫だろう」

「お疲れ様でした、ご主人様」

「うん。それで、残り七百人くらいだっけ？」

「そうですね、それくらいです。食料に関してはまだ数ヶ月は大丈夫そうですが……」

「あまり余裕はないか。今からゲッペルス王国に行ってくるから、後は頼む」

「はい、お気をつけて」

　俺がゲッペルス王国にカチコミをかける件に関しては昨日のうちに話し合っておいた。口約束とはいえ、約束を破ったからには容赦はしない。前回は王太子をボコるだけに留めたが、今回は実力行使も辞さない構えだ。

　俺は心配そうな表情のフラムに手を振ってから魔力を集中し、ゲッペルス王国上空に転移した。





─☆★☆─






　うん、この光景も久しぶりだな。以前俺が吹き飛ばした小高い丘は綺き麗れいに均ならされ、大規模な畑か何かにしたようだ。区画分けされた農地や、そこで働く人々が遠目に見える。

　上空から見る限り、ゲッペルス王国の王都であるピドナに異変はないようだな。相変わらずでかいが。

　今から王城は大騒ぎになるだろう。今日の俺は魔王と呼ばれようが退ひくつもりはない。邪魔する者は斬り捨ててでも正門から押し通り、抵抗勢力を全て叩たたき潰つぶしてゲッペルス王国の国王であるレニエードの首根っこを捕まえる予定である。

「よし、行くかぁ」

　王都ピドナの上空から急降下する。目標は王城の正門、その真正面だ。飛行魔法を駆使し、落下速度よりも遥はるかに速い速度で高度を落とす。流石に空から人が降ってくるとは思わないのか、誰も俺の存在に気づかない。

　着地する前に魔法を使って急減速をする。その影響で王城の正門前に暴風が吹き荒れ、貴族らしき人々が派手に転がっていったり吹っ飛んでいったりするが、知ったことか。というか完全にわざとなので気にもしない。周りは阿あ鼻び叫きよう喚かんと化しているけどな。まぁ死にはしないだろ。

　突然の出来事に正門を守る騎士や衛兵までもが混乱する中、俺は正門へと近づく。今日の俺は派手なミスリル鎧よろいを装備している、なんというか見るからに勇者チックな格好だ。つまり非常に目立つ。そして佩はい剣けんは昨晩作った新作の非殺傷武器一号である。

「な、なにやつ!?」

「何者だ!?　止まれ！」

　誰すい何かされ、ひとまず止まる。一応名乗りくらいは上げなきゃな。

「俺の名はタイシ、タイシ＝ミツバ。ゲッペルス王国の貴族を中心とした賊軍に侵略を受けている勇魔連邦の長おさだ。それともこう言った方がわかりやすいか？　カレンディル王国の大だい氾はん濫らんをぶっ飛ばした勇者だ」

　俺の名乗りに正門を守る騎士や衛兵が顔を青くして絶句する。なるほど？　俺が来るとヤバいってのは理解できるわけだ。

「俺が来た用件は理解できているようだな？　クソジジイに用がある、通らせてもらうぞ」

「ま、待たれよ！　今連絡を」

「通らせてもらうと言ったんだ。邪魔をするならぶっ飛ばす。武器を向けたらぶっ殺す」

　一歩踏み出す。俺に声をかけてきた騎士が一歩引き、剣の柄つかに手をかけた。衛兵が槍やりを構える。

「武器を向けたらぶっ殺すと言ったぞ？」

「こっ、このような狼ろう藉ぜきが許されると思うのか!?」

「人の国に軍を差し向けたんだ、相応の覚悟はしている筈はずだろう？」

「そのような──！」

「下っ端と問答をするつもりはない、退け。退けば痛い思いをすることも、命を失うこともせずに済む」

「騎士の名にかけて、貴様のような凶人を通すわけにはいかん！」

　騎士が剣を抜き、斬りかかってくる──が、遅い。拳こぶしに魔力を集め、迫り来る刃やいばを素手で殴りつける。

「んなっ!?」

　硬質な音を立てて騎士の剣が砕け散り、砕けた刃が陽の光を反射してキラキラと舞った。驚きよう愕がくの表情を浮かべる騎士の手首を摑み、力任せに後方にぶん投げる。

「があぁぁぁっ!?」

　無理な投げ方をしたので手首か肘ひじか肩を骨折したかもしれないが、知ったことじゃないな。

　砕け散った剣の破片と俺の後ろに飛んでいった騎士を見て槍を構えていた衛兵があんぐりと口を開ける。

「もう一度言うぞ、退け。そうすりゃあの騎士みたいになることもない」

　俺の言葉に衛兵達は顔を見合わせたが、そのうちの一人が槍を地面に捨てた。そして両手を広げて俺の前に立ち塞ふさがる。

「あんたに刃を向けることはしないが、俺達にも門番としての矜きよう持じがある。ここで待ってくれればすぐに上に話を通す、だからこれ以上の狼藉は勘弁してくれ」

　俺の前に立ち塞がった中年の衛兵が俺の目をまっすぐに見つめてくる。

「素晴らしい。その職業意識の高さは賞賛に値する」

「そうか、なら──」

「だが無意味だ」

　笑顔になった中年衛兵の顔面に拳を叩き込んでノックアウトする。職業意識の高さには本当に感動したのでそれなりに手加減はした。

「お前達がどれだけ誠意を見せようが、約束を破られた以上は落とし前をつけなきゃならんのだよ」

　啞あ然ぜんとして固まっている衛兵達の脇を抜け、固く閉ざされた鉄製の正門の前に立つ。

「レニエードくーん！」

　右拳に全力で魔力を篭こめ、思い切り振りかぶる。

「あーそびーましょぉぉぉぉっ！」

　轟ごう音おんとともに分厚い鉄製の正門がひしゃげ、バラバラに砕け散りながら城内に向かって吹き飛んだ。正門の破片にやられたのか、衛兵や騎士が何人か倒れているのが見える。

「な、何事だ!?」

「はいどーもー、勇魔連邦のタイシでーす。王様に用があるから通るよー」

「あ、悪臭の魔王だぁ!?」

「やだ、何それ臭そう」

　そういや前回は悪臭兵器ことシュールストレミングさんでこの城を恐怖のどん底に陥れたんだっけ。残念ながら今回は在庫がないんだよなぁ。

「今日の俺は前回みたいに優しくないぞー。邪魔する奴は斬り捨てる」

「くっ！　止めろ！　二度もの狼藉を許すわけにはいかん！」

　衛兵が警笛を鳴らし、正門の上から緊急を告げる鐘の音が断続的に響き始める。ものども、であえであえー、ってやつですか。そうですか。そっちがそのつもりなら、こっちもそのつもりで行きますよ？

「俺は約束を破った王に落とし前をつけに来ただけだ。邪魔立てをするなら斬り捨ててでも押し通るが、かかってこなければこっちも構わん。斬り捨てられる覚悟のあるやつだけかかってこい！」

　本邦初公開、非殺傷兵器一号こと『いやしの剣』を鞘さやから抜き放つ。この剣は斬りつけた相手から魔力を奪い、その魔力で相手の傷を癒やすという大変人道的な非殺傷武器だ。傷が治る時に物もの凄すごい激痛を伴うとか、何度も斬りつけると限界まで魔力を奪って相手を昏こん倒とうさせるとか、そういった感じの素敵な機能もついている安心安全な逸品である。即死しない限りは実際安全。

　なんだか禍まが々まがしいエフェクトを伴った呪いの魔剣っぽくなってしまったが、気にしてはいけない。

　というわけで抜き身のいやしの剣を片手にぶら下げながら歩を進めると、騎士達は剣を構えたまま後あと退ずさりした。慎重に間合いを測っているようだが……来る。

「はぁっ！」

　打ちかかってきた騎士の袈け裟さ斬りを紙一重でかわし、ぶら下げるように持っていたいやしの剣を跳ね上げるように一いつ閃せんする。鎧ごと肉を斬った感触が手に伝わってくる。骨までは断っていないが、長く放置すれば出血で死ぬ可能性もある傷だ。

　だが、いやしの剣はそんな傷を瞬時に治療する。

「ぐあああっ!?　ぬぅわあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」

　斬られた騎士が激痛にのたうち回り、しまいには泡を吹いて気絶した。うーん、思ったより凄せい惨さん。そんな騎士の様子を見ていた残りの兵はドン引きである。うん、俺もちょっとやりすぎかなって思ってる。

　固まっている兵士達の間を抜けて城の入り口へと足を進める。時折騎士が斬りかかってくるが、最初の騎士と同じようにギリギリ致命傷にならない程度に斬り捨てて進む。

「ふん！」「ぐはぁっ!?」

「ていっ！」「ぐぬぅっ!?」

「イヤーッ！」「グワーッ!?」

「イヤーッ！」「グワーッ!?」

「イヤーッ！」「アバーッ!?」

　ん？　最後のはちょっと危ないかな？　軽く回復魔法をかけておこう、うん。それにしてもなんというか、弱い。いや、そりゃね？　義父殿みたいな剣の達人が次々に現れたら俺も困るよ？　でも流石に俺の攻撃に反応もできず一撃で血ち飛沫しぶきを上げて倒れるような騎士ばかり、というのはどうだろう。

　いくら圧倒的なステータス差と限界突破している剣術スキルがあるとはいえ、弱過ぎやしないだろうか？　槍で突きかかってくる衛兵や、ハルバードやグレイブのようなポールウェポンで挑んでくる騎士なんかもいるんだが、剣で斬りかかってくる騎士と大して強さが変わらない。いや、流石に衛兵よりも騎士のほうが多少は動きが良かったりはするけどさ。

「弱いっ！　弱過ぎる！　ゴブリンといい勝負なんじゃないかお前ら」

「……一斉にかかれ！　串くし刺ざしにしろ！」

　俺の発言を聞いてキレたのか、現場指揮官らしき騎士が大人げない命令を下した。やだなー、多勢に無勢なんだから、そんなことしたら危ないだろう？

　命令を下された騎士達は一人ずつかかってくるのをやめ、連携して同時に攻撃を仕掛けてき始めた。正面から袈裟斬りに斬りかかってくる者、左右から突きで胴体を狙ってくる者、背後から斬りかかってくる者と実に忙せわしない。

　こういうのはビビって足を止めたり、防御に入ったりしたら負けである。突っ込んで連携を崩し、乱戦に持ち込むのが一番だ。というわけで袈裟斬りに斬りつけようとしてきた騎士が剣を振り下ろす前に体ごと体当たりしてふっ飛ばし、すぐに振り返って三人まとめて斬り伏せる。

　今まではゆっくりと歩いて歩を進め、襲い掛かってきたやつを返り討ちにしてきたが、あっちがなりふり構わず来るのならこちらもそれに合わせるまでだ。剣を抜き、槍を構えている騎士や衛兵達にこちらから襲いかかって次々に斬り捨てる。即死させないように斬り捨てるのって結構気を遣うんだよな。

　しかし気分は暴れん坊ジェネラルである。心なしか脳裏に処刑用ＢＧＭが流れて来る気がする。ほら、あのテーテテー、テレーテテーみたいなアレ。

　脳内で処刑用ＢＧＭを鳴らしながら暴れていたら三分もかからずに周りに立っている騎士や衛兵が居なくなってしまった。血の臭いが辺りに溢あふれかえっている。やだ、私の戦闘能力高すぎ？

　転がっている騎士や兵士達の大半があまりの激痛にひきつけを起こしたみたいにガクガクしているが気にしないでおこう。生きているって素晴らしいよな。

「成敗ッ！」

　いやしの剣に浄化魔法をかけ、血ち糊のりやらこびりついた脂やらを消し去る。刀身にヒビも刃は毀こぼれも見当たらないので、そのままメニューのマップ機能を利用して玉座の間へと向かうことにした。以前に一度訪れたことがあるので、マッピングは完かん璧ぺきだ。抜き身のいやしの剣を片手にぶら下げたまま、玉座への道を歩く。

　この前カチコミに来た時と違い、今回は正門の鐘が鳴ったせいか兵以外と鉢合わせになることがまったくないな。無論、先程からいくつも通過している部屋の中には人の気配があるのだが、別に用はないのでわざわざ突入することもない。ただし向かってくる兵は斬り捨てて行く。断末魔めいた悲鳴が響き渡るが、命に別状はない筈なので安らかに眠って欲しい。実質的に峰打ちみたいなものだ。

　暫しばらく通路を進み、玉座の間へと続く広い通路に出る。そこにはいつか見たような光景が広がっていた。重厚な鎧よろいを着込んだ重装の騎士を前面に、その後ろには槍兵や杖つえを構えた魔法兵、クロスボウを構えた射手に、長銃のような武器を構えた者もいる。どうやら王太子が開発していた鉄砲が実用化されて王城にも配備されたらしい。

「いつか見た光景にそっくりじゃないか？」

「武器を捨てて投降しろ！　今回はあの時と違って人質もいない、ここは通さんぞ！」

「ハッハッハ！　そうだな！　だが無意味だ」

　一気に魔力を集中し、大量の爆裂光弾を生成する。一発一発が一軒家を破壊する威力の破壊魔法だ。それが倍々になって増えていく。一個、二個、四個、八個、十六個、三十二個、六十四個、百二十八個──うん、これくらいで十分か。

「そ、そんなハッタリが……！」

「ハッタリじゃない！　逃げろ！」

　魔法使いらしき男が魔法に詳しくなさそうな重装騎士の兜かぶとを杖でぶん殴り、脱だつ兎とのごとく逃げ出す。それに釣られて隊列が崩れ始めるが、わざわざ待ってやるほど俺はお人好よしではない。

　俺はな！　ヒーローや魔法少女の変身を律儀に見守る綺き麗れいな悪役じゃないんだ！

「フハハハハ！　無駄無駄ァ！　消し飛べぃ！」

　乱れかけた隊列の周囲に向かって爆裂光弾の群れが殺到し、耳を劈つんざくような爆発音が連続で空気を揺るがす。直撃させると有無を言わさず消し飛んでしまうので、基本的には周りに着弾させて爆風で吹き飛ばす感じにしておく。もしかしたら死者が出るかもしれないが、この場所は玉座からモロ見えだ。あんまり手加減をすると必要な場面でも敵を殺すことができない腰抜けだと思われかねない。

「うーん、呆あつ気けない」

　死し屍し累々の大惨事になった玉座の間へと歩を進める。高級感が漂っていた白い大理石製の床は爆撃によって無惨に破壊されてしまった。ここで転こけたら洒落しやれにならんな。尖とがった石片とか落ちてるし地味に痛そうだ。

　玉座の間を守っていた守備隊は、というと全員が爆風で吹き飛んであちこちに転がっている。見える範囲では四肢がもげたりとかの重傷者はいないようだ。運が良いんだか頑丈なんだかわからんが。

「ぐっ……この程度では」

「シュート！」

「ごはぁ!?」

　足元に起き上がりそうな重装騎士がいたので、サッカーをして遊んでおいた。俺キックするから、お前ボールな！　ってやつである。俺が行ったのは健全なスポーツ的行為なので卑ひ怯きような行為でも外道な行為でもない。いいね？

　そのまま歩を進めると玉座の間の様子が顕あらわになってきた。玉座には顔を青くしたレニエード王が座っており、そのすぐ脇には王太子であるメルキスが立っている。他にもゲッペルス王国の重臣達の姿が見えるな。

「やぁ、しばらくぶりだな。落とし前をつけさせてもらいに来たぞ」

　柔らかな絨じゆう毯たんを踏み締めながら玉座への間合いを詰める。一歩、二歩、三歩。

「止まれ、下郎」

　メルキスが俺を制止する。下郎と来たか。一応は勇魔連邦の主なんですけどね、俺。

「止まってやる義理はこれっぽっちも無いな！　今更言葉で俺を止められると思うかね？」

　抜き身のいやしの剣を手首のスナップでくるくると弄もてあそびながら歩を進める。玉座までは十メートルと少し。俺にとってはとっくに間合いの内側だが、どうせなら直接剣を突きつけてやったほうが良いだろうか？　うん、そうしよう。

「何をするつもりだ。私達を斬り捨てるつもりか？　我々を殺せば、この大陸を混こん沌とんの渦に叩たたき込むことになるぞ。それがお前の望みか？」

「俺の望みじゃなくて、お前達の望みだろ。次に勇魔連邦に手を出せばこうなることはわかりきっていたことだろうに。全力で、なりふり構わず事態の収拾に動いていればこうなることも無かったんだろうにな」

「我々とて手をこまねいていたわけではない。事態の収拾には動いている」

　いけしゃあしゃあとよく言うよな。頑張ったから許してくださいってか？

「結果として事態を収拾できてないんじゃ何の意味もないな」

「だとしたらどうする？　私達を皆殺しにでもするか？」

「それもいいよな。自分の臣下をコントロールすることもできない王族なんてのは無能以外の何物でもない。居ても居なくても変わらんのではないかな？　それに約束を守ることもできないんじゃな……信用することもできやしない」

　くるくると弄んでいたいやしの剣を構えて一歩踏み出す。

「信用することができない敵対的な相手への対処方法なんてそう多くないよな。滅ぼすのが一番手っ取り早いと思わないか？」

「もうよい、メルキス。下がれ」

　レニエード王の言葉にメルキスは一瞬表情を歪ゆがめたが、すぐに元の無表情に戻って一歩下がった。
















「なんだ、今度はパパが相手をしてくれるのか？」

「あまりメルキスを挑発せんでやってくれ。あれはお主が相手だとどうにも冷静でいられないようでな」

「俺はあんたもいじめるつもりだがな。どう落とし前をつけるつもりなんだ？」

「今回、勇魔連邦への侵攻を行った反逆者共は必ず血祭りに上げる」

「当然だな。それで？」

「そやつらの資産は賠償として全て勇魔連邦へと支払う。それに加えてゲッペルス王国からも賠償金を支払おう。勇魔連邦が望むのであれば領土の割譲もするが、それは望むまい？」

「そうだな。飛び地なんぞいらんよ。開拓すればいくらでも土地は手に入るんでね」

　レニエード王の言葉に頷うなずくと、あちらも俺に頷き返してきた。

「他に何か要求は無いか？　誠心誠意応えよう」

「んじゃ遠慮なく。今、クローバーに侵攻軍の捕虜約七百名を抑留している。そいつらを早急に引き取ってもらいたい。ピドナまでの移送はサービスしてやる、転移門で簡単にできるからな」

「あいわかった。ディルク、即刻手配せよ」

「は……はっ！」

　軍務担当らしき重臣が足早に玉座の間から走り去っていく。それを横目で見ながら更なる要求を考える。大森林から拉ら致ちした亜人奴隷や捕らえたケンタウロスの引き渡しを求めるか？　どれくらいの数になるかわからんし、面倒見きれるかね……？　食料支援も取り付ければいけないこともないか。

　でも、奴隷になって主人と信頼関係や親愛の情を交わしているような人もいるかもしれんな。どうしたもんかね。うーん、偽善ここに極まれりだな。ええい、やるだけやってやらぁ。

「奴隷だ。奴隷をもらう」

「奴隷か。順当であるな。では反逆者の家族や領民を……」

「人間の奴隷は要らん。ケンタウロスを含めた亜人の奴隷をもらう。既に主人が居る奴隷に関してはゲッペルス王国が全て強制的に買い上げろ」

「それは……」

「難しくてもやってもらう。やれ」

　もうどうにでもなーれ。帰ったらお姫様三人にぶっ飛ばされそうな気がするけど、俺はやるぜ。面倒くさいことは部下に放り投げるつもりで好き勝手にやるぜ。暴君万歳！

「でもまぁ、一方的に過ぎるのも良くないよな。俺としてもゲッペルス王国に潰つぶれてもらいたいわけじゃない。折角間抜け共が切り拓ひらいてくれた道があるんだ。利用しない手は無いだろう？　うちは資金や未開発の資源はあるが、生産力に乏しいんだ」

「何だと……？」

「食料や衣料品を始めとした物資を売ってもらいたい。こちらから出せるのは金と、大樹海産の資源だ。細かい内容については後々うちのお姫様達と相談してもらうことになると思うがね」

　つまり、今回やらかした地方貴族から接収した金がまたゲッペルス王国に戻るわけだ。無論、勇魔連邦はミスクロニア王国やカレンディル王国とも交易を行うわけだから、その全てがゲッペルス王国に還元されるかは取引次第ってことになるが。

　正直に言えば食料を含めた各種物資の自給率が低い今の状況は国家としてかなり危ういが、向こう数十年の間はミスクロニア王国やカレンディル王国との間に決定的な亀裂が入るということは考えにくいし、大樹海には開発さえすれば外に売れる資源が山ほどある。開発が進めば様々な物資の自給率も上がるだろうし、資源も売り払うだけじゃなく加工して輸出できるような基盤が整っていくだろう。それに、大樹海で得られない必需品に関して言えば俺が生きている限りは、という注釈はつくが他の大陸から仕入れることすら可能なのだ。

　そんな風に色々と考えている俺をレニエード王は何か気味の悪いものを見るような顔で見つめてきていた。なんだろうか、と小首を傾げる。

「そなたの考えることはよくわからぬ。何故ここで交易の話が出てくるのだ？」

「何故と言われてもな。前にも言っただろう？　他よ所そは他所でよろしくやってもらって、交易の相手になってもらった方が助かるんだよ。本当はこんなことをしている暇があったら国内の発展に時間を使いたいんだ。あんた達といい、奴らといいなんで放っておいてくれないのかね？　わざわざ手を出されなけりゃ俺だって領地に引き篭こもって嫁達といちゃいちゃしていたいんだぞ」

　実に忌々しい。何もかもヴォールト達が悪いんだよな。奴らがちょっかいかけてこなければ俺はずっとクローバーにいたし、そうすりゃゲッペルス王国の貴族やらがクローバーに攻めてくることも無かっただろう。

「ああ、なんか色々と腹が立つやら面倒くさいやらでテンションが下がってきたな。とりあえず要求を纏まとめるが、首謀者どもをしっかりと処分してその財産を賠償として寄越すこと、それに加えてゲッペルス王国は賠償金を支払うこと。賠償の一環として亜人奴隷を寄越すこと、これには主人がいる者も含まれる。そしてゲッペルス王国は勇魔連邦との交易に応じること、条件に関しては後日相談する。あと、捕虜は本日、日が暮れる頃に城の正門に移送する。こんなところだ、何か言うことはあるか？」

「基本的にすべて吞のむことになるのだろうが、賠償金の額など、この場ですぐに決められぬものがある。それに関して後日会談の場を設けるべきだと思うが」

「そいつはごもっとも。では最初の会談を五日後の正午に行うということでどうかな。事前に何か連絡があればお互いにカレンディル王国かミスクロニア王国経由でやるってことで。魔導通信機によるホットラインの設置も検討するべきだな」

「うむ、それで良かろう」

　レニエード王が頷いたので、いやしの剣を鞘さやに収めて歩み寄り、手を差し伸べる。

「ではとりあえずこれでゲッペルス王国との交戦を終了するってことで握手」

「う、うむ」

　握手に応じたレニエード王の手を握り、耳元で囁ささやく。

「次に何かあれば問答無用で全て滅ぼしてやる。ゲッペルス王国の全ての主要都市を住人ごと更地に変えてやるから覚悟しておけよ」

　顔面蒼そう白はくになるレニエード王の肩を軽く叩き、微笑んでから踵きびすを返す。ああ、報告するのが憂ゆう鬱うつだなぁ。クローバーに長距離転移をすべく魔力を集中しながら俺は溜ため息いきを吐いた。








第五話　～家族サービスをすることにしました～









　やぁ、タイシだよ。顔を突き合わせて小声で何か相談しているお姫様三人を前に絶賛正座中のタイシだよ。かれこれ十五分くらい経ってるんですけど、そろそろ許してくれませんかね？

「タイシさん」

「はい」

　話し合いは終わったらしい。俺は背筋を伸ばして返事をする。

「タイシさんはこの世から奴隷という存在を無くすつもりですか？」

「いや、そこまでは考えてないぞ。ただ、奴隷の血筋だからってその子孫も奴隷ってのはどうかと思ってる。借金奴隷や犯罪奴隷まで否定する気は無い」

　神妙な顔で問いかけてくるマールに俺も真剣に答える。問題が無いわけじゃないと思うが、借金奴隷はこの世界においてセーフティネット的な役割も果たしているしな。犯罪者が犯罪奴隷に落とされて様々な用途に利用されるのは懲役刑のようなものだと思うし。まぁ、犯罪奴隷は使い潰されることも多いみたいだから余程運が良くない限り実質的に死刑みたいなもんらしいけどね。

「ですが、そうなるべくしてなった奴隷というのもいますわ。大量の奴隷を受け入れて自由民などにしたら治安が悪化しますわよ」

「そこは上う手まくやれないかなぁと。今だって衣食住の面倒は俺らが見てるようなもんじゃん？　人が増えれば勿もち論ろんトラブルは増えるだろう。でも、今までに培ったノウハウもあるし、切り抜けられるんじゃないかと思う。少なくとも衣食住の提供はできるわけだし、なんだかんだで仕事は山ほどあるだろう？　開拓すべき土地もまだまだあるわけだし、人手は全然足りてないと思うんだ」

「確かに人手は足りていませんが……」

「国民を、働き手を増やすことは急務だろ？　奴隷という形で増やすのは手っ取り早いと思うんだ。基本的に、今このクローバーにいる住民の大半は同じような境遇だしな」

「ですが、主人の居る奴隷も強制的に買い上げて連れてくるんですよね？　そういうのはどうするのですか？」

　ティナが冷たい目で睨にらんでくる。はい、すみません。

「そういう主人がいるところから無理矢理引っ張ってきた奴隷に関しては、元の主人のところに戻りたいなら戻してやろうかなと。そこら辺は俺のわがままだし、戻す作業に関しては転移で飛び回ってケアするよ。とりあえず引き離すことに意味があるんだ、表面上、良好な関係を築いている主人の居るところでは本音は話せない、なんてこともあるだろうしな」

　それに、奴隷として過ごしている人の中には誰かに依存していないと生きていけない、というような人もいるかもしれないしな。敢あえて奴隷としての生活を望むような人だっているかもしれない。

　その時はできるだけ希望を叶かなえられるように動くさ。

「迷惑をかけるのは重々承知だ。奴隷の件に関しては完全に俺の我わが儘ままだ、すまん。でも、ピルルみたいにどこかから攫さらわれてきたような境遇の奴隷もいるかもしれない。そんな奴らを故郷に帰してやることができるのは、俺しかいないんじゃないかと思うとな……いや、多分俺しかいないんだよ。だから、できることはやりたいと思ったんだ。こんな時でもないと頭ごなしに奴隷をよこせなんて言えないし」

　俺の言い訳を聞いた三人は互いに顔を見合わせ、深く溜息をついた。

「タイシさん。タイシさんはとてもすごい力を持つ勇者様です。でも、所しよ詮せんは一人の人間なんですよ。タイシさんが何もかもを背負う義務なんて無いんです。目についた不幸の全てを救済しなきゃならない、なんてことは無いんですよ？」

「そうですよ。旦だん那な様が身を粉にして他人を不幸から掬すくい上げて、それにかかりきりになってしまったら、一体いつ旦那様自身は幸せになれるんですか？　自分を犠牲にして働き続けて、いつ自分は幸せになるんです？」

「あなたは見も知らぬ誰かではなく、私達を幸せにすべきです。そして何より、あなた自身を幸せにすべきです。あなたは生き急いでる、なんて話を他の人から何度か聞いてもいまいち実感できていませんでしたが、今ならその言葉の意味がよくわかりますわ。もっと優雅に、のんびり、余裕を持って生きるべきだと思いますわよ？」

「あー……その、ごめんなさい」

　三人に口々に言われてしまってなんも言えねぇです、はい。

「今回の件に関してはわかりました。不安はありますが、上手くやってみせましょう。勿論タイシさんにも存分に働いてもらいますが……良いですか、タイシさん。次に同じようなことがあったらキツくお仕置きしますからね？」

「お仕置き、ですか」

「お仕置きです。クスハさんに縛り付けてもらって、私特製のカクテルポーションを投与して……これ以上は言えませんね」

「やだこわい」

　マール特製のカクテルポーションとか怖いです……震えてきやがった。そんな得体のしれないものを投与した上で一体何をするんです？　マジで怖いんで勘弁してください。

「マーリエル、お説教は終わりですの？」

「そうですね、あまりタイシさんをいじめるのも可哀想ですし。奴隷の件はともかく、捕虜の件と賠償金の件、それに交易の件も悪い話じゃありません。三国全てと交易ができるのであれば、上手くやれば勇魔連邦が大陸中央の貿易を全て握れるようになりますからね」

「調整が大変そうですね……上手くやりましょう」

「うむ、よきにはからえ」

　三人に睨まれる。ちびりそうになった。ゆるして。

「ま、良いですけどね。私達はタイシさんの望むとおりに上手くやりますから。ご心配なく」

「はい、頑張ります。大変ですけど」

「ちゃんと資金と物資を調達する甲か斐い性しようはありますものね。お城で腐っていたり修道院でお祈りをしていた頃に比べると、今の生活が刺激的で楽しいのは確かですわ」

「本当にありがとうございます」

　とりあえず土下座しておいた。うん、正直に言えば俺一人じゃ国の運営なんてできやしないからね。難しいことはそういう教育を受けて、かつ様々な問題が出た時にそれを解決するコネを持っている彼女達に頼る他無い。

　俺にできることなんて外敵をぶっ倒して土魔法で家建てて、食い物やら金やら食料やら用意するくらいのことだからね。人を使って何かするとか、街や国を治めるためのノウハウなんて無いんだ。

　俺と勇魔連邦民達の健やかな生活は嫁達の奮励努力によって維持されているのだ……感謝を忘れてはならない。

「終わった？」

　背後から聞こえてきた声に振り返ると、廊下からちょこんと顔を出すメルキナとカレンの姿があった。なんか可愛いな、それ。

「終わりましたよー。私達はもう少し話し合うので、タイシさんを持っていってください」

「わかったわ。行きましょ、タイシ」

「武勇伝を私達にも聞かせるべき」

　二人が正座をしている俺の両脇を抱えて俺を立ち上がらせる。結構な時間正座していたはずなのに全然足が痺しびれていないな、これもレベルアップによるステータス補正の影響だろうか。

　二人に引っ張ってこられたのは食堂である。朝から動き始めてゲッペルス王国から戻ってきたのが昼前だった。その後マール達に色々と報告し、お説教されて今は昼を少し過ぎたところである。

　つまり、昼飯時だ。

「今日はサンドイッチよ」

「マール姉達のところにも今頃運ばれている」

　今日の献立はサンドイッチとサラダのようである。サンドイッチの具は野菜や焼いた肉、ポテトサラダなどのようだ。サラダはポン酢を利用した和風ドレッシングが使われているようである。

「お疲れ様じゃの。ささ、席についてゆるりと休むが良い」

　食堂に集まっていたのはクスハとシェリーだけだった。

「他の皆は？」

「シータンとデボラ姉は捕虜の炊き出し」

「フラムとエルミナ、リファナも捕虜の管理やらなにやらで外じゃな。昼食は外でとると言っておったぞ」

「このサンドイッチは朝のうちにデボラ姉が作っていったんですよ」

「なるほどな……んじゃ、食いながら話すか。いただきます」

　全員でいただきますをしてからサンドイッチにかぶりつく。うむ、美う味まい。

「それで、主あるじ殿は何をやらかしてお嬢達に説教されていたのじゃ？」

「うむ……それがな」

　捕虜の引き渡しや賠償金に関しては事前にマール達に言われていた通りに要求を通したのだが、それに加えて独断で亜人奴隷の受け入れと通商に関しても要求をしたことを怒られたと説明する。王城への突入時に多数の騎士や兵士を斬り捨てた件に関してはぼかして伝えた。食事中にする話じゃないしな。

「それは怒るじゃろう……」

「私は悪いことじゃないと思うけど。色々と面倒はあるだろうけどね」

「マール姉達が怒るのも仕方ない」

　流石に全面的な肯定意見は皆無で、否定的な意見が多いな。ですよね。

「どうしてそんなことをしようと思ったんですか？」

「どうして、か……一つはケンタウロスだな。俺が助けてクローバーに保護したのは一部にすぎないだろ？　ゲッペルス王国に残っていたケンタウロス達の抵抗勢力は駆逐されただろうし、捕らえられたケンタウロス達はきっとまともな扱いを受けられないだろうと思ってな。それならいっそ全部面倒を見てやろうかなと。なんだか寝覚めが悪いじゃないか」

「なるほどの。ではそれ以外の亜人奴隷はどういうつもりじゃ？」

「大森林の外から亜人を攫いにくる人間の奴隷商人がいるって話を聞いたんだよ。どうせならそういう奴らも故郷に帰してやりたいと思ったんだ。クローバーでの生活が気に入るなら住んでもらっても良いと思ったしな。実際の所、人手も足りないし……まぁ全部俺の自己満足だよ」

　完全に俺の我儘以外の何物でもない。人間の奴隷は見捨てているわけだしな。何故亜人奴隷に限定したのかといえば数の問題と親和性の問題だ。クローバーの住人の殆ほとんどは獣人やケンタウロスなどの亜人だ。人間よりも亜人のほうが住人達に受け容いれられやすいだろうと考えたのだ。

　そういった俺の考えを話して聞かせると、最終的に皆は納得してくれた。

「タイシはお人好よし」

「そうね、お人好しね。でも、良いんじゃないかしら。一人でも多くの人を幸せにしようってことでしょう？　私は良いことだと思うわよ」

「そうじゃな。多少浅せん慮りよかと思わないでもないが、主殿は主殿の思うようにするが良い。妾わらわ達はそれを支えるだけじゃ」

「色んな人が増えるのは、少し楽しみです」

「君らは本当に……なんでそんなに俺を全肯定してくれるのかね」

　なんというか、あまりにも全肯定されすぎて逆に居心地が悪い。なんというかこういう雰囲気は危うい気がしてしまう。

「別に妾達も何も考えずに主殿を全肯定しているわけではないぞ。主殿がやろうとしていることが悪行であれば命を懸けてでも止める」

「そうよ。もしタイシが凶行に走るようなら子供を産んでから刺し違えてでもタイシを殺して、私も死ぬわ」

「急に重い!?　重いよ君達！」

「主殿の力をそれだけ評価している……というのは違うの。実感しているということじゃよ。主殿が本気でこの世を滅ぼそうと思えば、止められるのは妾達の他には神々しかおらぬじゃろうしな」

「責任重大」

　平然とそんな重い発言をする三人とは裏腹に、シェリーはなんだか沈んだ表情だ。

「そういう話は嫌い……」

「そう心配するな。主殿は底抜けのお人好しじゃからな、まずそんなことにはならぬよ。むしろ、気をつけるのは妾達のほうじゃな」

「そうね。タイシに酷いことをさせたくなければ私達が気をつけなきゃいけないわ。私達に何かあったらタイシはきっと大暴れするだろうから」

「うん……今日みたいなことをタイシにさせちゃダメ。タイシがかわいそう」

　カレンが不思議な物言いをしたので、思わず視線を向ける。琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが俺の目をじっと見つめていた。

「隠しても無駄。私もシェリーも匂いでわかる」

「……そっか」

　どうやら大暴れの内容をぼかして伝えたのは無駄な抵抗だったらしい。しっかりと浄化はしたのだが、そのくらいでは獣人の嗅きゆう覚かくはごまかせないようだ。何十人もの兵士を一太刀でバラバラに引き裂いた、あの瞬間が脳裏を過よぎる。

「何やら思い詰めた顔じゃな」

「タイシが沈んだ表情をしている時は甘やかしてやるのが一番効くとマール姉が言っていた」

「ふむ、ならば妾達で存分に甘やかしてやろう」

「良いわね」

「私も、頑張ります」

　皆に手を引かれ、リビングに連れて行かれて存分に甘やかされる。メルキナに膝ひざ枕まくらしてもらったり、カレンとシェリーをモフったり、クスハに抱きしめられておっぱいに癒やされたりした。なんか帰ってきてからこんな感じで甘やかされてばっかりな気がするな。

「外で好きなように暴れて、帰ってきたらこんなふうに甘やかされてたらそのうちダメ人間になりそう」

「良いわよ、ダメ人間になっても。そうしたら私達がタイシを養ってあげるわ」

「そうじゃな。これからまた人が増えれば忙しくなるじゃろうが、それも落ち着けばあとはのんびり交易しながら周りを開拓するだけで勇魔連邦は安泰じゃの」

「私とシェリーが樹海を畑にする」

「あとは皆に子供ができれば完かん璧ぺきですね」

　左右にメルキナとシェリーを侍はべらせ、膝ひざの上にカレンを乗せて後ろからクスハに抱きつかれる。なんという最強の布陣。特に後頭部の柔らかさが最高だ。沈んだ気分も絶好調である。おっぱいは偉大だな。

　そうやって甘やかされていると話し合いを終えたのか、マール達がやってきた。

「ズルいです。私もタイシさんからエネルギーを補給したいです」

「あの、私も」

「私もですわ。頭を使うと疲れますのよ」

　今まで俺にくっついていた四人と交代してマール達三人が俺にくっついてくる。メルキナ達は満足したのか、何か編み物をしたりお茶を淹いれたりし始めた。ふむ、メルキナもクスハに倣って何か裁縫をしているんだな。

「メルキナは最近赤ちゃん用のよだれかけとかを縫ってるみたいですよ」

「赤ちゃんといえば、名前も決めなきゃいけませんね」

「そうですわね。貴族や王族の場合、先祖の名前をつけることも多いですけれど……」

　生まれてくる赤ちゃんの名付け論議は紛糾した。

「……何やってるんですか？」

　そろそろ陽が傾き始めようかという頃、死し屍し累々となっていたリビングに救いの女神が現れた。部屋中に名前候補が書かれた紙片が散乱し、参考資料にしようとした本が転がっている。俺達も転がっている。

「いや、生まれてくる赤ん坊の名前をどうするかという議論の果てにこうなってな……」

　リビングの惨状にフラムが呆あきれている。どういう経緯でこんなバイオレンスな感じになったのかは説明できない。妊婦も居るしじゃれあいみたいなもんだ。現に二人はソファに座ったまま突っ伏しているだけだし。ちょっと始原魔法でスキンシップをしただけである。この中では一番魔力が低かったネーラと逆に魔力が高かったクスハが人様には見せられない顔になっているけど。

　前者は一撃でノックダウンし、後者は容赦なく集たかられて潰つぶされた。俺？　俺はほら、本気出せば全員一撃でノックアウトだから。今、俺が無事であることが何よりの証明だろう？

「なにやってるんですか……そろそろ捕虜の移送時間なので、お願いします」

「わかった。おお、おかえりデボラ！　良いところに帰ってきたな。後は頼んだ！」

「ああ、ただいま──って、えぇ？　なんだい？」

「すみませんデボラさん、私にも仕事があるのでここは任せます」

　俺とフラムは速やかにその場を離脱する。割と全力疾走だ。背後でデボラの怒りの咆ほう哮こうが聞こえた気がするが、きっと気のせいである。さぁ、お仕事お仕事！





─☆★☆─






　デボラを振り切った俺達は捕虜収容所へとたどり着いた。後が怖いが、優しいデボラならきっと許してくれるはず。

「？　お二人ともそんなに急いでどうしたんです？　お水飲みますか？」

「ありがとう、シータン。一杯貰もらう」

「はぁ……はぁ……すみません、私も」

　この程度では俺はなんともないが、フラムにとってはキツかったようだ。そりゃ三百メートル以上全力疾走してきたもんな。これで息切れをしていない俺が異常なんだ。

「ふぅ。あと怖いのは夕食だな」

「夕食抜きにされたらご主人様が責任を取ってくださいね」

「任せろ」

　ストレージの中には遺跡から発掘してきた缶詰やレトルト食品が大量に入っているからな。デボラに許してもらうまで食いつなぐくらいなんでもない。でもデボラは優しいからちゃんと謝れば許してくれるだろうな。俺達の夕食だけ謎肉にされる恐れはあるけど。

「来たわね。今回は私達も同行して良いかしら？」

「そりゃ構いませんが、別に面白くもなんともないと思いますよ」

「森の外の景色ならなんでも珍しいから」

　エルミナさんとリファナもフラム達の手伝いをしてくれていたようだ。二人ともついてきてもらうこと自体は別に何の問題もないので了承しておく。

「捕虜の移送が終わったらあとは帰るだけだし、ゲッペルス王国の王都を少しぶらつきますか」

「あら、良いの？」

「少しだけですけどね。シータンも一緒に行くか？」

「良いんですか？」

「勿もち論ろんだ。それじゃあ始めようか」

　フラムに目配せをして移送を始める。まずはこちらで名簿を使って点呼し、それから移送して向こうにもリストを渡してチェックさせる。出発前と到着後にチェックして漏れを無くすわけだ。

「んじゃ、カレンディル王国の時と同じ手て筈はずで」

「はい、お気をつけて」

　リストのチェックが終わったのを確認し、ゲッペルス王国の王都ピドナへと長距離転移で飛ぶ。転移先は俺がぶっ壊した正門前だ。

「ぬぉっ!?」

「うぉわっ!?」

　転移先がなんかいかついおっさんの目の前だった。お互いにびっくりして咄とつ嗟さに後方に跳ぶ。どうやら正門前に展開していたお迎え部隊のど真ん中に転移してしまったようだ。目の前のおっさんだけでなく周りにはそこそこの数の騎士や兵士が展開していた。

「貴公……タイシ殿だな？」

「そうだ。すまんな、びっくりさせて。あんたは？」

「我が名はクン＝ウー。ゲッペルス王国四勇者筆頭である」

「ふむ……」

　クン＝ウーと名乗った偉丈夫を観察する。立派な鎧よろいと大型のグレイブのような武器を装備している。これで長くて美しい髭ひげが生えていたらまるで関羽だったんだがな、惜しい。しっかりと身だしなみを整えて無ぶ精しよう髭ひげも生えていないナイスミドルだ。

「貫かん禄ろくがあるというか、見るからに強そうだ」

「貴公にそう言われても世辞にしか聞こえんな。それよりも、お互いの用事を済ませたほうが良いのではないか？」

「それもそうだな。これが捕虜の名簿だ」

　クン＝ウーに名簿を渡すと、彼は傍に控えていた騎士の一人に名簿を預ける。まぁ、勇者筆頭が自ら捕虜の名簿チェックなんかしないよな。

　ゲッペルス王国側の指示に従って転移門を開き、捕虜の移送を開始する。

「そちらのご婦人方は？」

「俺の家族だ。捕虜の管理を任せていた」

「……なるほど？」

　フラムやエルミナさん、リファナはともかくシータンはどういう存在なのだろうと首を傾げるよな。うん、その気持ちはわからんでもない。でも、デボラと一緒に捕虜達の胃袋事情に尽力してくれたんだぞ。ほら、捕虜の皆さんも礼を言ってるだろ？

「世話になったな、獣人の嬢ちゃん」

「メシ、美う味まかったぜ」

　ほらな？　でもお前ら、お触りは厳禁だ。シータンをモフっていいのは俺だけなんだよ。挨あい拶さつをしていく捕虜達に対してシータンは笑顔で手と尻しつ尾ぽを振っている。天使か。

　そして捕虜の引き渡しが終わる。約七百人ということもあってそれなりに時間がかかったが、まだ陽が落ちるまでそれなりに時間があるだろう。少しばかりゲッペルス王国の王都観光をする時間はありそうだ。

「これで捕虜の引き渡しは完了だな」

「ああ……待て、どこへ行く？」

　それじゃあな、と手を振って歩いて立ち去ろうとする俺達をクン＝ウーが引き留める。

「いや、日が落ちるまでの間嫁達とピドナ観光をしようかと」

「よりによって大暴れしたピドナでか……豪胆だな。いや、そちらのご婦人も只ただ者ものではないようだし、何があってもなんとでもなるということだな？」

　クン＝ウーの視線がエルミナさんに向く。視線を向けられたエルミナさんは全く気負うこともなく静かに微笑んだ。うん、エルミナさん、君よりレベル10高いからね。

　エルミナさんのレベルは脅威の51、俺の知る中で最も高レベルだ。剣術レベル５＋を誇る現ミスクロニア国王にして剣の勇者であり、俺の義父でもあるエルヴィン＝ブラン＝ミスクロニアでさえレベル45。樹海に住み、五百歳を超えるクスハでもレベル38、目の前のクン＝ウーは41。

　レベル75の俺は別格としてもエルミナさんの強さは破格である。スキルとかもチラ見したが、弓術とか風魔法とか普通にレベル５だったしね。

「まぁ、そんな感じだな。んじゃ、時間もないしまたな。次は五日後だ」

　クン＝ウーに別れを告げて城の正門から移動を始める。前に戦った四勇者（笑）と違ってクン＝ウーは落ち着いていて紳士的だし好感の持てるおっさんだったな。いきなり斬りかかってこないし。すぐに俺に斬りかかってくるこの世のおっさん達はクン＝ウーの爪の垢あかでも煎せんじて飲むべきだと思う。

「さて、何を見るかね」

「お店はもう殆ほとんど閉まってしまう時間ですね」

「そうなのね。でもまだ開いているお店もあるみたいよ？」

「酒場とかばっかだな。ああ、酒屋なんかは開いてるんじゃないか？　ゲッペルス王国の酒を土産に持って帰るなんて良いんじゃないかね」

「それは良いわね。ちょっとした料理なんかも買って帰ったら？」

「そうですね、少し摘つまんで美お味いしかったら皆に買って帰ったら良いと思います！」

　四人とワイワイ話しながら中央通り沿いの店を冷やかして歩く。シータン以外は自分の身を守れるから大丈夫だが、殆ど戦う力が無い上に小さいシータンが逸はぐれると大変なので、手を繫つないで歩く。

　リファナさんや、そんなに羨うらやましそうな顔をするんじゃありません。ここは人生の先達としてシータンに譲る寛大な心を持って欲しい。

　五人で大通りを練り歩き、屋台の串くし焼やきや軽食を摘まみ食いしては気に入ったものを大量に購入していく。屋敷で待っている皆へのお土産という意味もあるが、俺のストレージならできたて熱々のまま保管しておけるし、出来上がっている料理が一度に大量に必要になるような場合もある。それこそケンタウロス達を保護していた時みたいに、腹を空かした奴が大量に発生した時とかな。

　流石に武装した四人＋小さな獣人一人という組み合わせの俺達に絡んでくるような間抜けも出てこなかったため、トラブルもなくピドナ観光は進んだ。もっと遅い時間だったら酔っぱらいに絡まれるということもあったのかもしれないけどな。むしろ酒屋の人に怯おびえられたよ。そりゃいきなり完全武装の人がワラワラ入ってきたら怖いよね。俺以外は皆綺き麗れいな女の子だったおかげかすぐに店主のおっちゃんは安心したみたいだけど。

「これは飲んだことのない酒だな。材料は何を使ってるんだ？」

「へぇ、酒を作る地方によってまちまちですが、餅もち米ごめや麦ですね。焦がした砂糖を添加するところもありやす。ホットワインみたいに温かくして飲むのも美味いですよ」

「こっちのお酒はかなり強いわね」

「そいつは蒸留した品です。エルフの奥方」

「あら、うふふ」

　奥方と言われたのが嬉うれしかったのか、エルミナさんが頰に手を当てて微笑む。強いお酒を試飲して少し酔いが回っているのか、激烈に色っぽい。その笑みを目の当たりにした店主がゴクリと生なま唾つばを飲む。

「俺のだぞ」

「へぇ、わかってまさぁ。いや、しかしお羨ましい」

「そうだろうそうだろう。それにしてもどの酒もカレンディル王国やミスクロニア王国じゃあまり飲んだことのない酒だな」

「どちらの国も産物が偏り気味ですからね。ゲッペルス王国は麦も米も果物も満遍なく作れるんで、昔から色んな酒が作られてるんでさぁ。昔から魔物も弱くて少ないお国柄ですし、酒を作る余裕が多かったんですな。おかげで料理や酒造りに関しては一いち日じつの長ちようがあるってわけで」

「なるほどなー」

　確かに、この店にはワインも清酒も濁り酒も揃っている。それに、最初に飲んだ方の酒は紹興酒っぽかった。紹興酒ってザラメとか氷砂糖とか梅干しを入れて飲むんだっけ？　いや、あれは本場ではやらないって聞いた気もするな。どっちが真実なのかね。

　でもまぁ、クセはあるけどこのままでも十分に美味いし、気が向いたら試してみるかな。

「よし、買った。この店の酒、買えるだけ貰ってくわ」

「買えるだけって……本気ですかい？」

「おう、本気だぞ。沢山買う分おまけしてくれよな」

　ザラザラチャリンとお店のカウンターに金貨を積み重ねて見せる。

「ハイヨロコンデー！」

　店主が喜びの声を上げる。酒はいくらあっても困らないからな。俺は嗜たしなむ程度にしか飲まないが、酒はこの世界では数少ない娯楽の一つだ。飲んだことのない珍しい酒は誰でも喜ぶし、貨幣経済がまだそんなに浸透していない勇魔連邦においては報奨品としても使い勝手が良い。

　あと、先程お酒を買った時にザラメの存在を思い出したので店主に売っている場所は無いかと聞いたら、砂糖やザラメを扱っている店がすぐ近くにあるというのでそちらに紹介してもらい、砂糖やザラメも大量に買った。確かザラメは煮物と相性が良いはずだし、わたあめ作りにも使える。

　わたあめなら作り方も知ってるし、作ったら皆喜ぶんじゃないかな？

「あざっしたー！」

　商品一掃でテカテカお肌になった二人の店主に見送られ、酒屋と雑貨屋を後にする。

「悪くない買い物だったな」

「そうね、美味しいお酒だったし良い買い物だったわ」

「しかし、あんなに沢山買っても良かったのですか……？」

　エルミナさんがほっこりとした顔で笑い、フラムが心配そうな顔をする。

「大丈夫、あれはクローバーというか勇魔連邦の国家予算とかじゃなく俺のポケットマネーだし」

「タイシってお金持ちなのね」

「すごいです！　それにあれだけ砂糖があればお菓子もたくさん作れます！」

　リファナは高価な酒や砂糖を大人買いできる俺の財力に素直に感心し、シータンは大量の砂糖に大興奮だ。うん、虫歯になったり糖尿病になったりしたら大変だからほどほどにな。

「そりゃこれくらいの甲か斐い性しようはな」

　実際の所、自分の資産がどれくらいなのか自分でも正確には把握してないんだよ。沢山だ。

　俺の持っていた現金や財宝の類の九割くらいをクローバーの時空庫に入れて勇魔連邦の資金としてもらっているが、残りの一割でも金貨数千枚に宝石が沢山って感じだからな。金貨百枚弱で大量にお酒を買ったとしても何の問題もない。

　というか、この酒の大半もうちで消費するものじゃなく、多分クローバーの功労者に振る舞う報奨みたいな感じで使うことになるだろうしね。いくらかは雑貨店にも卸すことになるだろうし。

「どうやってそんなにお金を稼いだの？」

「色々だなぁ。一番最初に大量に稼いだのはアレだ、剣や槍やりなんかを作りまくってカレンディル王国に売った」

「ああ……あの時は凄すごかったですね。朝から晩までひたすら鉄を打ってましたし」

「今でもたまに夢を見るぞ……一人でやる量じゃなかったよな。もう二度とやらん」

　何本打ったかなんて覚えてないぜ。忘れ去りたい記憶だな。

「んで、その次に大きく稼いだのは大だい氾はん濫らんでぶっ殺した魔物素材の売却益と、カレンディル王国の報奨金だな。特にドラゴンの素材が美味しかった」

「ドラゴンって見たことないわ」

「デカいですよ。ベヘモスを二倍くらいにして翼を付けたような感じです」

　あの時は大変だったな。仕留めたは良いものの、下敷きにされて死ぬところだった。

「その後はミスクロニア王国で……いや、聞かなかったことにしてくれ」

「ああ……」

　俺の目は死んだ魚のようになっていることだろう。理由を知っているフラムが同情するような視線を向けてくる。うん、イルさんに色々仕事をやらされた時に手に入れた資金がね、結構あるんだ。後ろ暗いこともやったからあんまりオープンにできない。考えてみれば、まだまだ甘ったれていた俺にいざという時の非情さとか度胸をつけさせるためのイルさんの教育だったんじゃないだろうか、あれは。

「んで、大樹海の産品も資金源だな。なんだかんだで俺の財産はほとんど魔物を狩って得たものだな」

　今なら魔導具や魔法文字を刻印した武器でも荒稼ぎできそうだけどな。でも、他国にそういう便利なものを流出させすぎるのも国防上の理由であまりよろしくない。

「タイシくんは自分の力で全てを手に入れてきたのね」

「自分の力っつっても、リアルに与えられた力ですけどね。まぁ、全部が全部でもないですが」

　イージーモードなのは確かではあるが、それなりに苦労もしている。自分の努力が全くないというわけでもない。

「もしリアルに力を全部奪われたら養ってください」

「どうしようかしら？　タイシくん次第ね」

「エルミナさんは厳しいなぁ」

　話をしながら皆で観光をしている間に陽も落ちた。そろそろ帰るべきだな。

「そろそろ帰るか」

「はい、どうしますか？」

「適当な路地裏で」

　皆で手近な路地裏に入り、身を寄せてもらって転移でクローバーへと飛ぶ。一瞬のブラックアウトと浮遊感の後に景色が切り替わった。俺達の目の前には見慣れた屋敷の姿がある。

「ほんとに便利な魔法ね。ちょっと移動する瞬間が気持ち悪いけど」

「そればかりは仕方がないな。多用してる俺ですら未いまだに慣れない」

　鳥肌でも立ったのか、リファナが自分の二の腕をさするようにしながら震えている。よく見るとシータンもなんか全体的に毛が膨らんでるな。かわいい。

　館の扉をくぐりながらわたあめ作りのことを考える。作り方の仕組みは覚えてるし、構造もそう難しくない。とりあえず回転するモーター的なものを魔導具で作れば……と考えていたところで顔に柔らかいものがぶつかり、視界が覆われて真っ暗になった。なんだろうとふと顔をあげる。

「おかえり」

「ただいま」

　笑顔のデボラだった。危機感に従って身を引こうとするが、それよりも早くデボラの屈強な両腕が俺を抱きしめ、再び俺の顔がデボラのダイナマイツな双丘に埋もれる。

「むふー！」

「帰りを待っていたよ」

　デボラの腕が締まり、俺を強く締め付ける、ぐおああああ!?　肋ろつ骨こつが！　背骨が！

「後始末は大変だったよ？　何せ私一人だったからねぇ？」

「ちょ、まっ……」

「かえってきてくれて！　うれしいよ！」

「グワーッ!?　た、助けっ!?」

　俺と一緒に行動していた四人に視線を向けるが、既に逃走したのか影も形も見当たらない。み、見捨てられた!?

「ふふふ、逃さないよ？」

「ゆるして！　アババババババ!?」

　デボラのベアハッグが俺を苛さいなむ。ミシミシと肋骨と背骨が立てる不穏な音を聞きながら、今後決してデボラを怒らせないようにしようと心に決めた俺であった。
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「「むー……」」

　食後、今日のお土産である酒を出したところ、マールとメルキナが不満げにぷくーっと膨らんだ。

「妊娠中の飲酒はお腹の子供に悪いからね。我慢しなさい」

　エルミナさん、温めたお酒を飲みながらそんなことを言っても逆効果だと思います。

「私も不満」

　カレンは酒が苦手なので、こちらも不満げだ。シェリーとシータンは割といける口である。こちらの世界では年齢制限などありはしないので、子供でも普通に飲むのだ。とは言ってもあまり小さな子供に飲ませるのは良くないともされているらしいけど。彼女達は俺と結婚もしているし立派な大人なのでお咎とがめなしだ。

「私は甘い蜂はち蜜みつ酒とかの方が好きだね」

「温めたやつにザラメを少し沈めて飲んでみるといい」

「お酒に砂糖を入れるのかい？　うーん……？」

　俺のアドバイスを聞いたデボラが変な顔をしながら酒しゆ盃はいに一摘まみのザラメを入れて飲み始める。

「んー、悪くはない？　のかねぇ？」

　微妙らしいが、そのままよりは良いのかちびちびと飲み始める。しかしマールとメルキナとカレンは不機嫌なままだな。よし、ここは俺が一肌脱ぐか。

「よし、ちょっと道具を作ってくる」

「急にどうしたんですか？」

「ご機嫌斜めの君達にふわふわで甘い魔法みたいなお菓子を作ってやろう」

「それはいいわね！」

　お菓子と聞いてメルキナの顔がぱぁっと笑顔になる。カレンも羊耳をピコピコと動かして期待に目を輝かせている。これは気合を入れて作らねばなるまい。

「そのためにはまずお菓子を作るための道具を作らねばならない」

　というわけで工房へと向かう。わたあめ機の構造そのものはそんなに難しいものでもない。小さな穴が無数に空いた容器の中でザラメを融解させ、その容器を回転させて溶けたザラメを遠心力を利用して糸状に飛ばすだけである。やろうと思えば乾電池で動くモーターと空き缶、アルコールランプ、桶おけといった材料で簡単に作れるのだ。

　そして、今の俺には最高レベルの鍛か冶じスキルと魔導具作成スキルがある。楽勝である。

「まずは材料作りだな」

「どんなものが要るんですか？」

「ザラメが溶ける熱に耐えられる材質の器だな。小さめの口がついた円筒状のもので、コップくらいの深さのものがいい。金属製のものがいいかな？」

「それなら私の錬金工房にちょうど良いのがありますね」

　というわけでマールの錬金工房に向かう。俺の鍛冶工房のお隣である。さらば俺の鍛冶工房。

「ガラス製のものもありますけど」

「小さい穴を空けるから金属製のほうが良いかな」

「ならこれを」

　マールから受け取った銅製のカップに空間魔法で小さな穴を無数に空ける。うん、こういう精密作業には最適だな、空間魔法。俺でないと魔力切れでぶっ倒れるだろうけど。そしてカップの底に加熱の魔法文字を彫る。

「ザラメが焦げた……」

「溶かすなら百六十℃から百八十℃くらいですよ」

「なるほど」

　錬金術でも砂糖はよく使うのでマールはとても詳しかった。俺は大体百八十℃くらいになるように魔法文字を刻印し直す。

「うん、あとはこれを回転させるんだが……」

「遠心分離機を使ってみますか」

「そうだな、飛び散ったら大変だから桶の中でやろう」

　マールと二人で遠心分離機を改造し、わたあめ機が完成した。錬金術も便利だな……金属同士をこんなに簡単に接合できるとは。

「よし、実験だ」

　銅製のカップが十分に温まったのを確認し、遠心分離機を作動させてからザラメをカップに投入する。

「なんか蜘く蛛もの糸みたいなのがいっぱい出てきたわ」

「甘い匂いがする」

　カレンがクンクンと鼻を鳴らすのを横目に木の棒にわたあめを絡ませていく。ふむ、これは少しコツがいるかな？　どうやら全てのザラメが放出されたようだ。

「じゃーん、これがわたあめだ」

「確かに綿みたいにふわふわですね」

「どうやって食べるの？」

　わたあめを指で少しちぎり、首を傾げるメルキナの口元に持っていく。

「はむっ……甘い！　ふしぎ！」

　私も私もと言ってくるマールとカレンにもわたあめをちぎってあーんしてやる。

「ふわぁ、これは不思議ですね。口の中で溶けちゃいます」

「おいしい」

　三人とも気に入ってくれたらしい。どんどんわたあめを作り、一人に一つ行き渡らせる。

「雲を食べてるみたいですね！」

「そうね、面白いわ。作るのも楽しそうね」

「でもちょっとべたつく」

「人肌で簡単に溶けるからなぁ……よし、これを持ってリビングに戻ろう」

　急造わたあめ機をストレージに収納し、四人でわたあめを食べながら移動する。

「あら？　なぁに？　それ」

「わたあめです。タイシさんの世界のお菓子だそうですよ」

　一見お菓子に見えないわたあめはリビングに残っていた飲ん兵べ衛え達の興味を惹ひいた。俺は急造わたあめ機をストレージから取り出し、目の前でわたあめを作って見せてやる。

「甘いわね……不思議な食感だわ」

「食べた気がせぬの」

「お酒には合わないわねぇ」

　と言いつつクスハもエルミナさんも満更でもなさそうな表情だ。他の娘もおおよそ気に入ったようである。

「あんま食べ過ぎるなよ、虫歯になるぞ。要はこれ砂糖だからな。食い過ぎは身体に良くない」

　毎日食ってたら太るか糖尿病まっしぐらな気がする。

「俺の住んでた所ではお祭りの時とかに屋台で売る手軽なお菓子って感じだったな。常食するものではない」

「ふむ、お祭りの時にですか……でもこのわたあめは売れそうですね。ザラメに色を付けたら……おお、なかなかカラフルですね」

　マールが錬金術を使って果物とザラメから様々な色のザラメを作り、色付きわたあめを作り始める。確かにこれはカラフルで面白いな。

「微かすかに果物の匂いがする」

「おいしいです」

「あざやかですね！」

　色付きわたあめを貰もらった獣人三人娘が楽しそうに笑う。うん、シェリーとシータンはちょっと呂ろ律れつが怪しくなってるな。寝かせたほうが良さそうだ。

　後日、低コスト化と模造対策を施したわたあめ機の開発に成功した俺とマールは交易ルートを通じて各国にわたあめ機と多様なフレーバーの錬金ザラメを販売。これが売れに売れまくり、勇魔連邦を支える貴重な財源の一つとなった。世の中、どこで何が役立つかわからんものである。
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　ゲッペルス王国に捕虜を移送したら次の会合までは比較的暇である。なので、俺は家族サービスをすることにした。

「わたあめ機を改良しましょう！　これは売れますよ！」

　という感じでマールと一緒にわたあめ機を改良したり。

「ご主人様がクローバーを離れている間に変わっている風景も多いですよ。見て回りませんか？」

　と言うフラムと一緒に街の見回りや警備隊の訓練をしたり。

「旦だん那な様、政務が溜たまっております。大丈夫です、私もお手伝いしますから」

　と、ティナと一緒に書類とにらめっこをしたりする。

「私にも構うべきだと思うの、ねぇパパ？」

　と甘えてきたメルキナを思う存分甘やかしたりもした。

「ちょっと食料備蓄が危険域だよ」

　と忠告をしてきたデボラと一緒に支援要請していた食料を受け取りにも行ったな。

「タイシ、構って」

「わたしも、およめさんですよ。かまってください」

「あ、あの、私も」

　と擦り寄ってきた獣人三人娘と思う存分遊んだりもした。

「主あるじ殿、大樹海の長おさ達にも無事を伝えに行くべきじゃぞ」

　と言うクスハと一緒にアルケニアの里や鬼人族の里、川の民の居住地にも行った。土産の酒が大層喜ばれたな。

「あなた、カレンディル王国から反逆者の領地を落としたとの報が入りましたわ。折衝に行きますわよ」

　とネーラに連れられ──いや転移で連れてったのは俺だけど──てカレンディル王国にも行った。ネーラは前回の甘めな交渉は何だったのかと思うほどに厳しい条件をカレンディル王国に突きつけ、賠償金や勇魔連邦にとって有用な利権を毟むしり取っていた。カレンディル国王の髪の毛が相当散ったんじゃないだろうか……マールに言って胃薬と増毛剤を作ってもらおう。

「タイシくん、私とデートに行きましょ♪」

　そうエルミナさんに言われてハイヨロコンデー！　とホイホイ付いていったら大樹海の怪獣討伐ツアーだった。俺が何を言っているかわからないと思うが俺にも何が起こったのかよくわからなかった。ただ今になって思えばエルミナさんに上う手まくコントロールされて怪獣に突っ込まされていた気がする……エルミナさんには逆らわないようにしておこう。

「わたしにもかまってよう……」

　連日の家族サービスで流石の俺も疲れていたのだが、リファナに半泣きで懇願されてしまっては奮起しないわけにはいかない。リファナは街での買い物に興味を示していたので、カレンディル王国の王都アルフェンやミスクロニア王国の王都クロンで二人きりでデートをした。最後にはいつもの調子を取り戻していたので、デートは成功ということで良いだろう。

「家族サービスって大変だな」

「タイシさんの甲か斐い性しようの見せ所ですね」

　俺の腕を枕にしながらマールがクスクスと笑う。今日はマールの日なので、俺達は一緒のベッドに入って互いの体温を感じながら話をしていた。無論、マールは身重なのでそういうのはナシである。そういうのってなんだって？　野暮なことを聞くなよ。

「今日のゲッペルス王国との折衝はどうだったんですか？」

「ティナとネーラが頑張ってくれてな、俺が思ってたより毟り取ってたな。えーと確か……」

「……ふむ、妥当なところですね」

　具体的な賠償金の額などを伝えると、マールはそう言って頷うなずいたようだ。鳶とび色いろの髪の毛が俺の鼻先をくすぐる。

「しかし、これで暫しばらくはのんびりできるなぁ。クローバーの発展にようやく注力できるってもんだ」

「あはは、そんなこと言ってるとのんびりできなくなっちゃいますよ」

「ははは、マールはおかしなことを言うなぁ」

　そんな会話をした翌日の昼過ぎに、そいつは現れた。








第六話　～面倒な奴が現れました～









「悪逆非道を尽くす魔王よ！　我が剣の下もとにひれ伏すが良い！」

　光り輝くミスリルの鎧よろいに身を包み、装飾過多な宝剣を手にした名も知らぬ勇者様がそう叫んだ。

　俺を探索するために旅立っていた私兵部隊が帰還したとの報告を受けてクローバーの西門に来てみたら、いきなりこれである。

　俺は目の前の金ピカを無視し、こいつを連れてきた間抜けに指を突きつけた。

「なんでこんなめんどくせぇ奴を連れてくるんだこの駄犬！」

「うるせぇスケコマシ野郎！　カミさんに殴られて爆はぜろ！　あと俺は狼だ！」

　駄犬こと俺の私兵部隊長であるソーンが牙きばを剝むいて叫ぶ。その後ろでは私兵部隊の隊員達が同じく俺をスケコマシだの女の敵だの甲斐性なしのプー太郎だのと罵ののしっていた。こんにゃろう。

「もうとっくにぶん殴られたわ！　クスハのごっつい攻撃腕で地面にめり込むほどにな！」

「「「ざまぁ！」」」

　私兵部隊が見事に声をハモらせて俺を嘲ちよう笑しようする。ＯＫＯＫ、久しぶりに泣かされたいってことだな？

「いい度胸だてめぇら、久々に揉もんでやる」

「やれるもんならやってみやがれバーカバーカ！」

「おい、私を無視するな！」

「「「うるせぇ黙ってろ！」」」

「あっはい……」

　金ピカが何かを言っているが、構っている暇はない。俺は練習用の鉄剣をストレージから取り出し、構える。ソーン達も武器を構えて戦闘態勢に入った。

「そんなチンケな武器でいいのか？　あ？」

「てめぇらなんぞ練習用のなまくらで十分だ。もしこいつが折れたらちゃんとした剣で戦ってやるよ」

「舐なめやがって……いつまでも舐めてんじゃねぇぞオラァ！　泣かしてやる！」

「ははは、泣くのはお前らだ！」

　ソーンが俺の与えた魔剣を振りかざして躍りかかってくる。むむ、俺が最後に相手した時よりも動きが速くなってるな。だが、まだ遅い。この程度なら迎撃──危険察知スキルが警告を発した。

「やれっ！」

　ソーンの合図と共に五条の光こう槍そうが飛来し、その破壊力を存分に解放した。轟ごう音おんと共に地面が砕け散り、巻き上がった土砂が辺りに降り注ぐ。

「やったか!?」

「フラグ乙」

「アッー!?」

　咄とつ嗟さにソーンの背後に転移した俺はその無防備なケツを蹴けり上げ、割れ目を増やしてやった。ちょうど爪先が肛こう門もんのあたりにめり込んだ。こいつは再起不能だろう、泡吹いて痙けい攣れんしてるし。

「隊長がやられたぞ！」

「隊長よわーい！」

「やったかとか余計なこと言うから……」

　残った隊員達が口々にソーンを罵る。口から泡吹いて卒倒してるソーンに容赦ないね、君達。

「さて、貴様ら覚悟はできてるな？」

「ふっ……隊長は私達私兵部隊の中でも最弱……！」

「最弱ではないだろう」

「いーの！　こういうのは雰囲気が大事なんだよ！　というわけでかくごー！」

　妖よう精せい族のクラピカが魔力の集中を始め、リザードマンのゲイリィが魔ま槍そうを構える。他の隊員達も各々の武器を構えた。

「良かろう、来るが良い。容赦はせんぞ！」

　練習用のなまくらを手に間合いを詰める。どうやら向こうは前衛で俺を抑え、クラピカの魔法で仕留めるという作戦で来るらしい。ならこっちの手は決まっている。

「ぎゃー!?　くる！　悪魔がくるぅ！　止めてよぉ!?」

「グワーッ!?」

　魔槍を操るゲイリィを二合で叩たたき伏ふせ、黒鋼製のヘヴィメイスで殴りかかってきた赤肌鬼人族のホムラを一撃で殴り飛ばし、神銀製のダガー二刀流で襲い掛かってくる豹ひよう獣人のノワールを力任せに投げ飛ばす。

「はーっはっは！　少し遅かったね！　喰らえ、爆裂光弾！」

　クラピカが勝利を確信した顔で放った爆裂光弾が俺に直撃する。クローバーに閃せん光こうが走り、爆風と轟音が大地を揺るがした。

「やった！　やったよみんな！　仇かたきを取ったよ！」

「今、何かしたかね……？」

　漂う煙を風魔法で吹き飛ばし、クラピカの頭を鷲わし摑づかみにする。相手が俺でなければ効いたかもしれんが、残念ながら俺くらいＰＯＷが高いとクラピカの魔法では傷もつかない。

「いだだだだだっ!?　ナンデ!?　無傷ナンデ!?」

「くはははは、お前の魔法程度で俺がどうにかなると思ったか？」

　頭を鷲摑みにされたクラピカが最後の気力を振り絞って魔力を集中するが、始原魔法でその魔力を無理矢理奪い取る。

「あひゃあぁぁぁぁ!?」

　全ての魔力を奪い取られたクラピカが白目を剝いて失神した。せめてもの情けでほんの少しだけ魔力を戻し、毛布をかけておいてやる。なんかビクンビクン痙攣してるけど大丈夫だろう、多分。

　投げ飛ばしたノワールはなんか静かだと思ったら城壁に衝突して伸びてるな。ふん、不ふ甲が斐い無い奴め。少しは強くなったようだが、まだまだだな。それにしても何か忘れているような……？

「邪悪な魔王め！　覚悟！」

「うぉわぁ!?　何すんだこの金ピカ！」

　金ピカにいきなり背後から斬りかかられた。なんだこいつは、危ない奴だな。

「罪もない市民に力を振るい、弾圧する貴様はやはり邪悪な魔王だ！　成敗してくれる！」

「いや、俺こいつらの上司というか君主だし。普通の国だと騎士が王様に刃やいばを向けて襲い掛かってきたら処刑じゃね？」

「……それは確かに」

「これくらいで済ませてるのは互いに色々と理解した上でのじゃれ合いみたいなもんだから。久々の再会で高ぶった感情をぶつけ合う一種の儀式みたいな？　そんな感じ。だからこれは弾圧じゃない。以上、証明終了！　ということでお帰りはあちら」

　俺が西門の先にのびる道を指差すと、金ピカは首を傾げながらもそちらへと歩き出し──。

「ってこんなことで誤魔化されると思ってるのか!?」

「いや、結構ノリいいね君」

　くるりとこちらを振り向いて地団駄を踏む金ピカ君に拍手する。うん、今のノリツッコミは完かん璧ぺきだった。君には芸人の才能があると思うよ。

「とりあえず斬りかかる前に自己紹介くらいしようぜ。というか、普通に犯罪行為なんだけどその辺どう思う？」

「あ、はい、その、すみません」

「君、どこの所属？　ちょっと詰め所に行こうか。武器はこっちに渡してね」

「あ、いやその、僕はですね」

「いいからいいから、話は聞くからさ。おーい、警備隊カモン」

　私兵部隊を介抱していた警備隊員が数名こちらに走ってくる。俺は金ピカ君から宝剣を取り上げ、鞘さやも奪って納刀する。ふむ、装飾過多だけどなかなか良い剣だな。

「あの、剣返して……」

「ダメダメ、凶器は証拠物件だからね。没収なんてしないし、取り調べが終わったらちゃんと返すからね。今は詰め所でお話ししようね。おい、こいつを預かってくれ」

「はいはい、了解」

　兎獣人の警備隊員に宝剣を手渡し、金ピカ君をすぐ近くの詰め所に連行する。警備隊の詰め所はクローバーにいくつか設けられているのだが、当然ながら外へと繫つながる東西の門の近くには大きめの詰め所が建てられている。今でこそ出入りする人が少ないから暇だが、今後交易によって人の出入りが多くなればトラブルも増えるだろうからな。

　というわけで、金ピカ君は外の人間としては初の連行者である。記念すべき一人目が俺の命を狙ってきた勇者（仮）とか実に運命的だな。取り敢あえず詰め所に入ってすぐの部屋に置いてある椅子に座らせ、テーブルを挟んでその対面にある椅子に腰掛ける。

「んじゃ、ちょっとお話聞かせてもらおうか。一応自己紹介しておくけど、俺の名前はタイシ＝ミツバ。カレンディル王国とミスクロニア王国に公認された勇者で、同じく両国に国家として認定されている勇魔連邦の国家元首でもある。それで、君は？」

「アーネスト＝ヴィルフラッグです……」

　そう名乗った金ピカ君を観察する。年の頃は十代後半、栗色の髪に琥こ珀はく色いろの瞳ひとみを持つ色白の、超絶イケメン──というか美しい顔立ちの青年である。女装したらめっちゃ美人になりそう。背は俺と同じくらいか。ミスリル製と思おぼしき輝く鎧を身につけた彼だが、今は意気消沈して粗末な椅子に腰掛けている。

「アーネスト＝ヴィルフラッグね。記録よろしく」

「はーい」

　俺の斜め後ろに控えていた警備隊員が返事をしてサラサラと調書を取り始めた。俺はテーブルの上に木製のタンブラーを二つストレージから取り出し、同じくストレージから取り出したピッチャーから冷たいハーブティーを注ぐ。

「まぁ、落ち着いて一服しようか。大樹海で採取されたハーブティーだよ。毒とかじゃないから安心して飲んでくれ」

　そう言って発言を証明するために俺から先にお茶を飲む。後ろで控えている警備隊員も物欲しそうな顔をしていたので、タンブラーを取り出して注いで渡してやった。アーネスト君もタンブラーを手に取り、お茶を一口飲んだようだ。

「それじゃ聞かせてもらうけど、所属は？」

「ミスクロニア王国です……」

「もう少し詳しく。どこの街のどこのギルド？　それとも神殿か？　身分証があるなら見せてホラ」

「あっはい、すみません……キーンゲートのヴォールト神殿です」

　アーネスト君が懐から出した身分証を検分する。うん、確かに彼の証言通りの所属であるようだ。

「なるほど、確かに。これも控えといて……ああ、身分証も取り上げたりしないから安心してくれ。で、今回の君の行動なんだけど……マズいのはわかるね？」

「はい……で、でも」

「いやいやデモもストもないんだよ。出会い頭がしらに抜き身の剣を突きつけて脅迫、その上背後から実際に斬りかかってるからね、君。武装脅迫罪と殺人未遂の現行犯だね。まぁ、ぶっちゃけ勇魔連邦はまだ法整備中だから刑法も完成してないんだけどさ。ミスクロニア王国だとどれくらいの罪になるんだっけ？」

「えーと、法典によると武装脅迫罪が罰金金貨二十枚か労役三ヶ月、殺人未遂が金貨四百枚または片足の切断ですね。ただ、大将は王族扱いなので反逆罪が適用され、お兄さんが平民の場合財産没収の上、家族も連座で処刑、貴族の場合でも財産没収の上、貴族籍の剝はく奪だつみたいです」

　分厚い本──ミスクロニア王国の法典を手に持ってページを捲めくっていたもう一人の警備隊員が、ミスクロニア王国でアーネスト君に適用されるであろう量刑を言い渡す。わぁお、結構重い。

「実際、俺はミスクロニア王国の王女を二名娶めとってるからなぁ……その扱いでもおかしくはないのか。現行犯だしな」

　罪状と量刑を聞いたアーネスト君の顔が真っ青を通り越して土気色になっている。え？　ミスクロニア王国で貴族を行方不明にした俺はお咎とがめなしなのにって？　そりゃ俺は王族直々の依頼だったし、そもそもとっ捕まるようなヘマも証拠を残すようなヘマもしてないから多少はね？

「あ、あの、その、これは違くて……ぼ、ぼくは勇者でして、その、魔王を倒しにですね」

「いや、ミスクロニア王国もカレンディル王国もゲッペルス王国も俺のことは正式に魔王認定してないし、討伐指定もしてないだろ？」

　これはつい先日イルさんに確認したばかりだ。だから、公然と俺を魔王呼ばわりして討伐にくるような奴はいないはずなんだが……それでも来たってことは、このアーネスト君は相当残念な奴か、純粋すぎて騙だまされやすい奴かのどっちかだな。いや、どっちにしろ残念な奴だな。彼は残念なイケメンってやつだ。うん。

「いや、でも神様が大樹海に神敵ありって……」

「俺を名指ししたわけじゃないんだよな？　大樹海のどこかにいる魔物じゃないの、それ。このクローバーがある土地もめっちゃ邪悪な怨おん霊りようの塊みたいなヤバい魔物が占拠してた土地なんだぜ」

「ええっ？　いやあの、だってキゴール子爵とかミズラ商会の会長さんが大樹海の魔王のせいで路頭に迷って苦しんでる人がいるって……」

「クローバーから大樹海を東西に横断する街道を整備したからな。まだ本格稼働してないが、これが稼働するとミスクロニア王国とカレンディル王国を行き来する隊商がゲッペルス王国を経由しなくても良くなるんだ。関税もかからないで済むようになるし、行き来も早くなる。交易ルートが変わるからな。そのキゴール子爵とかミズラ商会ってのは交易ルートが変わると困る奴らなんじゃないのか？」

「あ、あうあうあう……」

　アーネスト君は俺に何も言い返すことができなくなったのか、あうあうと狼狽うろたえるばかりになってしまった。というか、こんな感じでよくクローバーに辿たどり着けたな、この勇者。

「アーネスト君はあれだろ、ミスクロニア王国から来たんだろう？　なんで西ルートからクローバーに入ったんだ？」

　ミスクロニア王国からクローバーに来るなら東ルートの方が圧倒的に早いはずである。

「あっちのルートはミスクロニア王国軍の警備が厳しくて……許可証を持った御用商人以外は通れないんです」

「なるほど。それでゲッペルス王国経由でカレンディル王国に入って、わざわざ西ルートから来たわけだ……って待て、カレンディル王国は規制してないのか？」

「いや、どうしようかと困っている時にソーンさん達と偶然知り合って……クローバーに行って魔王を倒すって話をしたら二つ返事で同行を……」

「あの駄犬……後でもっとキツい仕置きが必要だな」

　カレンディル王国でもまだ街道の一般開放はしていない筈はずなのに、と思ったら駄犬の手引きだった。あの駄犬、外患誘致罪で体中の毛を剃そってやろうか。

「とりあえず、キーンゲートのヴォールト神殿とキゴール子爵とミズラ商会な……ミスクロニア王国に正式に抗議するから」

「はい……」

「で、君の罪状なんだが……普通に考えると極刑なのはわかるな？　他国でその国の国家元首に刃を向けたんだから当然だよな？」

「う、うぅ……」

　アーネスト君は半べそである。いや、そんな泣きそうな顔されても困るんだけど。

「でもまぁ、俺はこの国のトップだからな。俺が許すと言えば君は無罪放免だ」

　アーネスト君が顔を上げ、潤んだ瞳で俺を見つめてくる。やめろ、俺はノンケだ。

「ミスクロニア王国に抗議はするから、あっちでどんな罰が下されるかは俺は知らん。ただまぁ、俺は怪我一つしていないし、君は誰かを傷つけたわけでも、何かを壊したわけでもない。その点は先方に伝えよう。でも公然と斬りかかられた手前、やはり完全に無罪放免とはいかない」

「そうですよね……」

「うむ、そうなのだ。なので、君を二週間の労役刑に処すことにする。クローバーで二週間働けば俺は君を許そう。心配はいらないぞ、別に奴隷のように扱こき使うとかそういうことをするつもりはないから。ちゃんとメシも食わせるし、寝床も用意する」

「はい」

「労働を通して自分の目でこの国、というかクローバーの暮らしを見てくれ。その上で俺が悪逆非道の魔王であると、そう確信を持って刃を向けてくるというならその時は堂々と受けて立つ。それでいいか？」

「……はい！」

　はっきりとした意志の光をその目に宿し、アーネスト君は元気よく返事をした。うんうん、これで一件落着だな。あわよくば洗脳……じゃなくて懐かせて手駒として使ってやろう……ククク、勇者よ、我の手先となれ。

「悪いが、この宝剣は無罪放免となるまで預かるぞ。鎧よろいは……君、着替えとか荷物は？」

「あ、僕はトレジャーボックスが使えるので」

「なるほど……それじゃこの宝剣だけ預かっても意味ないか」

　俺は宝剣をアーネスト君に返す。彼は不思議なものを見るような表情で俺を見返してきた。

「いいんですか？」

「トレジャーボックスがあるなら武器を一本奪っても意味がないだろう。他にもトレジャーボックスに武器があるかもしれないし、君が全ての武器を取り出して俺に預けたとしてもそれが全てだと証明することもできない。ならこの宝剣も返しておいて、武器を持っているのだという認識を全員で共有したほうが安全だ。それでもし君が武器を持って暴れたりしたら……」

「したら？」

「俺の見る目が無かったってだけの話だな。誰も死んでいないことを祈りつつ、速やかに君を殺す。君の家族も、大切な人も、捜し出してすべて殺す。勇魔連邦に住む人々は俺の家族だ。家族を傷つけられて黙ってるほど、俺は温厚じゃない」

　肩を竦すくめながら笑ってみせる。アーネスト君は何か薄ら寒いものを感じたかのように身を震わせた。何を怯おびえているんだろうか。

「ま、そうはならないだろう。誰も幸せにならないしね。アーネスト君、俺はね、ただ静かに幸せに暮らしたいだけなんだよ。目につく不幸を一掃し、このクローバーでただ家族とともに幸せに暮らしたい。大樹海を開拓するためにたまに力を振るって、気ままに魔導具やなんかを作ったりして、嫁といちゃついたり、やがて生まれるであろう子供と一緒に遊んだりしたい。俺の望みはただそれだけだっていうのに、どうして放っておいてくれないんだろうな？」

　俺の言葉にアーネスト君は何も答えず、深く考え込んでいるようだった。俺は席を立ち、記録係をしていた警備隊員に視線を向ける。

「警備隊員の宿舎にまだ空き部屋があるだろ？　彼に一室用意してやってくれ。んで、三日間くらい警備隊の巡回に同行させろ」

「それは構いませんが、その後はどうするんですか？」

「色々見せた上で彼がやりたいって仕事をさせてやってくれ。望むなら狩りでも畑仕事でもなんでもいい」

「りょーかいです。ああ、メシとかどうします？」

「適当に食わせてやってくれ。経費として認めるから、ヤマトに報告よろしく。こいつは迷惑料だ」

　酒の入った壺つぼを警備兵に一つずつ渡しておく。

「たいしょー、わたしたちはこうぼく？　なので、わいろはうけとれませんよー」

「はっはっは、これはあれだ、頑張っている部下への上司からの賞与ってやつだ。所謂いわゆる特別ボーナスってやつだ。だから賄わい賂ろじゃない」

「なるほど、上司からの特別ボーナスなら問題ありませんね」

「何か見てはいけないものを見ている気がする……」

「アーネスト君、世の中綺き麗れい事ごとだけじゃ上う手まく回らないものだよ」

　何か苦いものを飲み下すような顔をしているアーネスト君にそう言って笑う。恐れていた野良勇者の襲撃だが、幸いにも怪我人の一人も出すこと無くこれを乗り越えることができた。思えば、アーネスト君を放置せずにクローバーに連れてきたというのはソーンのナイスプレイだったのではなかろうか？　その功績に免じて毛刈りの刑はやめてやろうと思う俺なのであった。





─☆★☆─






　金ピカことアーネスト君を捕縛……いや、保護……？　とりあえず、クローバーに置いてから三日が過ぎた。俺自身は彼にあまり接触しないようにしているが、報告によるとよく働き、クローバーの人々と触れ合って日々健やかに過ごしているようである。

　最初は俺とその家族以外の人間ということで警戒されていたようだが、彼は有能で、善良で、ミスクロニア王国民なので亜人に対する差別感情が無く、そしてイケメンであった。瞬く間にクローバーの人々に受け容いれられたようだ。イケメンは得だな。

「で、今日は狩人かりゆうど達と一緒に魔物退治か」

「そう聞いてる。おう、蟻あり蜜みつ酒くれよ」

「あいよ」

　ソーンのタンブラーに蟻蜜酒を注いでやる。甘く、爽さわやかで俺としては非常に飲みやすい。苦酸っぱいエールとか香りは良いけど酸っぱくてエグいワインなんかよりずっと好きだね、俺は。マウントバス産のドワーフの蒸留酒かアンティール族の蟻蜜から醸造したこいつが最近のお気に入りである。

「あの、他よ所そでやってくれませんかね？」

　見張りの任務を遂行している警備兵がうんざりとした様子で文句を言ってくる。

「やだよ、ここ景色いいし」

「いいじゃねぇか、非番の時くらいどこで酒飲んだってよ。ほら、フォレストリザードの燻くん製せい食うか？」

「……もらいますけど」

　俺とソーンが酒盛りをしているのは西門の上、クローバーの西側を一望できる絶景ポイントである。無論、絶景ポイントということは遠くまで見渡せるというわけで、魔物の襲撃を早期に発見するための歩ほ哨しようが配置されている。

　今日の歩哨は兎獣人のようだ。見るからに草食っぽい彼が肉をモリモリ食う絵はなんとなく違和感があるな。

「大体なんでここなんです？　大将もソーン隊長なんかとつるんでないで、家にいる綺麗な嫁さん達と酒盛りすればいいじゃないですか。酒池肉林でしょう？」

「いやぁ、それもそうなんだがたまにこういうのと気楽に飲むのも良いもんなんだよ。嫁達だっていっつも俺と一緒じゃ息が詰まるだろうしな」

「なんかとかこういうのとかお前ら俺の扱い酷ひどくね？」

　不満げな声で抗議をしてくるソーンを無視し、クローバーの最近の様子や私兵部隊による俺探索行を聞く。

「カレンディル王国を抜けて大森林に入るまでが結構大変だったな。カレンディル王国のゴロツキどもにとって俺達は金貨詰まった袋か何かに見えるらしい」

「あー、まぁそういう文化らしいからな」

「文化で片付けられてたまるかっての。街で宿を取るよりも野営の方が安らげるとか洒落しやれにならん」

　ソーンは憤ふん懣まんやるかたなしといった様子である。そりゃまぁ、出会う人間が尽ことごとく自分達のことを奴隷という商品として見てくるようではそういう気持ちになるのも致し方なしだな。

「でまぁ、大森林でのことはもういいよな？　お前を捜した。元気に現地妻とよろしくやってたようだけど見つからなかった。生きてるなら大丈夫だろってことで大森林を後にした」

「雑ぅ！　そういやピルルはどうしたんだ？　帰ってきてるのはわかってるが」

「ああ、あの娘な。ハーピィの集落で無事家族と再会したよ。でも自分の居場所はクローバーだからって言ってたぜ」

「そっか」

　故郷の家族と無事に再会して、それでもなおクローバーの生活を選んでくれたっていうならそれはそれで少し嬉うれしいな。クローバーが末永く彼女の居場所であれたら良いと、心からそう思う。

「んで、帰り道だな。アーネストと出会ったのはカレンディル王国北東部の街で……あー、なんだっけな、街の名前は忘れたわ」

「忘れたか。まぁ街の名前はいいや。どうやって出会ったんだ？」

「一泊して次の日、街を出ようとしたところで呼び止められたんだよ。勇魔連邦の戦士達ってのはお前らかってな。隠すこともねぇからそうだよって言ったら、私はミスクロニア王国の勇者だ、勇魔連邦の魔王を倒しに行くなんて言うからそいつはちょうどいい、俺らもぶん殴る予定だから一緒に行こうぜってことになってな」

「おい」

　やっぱり今からでも毛を刈ってやろうか、この駄犬。

「あの坊っちゃんがお前に勝つなんて万に一つもありえんと思ったからな。お前はカミさんを放置して出先で浮気をする最低のスケコマシ野郎だが強さだけは本物だ」

「その言い方はやめろ、自分がモテないからって嫉しつ妬とは醜いぞ」

「はっ、俺がモテないだと？　お前が思ってる以上に俺はモテるぞ」

「えー？　ホントにござるかぁ？」

　胸を張ってドヤ顔をするソーンと歩哨の兎獣人に疑惑の視線を送る。

「ソーン私兵部隊長はモテますよ。女の子に」

「ほらな？」

「マジか」

「十歳くらいまでの女の子には大層モテますよね」

「ワロス」

「ちっげーよ！　俺の良さは純粋な子供にしかわっかんねーんだよ！」

　ガーッ、とソーンが吠ほえるが確かにこいつ、子供達に纏まとわりつかれてるイメージはあるけど年頃の女性と一緒にいる姿を見たことがないな。俺にモフモフ獣人男の男前さとかそういうのはわからんが、こいつは実力もあるし俺の私兵部隊長を務めているのでそれなりに高給取りだ。人気が出そうなもんなんだが。

「ソーン私兵部隊長は硬派を装った草食系ウブ男子ですからね。子供ならともかく、ある程度以上の年齢の女の子が相手になるともうガッチガチになっちゃうんですよ」

「ぶほっｗｗｗｗｗｗｗ純情ｗｗｗｗｗ」

「うるせぇ！　笑うな！　てめぇも適当なこと言うんじゃねぇ！」

「あー、良いんですかソーン隊長そんなこと僕に言って。大将聞いてくださいよ、僕の妹、メリーヌって名前なんですけど」

「ワオォーーーーン!?　ワオォーーーーン!!　ウオォーーーーン！！！」

「やめて、許して、笑い過ぎて腹痛い」

　そこで遠とお吠ぼえで誤魔化すのはズルいだろう。兎獣人君も腹抱えてケラケラ笑ってるし。

「ん？」

「うぉっ？」

「お？」

　俺とソーンと兎獣人君が反応したのはほぼ同時だった。俺が反応したのは向こうの森の方でなんかデカい魔力反応をビンビン感じたからなんだが、二人は耳をピンと立てて鼻をピスピス言わせてるな。

　見ている方向は全員同じだ。西門の先、真っ直ぐ西にのびる街道の少し北側だ。そちらから強烈な魔力を感じる。見れば上空に黒く垂れ込めるような雲が集まっているようだ。

「なんかヤバそうだな。見に行ってくるわ」

「おう、俺達も後を追う」

「念のため一番良い装備で来い。なんか嫌な感じだ」

　そう言い捨てて城壁の上から風魔法で飛び立つ。黒雲から樹海に向かって何条もの雷が降り注いでいる。どう考えても自然の落雷ではなさそうだし、十中八九魔法か何かだと思うんだが……雷魔法なんてあったっけ？　スキルリストの中で見た覚えがないんだが。

　首を傾げながら現場に到着すると、そこには悲惨な光景が広がっていた。消し炭になった大樹海の植物達、同じく消し炭になった魔物らしきものの残ざん骸がい、なんかやたらデカいのもいるな。で、倒れているクローバーの狩人達──というか魔物駆除班。彼らは消し炭になってないな。

『……来たか』

　そして、手に雷の槍やりを携えたアーネスト。いや、この気配は……！

「……ヴォールト？」

『いかにも。久方ぶりだな、愚かなる者よ』

　アーネストの姿で、声で、ヴォールトが言葉を放つ。一体全体こいつはどういうことだ？　何が起こってる？　周りのこの状況はなんだ？　いや待てよ、アーネストはヴォールト神殿の勇者だったな。神聖魔法的なスキルがあるとすれば、自らの信奉している神をその身に降ろす魔法があってもおかしくない。

「アーネストはどうなっている」

『この肉体の持ち主は自らの魂を対価に我をその身に降ろした』

「……どうにかならんのか」

『どうにもならぬ。既に対価は払われた』

「クソが！」

　ヴォールトの無慈悲な言葉に思わず地面を蹴ける。クソッ！　クソクソクソッ！　なんてことを！

『思い上がるな、だから貴様は愚かだと言うのだ。神ですらない貴様が全てを救うなど土台無理なこと。貴様がそこで己の無力さを悔やんでいる今、この瞬間にも世界は数え切れぬほどの不幸で満ちている』

「うるせぇバァカ！　んなこたぁ言われなくても知ってんだよ！　畜生め！」

　超然とした、人間味の薄い瞳ひとみでヴォールトが俺を見据えている。何もかもを見透かすかのような気に食わない目だ。

「アーネストは何を願った」

『この男は脅威からこの場にいる者を救うことを願った』

　たった三日、たった三日共に過ごした人達のために命を投げ出すなんて。畜生、アーネスト、お前は馬鹿だ。大馬鹿野郎だ。

「……クソッ、俺がいれば」

『この場にお前は居なかったのだから無理な話だ。この男が対価を払い、私を降ろさなければこの男を含めてこの場に居た者は全て死んだだろう。この男は犠牲を払うことで、つまり小を殺すことで大を生かすことを望み、それを実行したのだ』

「当て擦こするような言い方だな。それで、お前は何か？　大だい氾はん濫らんによる人口統制も、亜人差別も大を生かすための小さな犠牲だと、そう言いたいわけか？　えぇ？」

『そうだ』

　ヴォールトは決然とそう言い切った。大のために小を殺すのだと。より多くの命を救うために命を奪うのだと。確かに、その考えは間違いじゃないんだろう。大を生かすために小を殺すなんてことは日常的に行われている行為だ。

　老いて身動きが取れなくなる前に村をそっと去る老人、飢えた親兄弟を救うために身売りする娘、我が子を守るために自らの身を盾にする母、家族を、戦友を守るために死地に飛び込む男──アーネストのような大馬鹿野郎。

　そんな大を生かすための小さな犠牲にこの世は彩られている。そんなことは知っている。だから、俺は自分の手が届く範囲でできることをやってきたんだ。この世の理不尽を、不幸を、少しでも減らしたいと思ったから、今の俺ならそれができると思ったからできる限りでやってきたんだ。

「駄目だ、お前の考えには賛同できない。どんなに小さな犠牲でも誰かに強いられるのは間違っている」

『全てを救うことなどできはしない。犠牲は必要なのだ。犠牲を厭いとい、全てを失うわけにはいかぬ』

「お前との話し合いはどこまでも平行線だな。定期的に大氾濫を起こして人類を家畜のように管理するだなんてのは、俺には認められない。亜人差別だって容認できんよ」

『……ならば貴様はどのような世界を望む？　一切の不幸が存在しない世の中など、夢物語だ』

　俺の理想とする世界か。この世界は俺の理想とする世界に限りなく近いと思うけどな。

「この世界、エリアルドは理想郷に近いと思ってる。お前みたいな過保護な神がもう少し寛容になれば尚なお良いな」

『馬鹿な。我々の管理がなくては人は人同士で争うようになる。その先にあるのは、地獄のような殺し合いと世の破滅のみだ』

　ヴォールトは論外だとでも言うように首を振り、俺の言葉を否定する。

「それだ、それだよ。そこがおかしい。人間同士の殺し合いが発生するのは、避けられないだろう。人間が三人いれば派閥が生まれるなんて言葉が俺の世界にもあったしな。普通の人間だって生きる上で利害が衝突すれば争いになるんだ。国同士の利害が衝突すれば戦争だって起こるだろう。だが、それがなんだって言うんだ？　当たり前のことじゃないか」

『何だと……？　貴様はどんなに小さな犠牲も間違っていると言ったその口で、そのような言葉を吐くのか？』

　んー、それはそうなんだが……それとこれとは話が別だと思うんだよな。意外とこいつ、視野が狭いのか？

「俺はどんなに小さい犠牲でも強いられるのは間違ってるって言ったんだ。なんて言えばいいのかね、自由意志でやり合う分には『お馬鹿だねー、お前ら』って感じで見守ればいいと思うんだよな。子供だって兄弟や友達と喧けん嘩かして、その上で色々学んでこれ以上はやったらマズいってラインを覚えたりするもんじゃないか？　それが成長ってものだろ。定期的に痛めつけて喧嘩する気力も余力も無いように管理する、ってのはなんか違うんじゃないかと俺は思うんだよな」

『その結果、世界が滅びるとしてもか？』

「それもおかしいと思うんだよな。別に人間同士が争い始めたからって即刻全てが滅び去るわけじゃないだろ。お前が恐れているのは古代文明の滅亡みたいな、ああいう状況だろ？　そんな一いつ足そく飛びに神々を使い潰つぶして世を破滅させるってとこまで行くわけないじゃないか。それこそ、そうなりそうならその段階で介入すれば良いだろ？」

『その時にはもう間に合わぬかもしれん。それならば、元からそうならぬように事前に手を打つべきだ。我の考えは変わらん』

「お前ホント頭固いな……お前は──」

　と、言葉を続けようとしたところでアーネストに宿るヴォールトの気配が急速に薄れ始める。何だ……？　効果時間が切れるのか!?

『どうやらここまでのようだな。さらばだ、人間よ』

　アーネストの身体から天に向かって雷撃が迸ほとばしり、ヴォールトの放つ圧倒的な気配が消え失せた。素早く駆け寄ってアーネストの身体が崩れ落ちるのを支える。力を失ったアーネストの顔は、何かを成し遂げたかのように安らかだった。

「馬鹿野郎め……」

　その安らかな顔の頰を撫なでてやると、まだ温かい。その温かさも次第に失われて──いかない？

　呼吸もしていないし、脈もないがアーネストの身体は温かいままだ。一体どういうことだ？　仮死状態ということなのか？　わからん……わからんが、どうしたらいいんだ。考えが纏まらない。

「タイシ」

　どうしたものかと悩んでいると、後ろから声をかけられた。完全武装のソーンと私兵部隊、警備隊の面々である。

「倒れている奴らを回収してやってくれ、生きてる」

「坊っちゃんは……？」

「死んだ、らしい。自分の魂を犠牲にヴォールトをその身に降ろしたんだそうだ。ヴォールトがそう言っていた」

「なんてこった……くそっ」

　アーネストの遺体を地面に横たえ、消し炭になっている魔物の死体を回収し、倒れていた魔物駆除班に回復魔法をかける。

「転移門を開く、アーネストは俺が運ぶ」

「ああ」

　俺ではアーネストがどういう状態なのかわからないので、マール達の知恵を借りようと思った。頭が回らないな……いつもはもう少し冷静で、もう少し頭が回ると思うんだが。周りの声もなんだか上う手まく聞き取れないし、見ている景色もなんだかはっきりしない。全てがフワフワとしていて現実味がない。

「タイシさん？　タイシさん！　しっかりしてください！」

「ああ、マール」

　気がついたら俺はアーネストの遺体を胸に抱いたまま屋敷のホールにうずくまっていた。そんな俺の顔をマールが覗のぞき込んでいる。なんだか必死な表情だ。どうしたんだ？

「どうしたんだ？　そんなに怖い顔をして」

「どうしたって……タイシさん、一体何が……エルミナさん、事情を知ってそうな人を探してきてください」

「わかったわ。ここは任せるわね」

　マールに指示を出されて、誰かが館から出ていく。

「この人はアーネストさんですね？　どうしたんですか？　何があったんですか？」

「アーネストは死んだ。魔物から皆を守るために、自分の魂を犠牲にしてヴォールトを自分の身体に降ろしたんだ」

「自分の魂を犠牲に……コールゴッドですか。流石はヴォールト神殿の勇者ですね」

「何が流石なもんか、こいつは馬鹿だ。死んじまったら何もかも終わりなのに」

　アーネストの満足げな顔を見る。まるで何も思い残すことはないと言わんばかりの表情だ。

「タイシさん。タイシさんはとても大きな力を持っていますが、全ての人を救えるほど万能ではないんですよ。神ならぬ人の身なんですから」

「ああ、ヴォールトにもそう言われたよ。頭ではわかってる。でも納得できないんだ」

「いくら嘆いても死んだ人は帰ってきません。嘆くよりも先に、すべきことが、できることがあるはずです。それを探しましょう。私も、皆も協力しますから」

「……うん、わかった」

「そもそもウジウジ悩むのはタイシさんらしくありませんよ。ここは怒り狂って大樹海の魔物を一掃しに行くところです」

「……ははは、そうだな。ああ、本当にそうだ」

　マールの言う通りだ。うじうじ悩むなんて俺らしくない。本当にその通りだ。

「アーネストのことは任せた。ミスクロニア王国に連絡して、良いように計らってくれ」

「はい、お任せください」

「ああ、任せた」

　アーネストの身体を横たえ、極光剣をストレージから取り出して踵きびすを返す。屋敷の外に出たところでエルミナさん達と遭遇した。ソーンや魔物駆除班の面々も一緒にいる。

「どうしたの？　剣なんて持ち出して」

「ウジウジ悩むのは俺らしくないってマールに言われたんです。ちょっと無心に魔物を狩ってきます」

「そう……いってらっしゃい、気をつけてね」

「はい」

　返事をしてすぐに風魔法で空中へと飛び上がる。目標はない。取り敢あえず、クローバー周辺から魔物を一掃する。ただ、無心に剣を振るう。そう決めた。








エピローグ　～狡ずるくて優しい駄神様～









　それから三日間、俺は無心に魔物を狩って狩って狩りまくった。白い毛皮の大猿や、光学迷彩で隠れるオオトカゲ、火を噴く大狼や毒を吐く大蛇、超音波を操る馬鹿でかい鈴虫のような奴に、強烈な魔法を操る骨の魔術師、鉱物を鎧よろいのように身に纏まとう地竜……そんな奴らを狩って狩って狩りまくった。

　狙うのはひたすらに大物だ。俺でなければ殺せない、いや俺が居なければ死人が出かねない魔物を狙い、ひたすらに狩りまくる。食事はストレージに予あらかじめ入れておいたすぐに食えるもので済ませ、館に帰ることもなく、殆ほとんど寝もせずに昼も夜もなく暴れまわった。

　ストレージには俺が狩りまくった強力な魔物の死し骸がいが溢あふれんばかりだ。これだけ狩ればレアな素材とか強力な魔核とか採り放題だろう。

「はぁ……かえろ」

　いいだけ暴れた結果、アーネストの死によって渦巻いていたやり場のない感情は落ち着いた。そして今後どうやって同じような事故を防ぐのかという問題にも筋道をつけられた、と思う。

　とりあえず、疲れたし嫁達の存在が恋しいし帰ろう。長距離転移を発動し、クローバーの館へと帰る。家の前で極光剣をストレージに放り込み、汚れた身体と服を浄化でまっさらに綺き麗れいにする。でも後で風ふ呂ろに入ろう。扉を開ける。

「やっほー、おかえり」

「あ、帰ってきたんですね。おかえりなさい。なかなか帰ってこないんで奥さん達が心配していましたよ」

　扉を開けるなり目に入ってきた光景に目め眩まいを覚える。

「お茶頂ちよう戴だい」

「はい、リアル様」

　館に入ってすぐのホールで駄神が優雅にお茶を飲んでいて、死んだはずのアーネストがその駄神に甲か斐い甲が斐いしく給仕をしている。一体全体どういうことなのか全く意味がわからないが、この光景の原因だけははっきりとわかる。

　俺は早足で歩き、駄神の頭をむんずと鷲わし摑づかみにした。

「キミもお茶飲あががががががが痛い痛い痛い割れる!?」

「リ、リアル様!?　タ、タイシ殿流石にそれは」

「説明しろ」

　駄神の頭を締め付ける手の力を緩め、冷たく言い放つ。自分でもびっくりするくらいドスの利いた声が出た。

「はい！　あなたの超絶可愛いリアルちゃんが色々まるっと上手く解決しました！」

「もう少し詳しく」

「ええ、めんどくさ──はい！　つまりね、コールゴッドで術者が差し出した魂っていうのは別に砕け散るとか神の贄にえになるとかそういうことじゃないんだよ。肉体の時間は停止し、肉体を離れた魂は研磨され、術者は来きたるべき時に復活する。だからその魂をちょろまかしてきて戻せば復活できるわけさ」

　なるほど、理解できた。理解できたが、こいつは何故そんなことをしたんだろう。とにかくなんだか救われた気分だ。

「あっ、なんだいもう……ふふふ」

　リアルの華きや奢しやな身体を抱きしめる。リアルは突然の俺の行動に面食らったようだが、満更でもないのかその華奢な腕できゅっと抱きついてきた。光の反射の仕方によっては虹にじ色いろにも見える美しい白金色のつむじにキスをしながら考える。何故リアルがわざわざこんなことをしたのか。

　一連の流れで俺に強く印象づけられたこととはなんだ？　それを考えるうちにリアルの狙いがおぼろげに見えてきた。

「んっ……あれ？　ちょっと熱烈すぎない？　苦しいよ？」

「で、どこからどこまでがお前の筋書きだ？　思えば不自然だよなぁ？　ミスクロニア王国にいたアーネストがわざわざ遠回りでカレンディル王国に行き、そこで偶然ソーン達に出会った。行きの行程で街に泊まるのは懲り懲りだと思っていたソーン達が何故か街に宿を取ったからだ。しかも、俺を害そうとしていたアーネストを何故か殆ど悩む様子もなくクローバーに連れてきた」

「あ、それはその、ね？」

　魔力を練り、空間魔法で幾重にも結界を施す。あらゆる次元に逃げられないように複雑に、幾重にも結界を施した上で空間を固定する。

「思えばアーネストと魔物駆除班が束になっても敵かなわない、そんな魔物がクローバーの近郊に現れるのも都合が良すぎる気がするな。一人も逃げられないなんて状況はいかにもおかしい」

「あっ、あれっ!?　逃げられない!?　キミ、いつの間にこんな封神級の空間断絶結界を!?」

「愛してるよ、リアル。愛しくて愛しくて殺してしまいそうだぁっ！」

「や、やめっ──んぎゃあぁぁぁ!?」

　リアルの絹を裂くような……というには少々汚い悲鳴が館に響き渡った。くはははは！　鳴け！　もっといい声で啼なけぇっ！




「酷い目に遭ったよぉ～」

「自業自得ですよ」

　俺から解放されたリアルが芝居がかった様子でマールに泣きつく。そんなリアルをマールが少し呆あきれたような様子で慰めていた。

　館内に響き渡った悲鳴は嫁達を呼び寄せ、彼女達の必死の説得の結果俺は奴を解放した。そして俺達は全員でリビングへと場所を移し、こうして寛くつろいでいるというわけだ。今日はどういうわけか全員がこのリビングに揃っている。

　ちなみにアーネスト君はリアルに追い払われて外へ働きに行った。哀れな。

「ボクが全部説明する前に勝手に気づいて勝手に怒ったんだよ。ボク悪くない」

「掌てのひらの上で弄もてあそびやがって。許さん」

「事前に言っていたら意味が無いでしょ。キミが自分で悩み、気づかないと意味が無いんだから。キミがヴォールトに言ったのはつまりこういうことだよ？」

「あーはいはいそうですね！　おっぱいおっぱい」

「あらあら、膨れちゃって。大丈夫？　おっぱい揉もむ？」

「揉む」

　隣に座っていたエルミナさんがそんなことを言ってきたので即答してその胸に顔を埋うずめ、思うままに揉み揉みする。ああ、癒される。もうずっとこのままでいたい。

「うふふ、よしよし」

「いいなぁ」

　なんか羨うらやましそうなフラムの声が聞こえる。うん、あとでフラムのおっぱいにも癒やしてもらおう。おっぱいはいいよな。おっぱいは嫌なことを忘れさせてくれる。

「それで、本題に入りましょうか」

「そうだね。そのためにわざわざ色々とお膳ぜん立だてをしたわけだし」

　なんだか真面目な話をする雰囲気になったので、名残惜しいがエルミナさんのおっぱいから離れる。俺に揉み揉みされていたエルミナさんはなんだかツヤツヤした顔をしていた。俺から何かパワーでも吸収したのだろうか。

「タイシはボクが何を伝えたいのかわかってくれたね？」

「人の身でやれることには限界があるってことだろ。んなこた最初からわかってるっての」

「本当に？」

「……実感したよ。これでいいか」

「うん、それでいい」

　リアルが満足げに頷うなずく。というかこいつ、普通にここに交ざってるけど自分がどういう存在なのか皆に説明したのか？　いや、なんか大丈夫そうだな。

「つまりね、そろそろ真面目に考えてほしいってわけさ。結論を出すのはまだまだ先で構わないけど、ちゃんと話し合ってほしい。こうでもしないとキミはずっと黙っているだろうと思ったから、ボクはこうしてお膳立てをしたってわけ」

　むぅ、このまま自然消滅するのを狙っていたんだが。

「つってもな、俺自身に神になりたいなんて願望がないし。俺は当然寿命で死ぬつもりだから、その後は野となれ山となれじゃないか？」

「タイシさんがそう考えているならそれを優先しますけど、私の欲を言えばいつまでもタイシさんと一緒に……というのは魅力的ですね」

　マールの言葉に皆が頷く。いや、愛されてるなぁ。重いとも言えるけど、それくらいに慕われているというのは素直に嬉うれしくはある。

　というか、この口ぶりからすると死後の昇神の話とか眷けん属ぞくの話とか、皆詳しく聞いたみたいだな。

「死後、天界に昇って永遠に結ばれるというのはロマンチックですわね」

「さりとて主あるじ殿が望まぬというのなら、それは尊重されるべきじゃろうな。妾わらわはそう思うぞ」

「……俺だって老いればどうなるかわからんぞ。そのうち欲に囚われた圧政者になるかもしれんし、恐怖で国民を縛り付ける独裁者になるかもしれない。あるいは、皆に愛想を尽かされるようなゲス野郎になるかもしれない」

「そんなことを今から心配しても仕方ないでしょ。タイシは私達を幸せにしてくれるんじゃなかったの？　結婚の時にそう誓ってくれたでしょう？」

「そりゃそうだけど……」

　正直自信があるかというと微妙だ。俺の両親も……まぁ離婚してたしな。俺は幸せな結婚生活を送っていると思うが、いつまでもこんな幸せな状況が続くのだろうか？　と不安になることはある。

「タイシくんが私達を幸せにしてくれるように、私達もタイシくんを幸せにしてあげる。そんなに心配はいらないわ。私達がついているから、ね？」

「うんうん、仲良きことは美しきかなというやつだね。そんなわけで、ちゃんと話し合ってくれるならボクに不満はないよ。すぐ決めろとは言わないけど、できるだけ早く決めてくれたほうが良いのは確かだからね。色々と準備もあるし」

　話の流れを見てニコニコしているリアルを見ながらグッタリする。これはリアルによる事前の根回しがあったと見るべきだ。嫁が全員乗り気となれば俺一人だけ否と言うのは難しい。

「お前、何を企たくらんでるんだよ。一体俺を神にして何がしたいんだ？」

「別に何も企んでないよ。停滞したこの世界に一石を投じる、ボクの目的は最初から一貫してる」

「何で俺なんだ？」

「実は君は旧世界に滅ぼされたある神、その生まれ変わりなんだよ」

「噓だろ」

「うん、噓」

　にぱぁっ、と笑うリアルにイラッとする。

「キミを選んだことに特に理由はないよ。あっちの世界から適当に見繕って引っ張り込んだだけだし。完全に無作為ってわけではないけどね」

「というと？」

「本質的に善人っていうのは大事だよ。力を得て、自分の欲望だけを優先する獣になられても困るしね」

「ああ、本質的に善人……そうですね」

　リアルの言葉に納得するところがあったのか、フラムが頷く。本質的に善人とか噓やろ？　そんなわけないと思うんだが。

「純粋に誰かのために何かをしたことなんてないぞ、俺」

「いや、旦だん那な様……それちょっと通らないかと」

「そうだったら私達はここにいないし、クローバーも存在してないさ」

「タイシは優しい」

　ティナが俺の言葉を苦笑しながら否定し、デボラとカレンがそれに追従する。

「タイシさんが居なかったら私達の村は全滅してました」

「人を助けて何の対価も要求しないなんて、普通はないです」

　シータンとシェリーまでそんなことを言う。違うんだよ。あのまま見捨てたら寝覚めが悪かったからだよ。その場で見捨てて、後でそのことを思い出したらどんな幸せな気分も吹き飛んじゃうじゃないか。だから自分のためだったんだよ。大樹海の先住民とかケンタウロスの件だって同じだよ。

　そう主張したが皆に生暖かい視線を向けられるだけだった。解せぬ。

「くそう、みんな馬鹿だ。違うのに」

「あっはっは、お嫁さん達の前じゃ神をも降くだすキミも形無しだねぇ。まぁ、前向きに考えておいてよ。悪いようにはしないからさ」

　ケラケラと笑う駄神。そんな折、マールが不思議そうに首を傾げて爆弾を投下した。

「うん？　何を他人事みたいに言ってるんです？　リアルさんもタイシさんのお嫁さんの一人なんですよね？」

「……へっ？」

「……はっ？」

　リアルと俺から同時に変な声が出る。いやいやいや、マールさん何言ってるんですか。こんな邪神が嫁とかないっすわ。そりゃ見た目は可愛いし、虹にじ色いろにも見える白金色の髪の毛も綺き麗れいだし、じっと見てるとなんだか辛抱たまらない感じになる華きや奢しやな体つきもしているけどさ。

「いやぁ、その、それは、ねぇ？」

「まぁ、なんというか、なぁ？」

　ありえんだろう、と思うんだがなんでこいつこんなに動揺してんの？　なんか不覚にも可愛いんですけど。いやいやいや、冗談きついって。ねぇ？

「あ、あはははは。それじゃボクはこのへんでっ！」

　ビシュッ、と凄すごい早業でリアルが消え失せる。空間魔法のようなそうでないようないつものやつだ。あれマジでどうやってんだろ。

「逃げましたね」

「逃げたの」

「逃げましたわね」

　リアルを追い払った嫁達がニヤニヤしている。やだこわい。神を追い払うとかうちの嫁達強すぎ？

「あー……で、結局どうなったんだっけ」

「つまり、リアルさんはこう言いたかったんですよ。今、タイシさんがやっていること、それをもっと手広く、効果的にできるようになるから、ボクと一緒に神様やろう？　ってことです。そうすればリアルさんも気兼ねなくタイシさんと睦むつみあえるとかそういうことだと思いますよ」

「えぇ……」

「一途じゃの。主殿は神すらも魅了するのじゃな。いや、流石は主殿よ」

「えぇぇ……」

　そういうことなのだろうか。そういや神になれとか言い出したのはあいつと一緒に行動し始めてからか……？　えぇ……？　よし、考えるのを止めよう。これ以上考えてはいけない。俺の精神衛生上良くないからね。

「とりあえずあいつのことは横に置いておいて」

「あらあら、タイシくんも逃げ始めたわ」

「逃げ方が似てる」

「あー、あー、聞こえなーい。君達はあれか、俺がいずれ神になって、その眷属としてずっと一緒にって感じで良いのか」

　俺の質問に全員が頷く。

「決断早くない？　もう少し考えても良いんだよ？」

「タイシさんは嫌なんですか？」

「いや、なんというか……実感がない？　ピンとこない？　そんな感じ。俺達が死ぬなんて何十年も後の話だろうし」

「それもそうですね。それまでにタイシさんに愛想を尽かされないように、私達頑張りますね！」

「いや、愛想尽かされるのは俺じゃないかと思うんだけど」

　元の世界じゃ自慢じゃないけどモテた例ためしがなかったからね。実際の所、嫁が十二人もいる今の状況もなんだか実感が湧かないんだ。

「主殿はたまにそうやって自信がなくなるというか、ナイーブになるのう。ほら、こっちへ来るが良い。妾の胸で慰めてやろう」

「あー、ズルいですよ！　タイシさん、私のおっぱいで癒やしてあげます！　初めて出会った頃に比べると大きくなりましたよ？　ほーら、タイシさんが育てたおっぱいですよー」

「ん、私の胸でも良い。撫なで撫でしてあげる」

　おお、神よ。いくつものおっぱいが俺を誘っている。神はなぜこんな試練を与えたもうたのか。神は何も答えてくれない。ならば俺は全てのおっぱいを愛めでるとしよう。





─☆★☆─






　駄神襲撃事件から一週間の時が流れた。たったの一週間だが、内容は非常に濃かった。交渉のためにティナやネーラを連れてゲッペルス王国に行ったり、カレンディル王国にある地方貴族の領地を落とすためにフラムやソーン達も連れて出撃したり、先日のような死亡事故対策のために色々作ったり実験したりと忙しかったのだ。

　勿もち論ろん嫁達へのサービスも忘れない。日中に時間を取って数時間のデートを楽しんだりしたし、夜は夜で精一杯頑張った。そう、頑張ったのだ。

「ご主人様……あの、私もついにデキたみたいです」

「私もデキた」

　顔を赤くしたフラムと、堂々たるダブルピースを見せつけるカレン。

「フラムはともかく……やってしまった」

「ヤってしまったらデキる。自然の摂理」

　カレンは今日も絶好調である。ああ、こんな小さい子に……いや、彼女は立派な大人だ。出会った頃に比べれば身体も大きくなっているしな。身長も小柄なマールより少し低いくらいだし、瘦やせ過ぎだった身体にもしっかりと肉がついた。どこに出しても恥ずかしくない健康体だ。

「ちなみに、私達獣人は人間よりも出産が早い。大体半年ちょっとくらいで生まれる」

「ということは、マール達と同じくらいの時期か？」

「うん、多分近い」

　なるほど、まだ先の話だが気をつけたほうが良いな。

「タイシは私と子供ができないほうが良かった？」

「そんなことない、嬉うれしいよ。頑張ろうな、カレン」

「ん」

　カレンをそっと抱きしめて頭を撫でる。

「それに、フラムも。ありがとう。これからも大切にするよ」

「はい、あなた」

　フラムは俺のことをご主人様と呼ばず、あなたと呼んで瞳ひとみから涙を零こぼした。フラムもカレンと一緒に抱きしめる。これで四人か、より一層奮起して嫁達と子供達を養わないとな。

「妾の鑑定眼で視たからの、間違いないぞ。二人とも、今後は激しい運動などは控えて安静にするのじゃぞ。もう、お主達一人だけの身体ではないのだからな」
















「はい」

「うん」

　二人が神妙に返事をする。いや、ほんと実感がないとか寝ぼけたことは言ってられないな。マールとメルキナのお腹も少しずつ大きくなってきている気がするし。

　出産については今のところあまり心配していない。イルさん経由で風幸神ゼフィールの神殿から治癒魔法使いと助産師が派遣されることになったからだ。勿論食べ物や病気、飲酒など気をつけなければならないことは沢山あるが、そのあたりに関しても対策は打っている。

「万病に効くというエリクシールもあるから滅多なことはないじゃろうがな……とにかく、身を慎むように」

　俺が先日狩りまくった強力な魔獣の素材を売り払い、マールはその金に物を言わせて必要な材料を買い漁あさった。そして自らの手で霊薬エリクシールを調合してみせたのである。

『腕が未熟なんで効果が長続きしないんですけどねー。でもそこは時空庫とタイシさんのストレージで対応できますし』

　とは彼女自身の言葉だ。品質が低いために普通に置いておくと効果が二週間ほどで切れてしまう粗悪品になってしまったらしい。マールの言う通り保管方法があれば何の問題もない。




　ゲッペルス王国関連の色々な案件も着実に進行している。ゲッペルス王国からの賠償金は亜人奴隷や食料の購入費用と相殺して大した額にはならないが、潰つぶした地方貴族や商人の資産がなかなかの額になりそうだ。まだ試算段階だが、勇魔連邦の国庫がかなり潤いそうである。いや、あまり期待しない方が良いか。侵攻軍の編制で宝物庫の宝を叩たたき尽くしてるかもしれないし。

「そうですわね、過剰な期待はしない方が良いですわよ。でも、かまわないでしょう？　勇魔連邦は特産品と交易だけでも十分やっていけるだけの素地を持っているのですから」

「そうですよ。耕作地もどんどん広がっていますし、本当にいざとなれば時空庫に眠っている魔物素材や財宝を売れば良いのです」

　ゲッペルス王国の王都ピドナで会談を終えた後、ピドナ観光のために乗っていた馬車の中でネーラとティナの二人がそう言う。

「そんなに楽観的で良いのか？」

「楽観するのは良くありませんわね。そう思っていても楽観できるほどに勇魔連邦の経済面は盤石であるということですわ」

「懸案は食料生産力の低さだけですね。旦那様を別にして考えても軍事力は不足していませんし。外交面に関しても今日の会合で概おおむね目め処どはつきました。私達の先行きは明るいですよ」

　こんな感じの話をしながらゲッペルス王国の王都ピドナの観光地を回る。流石に王都というだけあって、劇場や美術館、大神殿などは目を見張る立派さだった。いずれあんな施設をクローバーにも作りたいものだ。




「フラムちゃんが妊娠しちゃったから、その穴は私達が埋めるわね」

　エルミナさんはそう言って警備隊の指揮と訓練に精を出してくれることになった。リファナも一緒だ。

　警備隊の仕事は大きく分けて二つ。クローバー内の治安維持と、クローバー周辺の魔物駆除だ。魔物の駆除任務は食肉の確保も兼ねている。つまり狩人かりゆうども兼ねているということだ。

「なんだかんだで私はこういうのが性に合ってるわ。この酷ひどい森もなんとかしたいしね」

　リファナは狩人としての活動だけでなく、歪いびつな魔力で歪ゆがんでしまっている大樹海そのものをなんとかしようと精力的に働いている。エルフ独自の植物に干渉する魔法で正常かつ清浄な森作りに勤いそしんでいるようだ。

「接近戦は悪くないわ。でも弓がなおざりなのはいただけないわね」

　警備隊の訓練にエルミナさんのスパルタ式弓術訓練が追加された。複雑なアスレチックや、複数のタイトロープが設置されて警備隊の隊員達はその間を跳び回る。落下して怪我人が続出するが、回復魔法で回復されて再び訓練に戻る。そしてリファナとエルミナさんに弓で撃たれる。隊員達はそれを回避しながら弓か投とう擲てき武器でターゲットを狙わなければならない。勿論アスレチックやタイトロープの間を跳び回りながらだ。

　みるみるうちに瘦せ細っていく警備隊員達。流石の俺も不ふ憫びんに思って物言いを付けた。

「エルミナさん、もう少し手加減してあげてください。あまりにきつすぎて任務に支障が出たら本末転倒ですから」

「仕方ないわねぇ」

　エルミナさんに進言した結果、俺は警備隊員達から神のように崇あがめられるようになった。まさかこれを狙っていたわけじゃないよな？　怖いからあまり考えないでおこう。うん。




「タイシさん、ここの魔法文字これであってますか？」

「ん……ああ、大丈夫だ。シェリーは器用だな」

「えへへ」

　今までカレンとの同期魔法を使って農地の開拓を手伝っていたシェリーだったが、カレンが妊娠して同期魔法を使えなくなってしまったため手て持もち無ぶ沙さ汰たになった。そこで色々と挑戦させてみたのだが、彼女は魔導具作成と彫金の才能を開花させた。

　まだまだ技術は駆け出しレベルなのだが、芸術的なセンスは俺より上のようだし手先も器用だ。カレンと一緒に同期魔法を使っていた成果なのか、魔力の精密操作も上手でアクセサリーなんかも作っているようである。最近は俺よりも工房に篭こもっている時間が長い。

　武器や防具などよりも生活に役立つ道具を作るのが好きなようで、俺が教えた元の世界の家電製品を魔導具で再現するべく奮闘している。

「お茶とお菓子を用意してきました！」

　シータンは屋敷の外での活動を少なめにして屋敷の中の家事を頑張ってくれている。ネーラのお付きの侍女であるステラや、ミスクロニア王国から派遣されてきた助産師さん達と一緒にだ。どうやら助産師さん達から出産の知識を伝授してもらっているらしい。最近はマールにくっついて錬金術も学び始めているようである。

「皆の健康を守れるような人になりたいなって、最近思ってるんです」

　夜、一緒に寝る時にシータンはそう言って微笑んでいた。彼女は彼女なりに、俺の妻としてただ生きるだけでなく、自分の目標を持ち始めたようだ。




「ほほ、娘っ子達もようやく大人の仲間入りじゃな。そういう意味ではカレンが最初に孕はらんだのも頷うなずけるか」

「どういうことだ？」

「カレンはあの三人の中で一番大人ということじゃ。あれはいい女じゃぞ？」

　くつくつと笑いながらもクスハの両手と一番器用な前足が忙せわしなく動き続ける。また何かを編んでいるんだろうけど出来上がるまで俺にはそれが何なのかわからない。布ができていってるのはわかるんだけどな。

「知った風なこと言ってるけど、クスハは俺の嫁になるまで乙女だったじゃないか」

「主あるじ殿ぉ……その話を持ち出してくるのは反則というやつじゃろ」

　クスハがへにょりと肩を落とす。五百年モノとか言わないだけいいじゃないか。

「確かに妾わらわは長く生きておる嫁いき遅れじゃったとも。しかし、今は最愛の主殿がおるし、長く生きた経験はそう捨てたものではないぞ？」

　溜息を吐きながらもその手と前足の動きには一切の淀よどみがない。まるで工業製品を作る機械のように正確で、それでいて徐々に出来上がっていく作品そのものはとても綺き麗れいで、芸術的だ。

　俺はそんなクスハの手作業を眺めながら彼女と話をする、こんな時間がたまらなく好きだ。クスハは彼女自身が言うように長く生きた経験からか為になる話をよくしてくれるし、里を治める長おさとしての経験も長いからクローバーを治める上での相談相手としても適している。

　それに、彼女は家族のことを本当によく見ている。家族との接し方について何か悩み事や相談事があればクスハを頼るのが一番だ。




「あんたはさ、この先どうしようと思っているんだい？」

　二人で湯船に浸かり、揃って情けない声を上げた直後にデボラはそう問いかけてきた。唐突な質問の意図がわからず俺は首を傾げる。

「神々の試練とやらも乗り越えたし、ここを狙ってくる人間も撃退した。クローバーは、勇魔連邦はとりあえずの危機を乗り越えてあんたも自由の身だ」

「うん、そうだな」

「で、あんたはこれからどうするのかって聞いておきたいのさ。あんたの力があればなんだってできるだろう？　なんだって思いのままだ。世界を征服することだって不可能じゃないかもしれないよ？」

　デボラはおどけるような声音と雰囲気でそう言っているが、その視線は真剣な色を帯びている。

「俺がそんなことに興味を持つと思うか？　そんな面倒くさそうなことは真っ平ゴメンだよ。そんなことよりもみんなと一緒に家でゴロゴロしてたほうが百倍有意義だね」

「ま、そうだよね。あんたはそういう男だ」

　デボラは笑いながらお湯を掬すくって自分の肩にかけた。この湯船だと大柄のデボラにはちょっと浅いんだよな。新しく作ってもらってる屋敷の湯船はもう少し深くしようかな？

「そうだぞ。四人も妊娠してる奥さんがいるのにそんなことにかまけている暇なんてあるか。そんなことをするくらいなら俺は一個でも多くの記録結晶を買い集めるね！　生まれてくる子供の可愛らしい姿を収めるのに必要だからな」

　記録結晶というのは一個につき大体二十四時間くらいの映像を記録することができる魔法道具だ。結構貴重な品で、古代文明遺跡からの発掘品という形でしか存在しない。なんとか同様のものを作れないか試行錯誤中である。

「私もさ、考えるところがあるんだよ。死後にあんたが神になるとか、私達がその眷けん属ぞくとなるとかさ。勿もち論ろんそんなのはまだまだ先の話なんだろうけど、あんな話をされて平然とはしていられないさ」

「あの件に関しては本当に気にしないほうが良いぞ。俺も考えないようにしてるし」

「あんたはもっと悩みなよ。当事者なんだから」

「良いんだよ、これくらいぞんざいで。考えてもみろ、この俺が『新世界の神になる！』とかいって嫁に甘えることもおっぱいに癒やされることもなく聖人みたいに振る舞ったら気持ち悪いだろ？　そんなのは俺の形をした別の何かだね。そもそもそんなの五分も持たねぇだろうけど」

「あはは、そいつは間違いないね」




「というような話を昨日デボラとしてな」

　広いベッドの上。両脇に夜着のマールとメルキナを侍はべらせて風ふ呂ろでの出来事を二人に話す。

「うーん、なるほど。デボラさんでもそうなんですねぇ」

「気持ちはわかるわね」

　マールは意外そうな顔をして何かを考えるように唇に人差し指をあて、メルキナは納得するような顔をしてウンウンと頷いている。

「つまりはね、これから全部、何もかもうまくいくのかな？　っていう漠然とした不安を感じているわけよ。これまでなんだかんだでトラブル続きだったでしょう？　でも、今回タイシが帰ってきて何もかもにある程度の決着がついた。これから先はただ穏やかに暮らしていくだけよね？　本当にそんな穏やかな日々を送れるのか？　もしかして今までとは比べ物にならないような苦難が迫りつつあるんじゃないか？　そんな不安に囚われちゃってるわけね」

「なんかそうやって説明されるとあれだな。まるで居もしないおばけを怖がる子供みたいだ」

「あはは、そのたとえは言い得て妙ですね。でも、その通りだと思いますよ。なんというんですかね、順風満帆に見える今が実は嵐の前の静けさなんじゃないか？　という疑いをもってしまうというかなんというか……わかりません？」

「うーん、なんとなくわかるけどこの会話をこれ以上続けると巨大なデス・ノボリが立ちそうだからやめよう。話題を変えよう」

　既に手遅れ感があるが、きっと気のせいだ。俺、あと半年もすれば子供が生まれるんすよ、赤ちゃん用の服なんかも用意してあったりして……なんてもう完全にアレな気がするがきっと気のせいだ。いいね？

「そうですか？　それじゃあうーん……メルキナは何か話題ありません？」

「んー、そうね。そんな壮大な話よりも明日の朝ごはんとかおやつのほうが心配だわ」

「あはは、それはそうですね。タイシさん、愛する妻達に何か目新しいものをお願いします。この前のわたあめは良かったですね」

「わたあめは良いわね。私も好きよ！」

「えぇ？　いきなりだなぁ。うーん……俺はあんまりお菓子のレパートリーはないんだよなぁ」

　プリンは前にこっちの世界で食べた覚えがあるしな。ぜんざいも食べたし……ん、ぜんざい、白玉粉があればアレを作れるか？　あんこもゴマもあるし。

「思いついたのがあるけど、材料があったらな。作るのは俺も初めてだし失敗しても知らんぞ」

「やった、言ってみるものね」

「これは明日が楽しみですね」

　二人が嬉うれしそうな声を上げる。これは頑張らないといかんな……いざとなればポイントを使って調理のレベルを上げることも検討しよう。そう考えながらはしゃぐ二人を宥なだめて俺は眠りについた。

　こんな日々がずっと続けばいいのに、と考えながら。








閑話　～奴隷少女の運命変転～









　私は、奴隷だ。人間以下の存在で、生きているだけの道具だ。そう教えられて生きてきた。

　父も、母も、兄弟姉妹も奴隷だ。当たり前だ、奴隷の子は奴隷なのだから。人間とは生きる世界が違う。私ももう少ししたらここを離れて、売りに出される。そして当然道具として扱われる。

　ご主人様は『お前は見た目も身体つきも良い。きっと高く売れるだろう』と言っていた。今は雑用しかできない自分だけれど、できるだけ高値で売れるよう努力するのが今のご主人様に対するご奉公だ。

　母からはご主人様に対する奉仕の仕方も習っているし、私はまだ男を受け容いれていない処女だ。会ったこともない新しいご主人様に買われるのは少し怖い。初めての時は痛いから我慢しろと母が言っていたから。それに、ご主人様によっては痛めつけて苦痛の声を上げさせるのが好きな人もいるのだという。すごく怖い。

　優しいご主人様に買われれば、人間と同じようにきれいな服や温かいごはん、甘いお菓子を与えてくれることもあるのだという。そんなご主人様に買われたら嬉しいな。




　私の売り先が決まったらしい。どうやらご主人様にとっては不本意な取引だったらしく、とても落胆していた。今のご主人様へのご奉公ができなかったのは少し悲しい。私をここまで育ててくれたのはご主人様だから。

「王家の命令では仕方がない……お前達も達者で暮らせ」

　ご主人様は落胆しつつも、憐あわれむような視線を私達に向けてきた。そう、私達だ。今回売れたのは私だけでなく、父母や弟妹もまとめて全員だった。ご主人様にご奉公ができなかったのは残念だけれど、皆と一緒なのは嬉しい。妹や弟と離れずに済む。

　全員で大きな馬車に乗せられ、旅をする。私達の行き先は王都というところであるらしい。御者の人間がぼやいているのを聞いたのだけれど、移動に二週間もかかるって。とても遠い。でも歩かなくてもいいらしい。馬車でずっと座っていればいいなんて、まるで人間みたいだ。

　馬車にかけられている幌ほろの隙間から外を覗のぞいてみると、きらきらと光る鎧よろいを身に着けた強そうな騎士様が何人も同行しているのがわかった。騎士様はご主人様より偉い人間だと聞いていたけれど、私達を運ぶためにそんな騎士様が何人もいるのは、少し変だなと思う。




　旅の間は驚きの連続だった。見たことのない景色を沢山見たし、今まで食べたことのない温かい食べ物を食べることが何度もあった。父母や弟妹も驚いていた。弟妹はともかく、父母も驚いていたのできっと凄すごいことなんだと思う。

　それに、旅を続けるうちに私達以外の奴隷も増えてきた。皆私達と同じで、人間とは違う形をしている。私達と似たような見た目の奴隷もいる。やっぱり人間と私達奴隷は違う生き物なんだと思った。





─☆★☆─






「私達を買ったのは大樹海の魔王なのだとか」

　昨日馬車に乗ってきた奴隷の男の人がそう言いました。彼は知識奴隷というちょっと普通の奴隷とは違った立場の奴隷で、ご主人様の仕事の補佐をする立場だったのだとか。確かに、私達普通の奴隷とは比べ物にならない立派な服を着ていますし、自分の荷物と言えるようなものも持っているようです。

「大樹海の魔王ってのは、一体どういう……？」

　父が男の人にそう聞きました。山や羊ぎ獣人の知識奴隷は瞑めい目もくし、首を振ります。

「私も詳しいことは聞き及んでいません。ただ、たった一人で王城を二度も襲撃し、沢山の騎士や兵士、魔法使いを皆殺しにしてしまうほどの恐ろしい存在だと主人は言っておりました。先日、領地を攻められた魔王は怒り狂って王城を襲撃し……生いけ贄にえとして我々を望んだのだと聞きました」

　その言葉を聞いた奴隷達が怯おびえたような声を上げました。私も怖いです。怖がって泣き声を上げる弟妹をぎゅっと抱きしめます。私はお姉ちゃんなので、怖いけど泣きません。この話を聞いてから、少し楽しげな雰囲気ですらあった馬車の空気は一気に冷え込みました。

　思えばおかしな話でした。家族ごと買い取られ、温かな食事を与えられ、歩きもせずにただ座っていれば良いなんて都合が良すぎる話でした。

　私達のような道具に温かな食事を与え、歩かせずに馬車で運ぶのは魔王に引き渡す前に奴隷の品質を落とさないため。騎士様達が同行しているのは護衛のためでなく、魔王の生贄に捧ささげられると気づいた私達を逃さないようにするため。

　私達は恐怖に震え、身を寄せ合いながら馬車に揺られ続けました。そんな私達を見て御者さんや騎士様達が不思議そうに首を傾げています。何を不思議がっているのでしょうか？　私達奴隷も死ぬのは怖い、ただそれだけの話なのですが。




　ついに私達は王都に辿たどり着きました。座っているだけでしたけれど。

　しかし、座っているだけでも不安と焦燥は私達を静かに苛さいなみます。私は大丈夫でしたが、弟妹は少し体調を崩していました。そんな私達を見て、御者さんや同行していた騎士様達が偉そうな人に怒られています。

「何故この奴隷達はこんな怯えた目をしているのですか？　体調を崩している者もいるようですが」

「それがわからないのです。途中までは楽しげな様子だったくらいなのですが」

「まさか虐待などをしてはいないでしょうね？」

「それこそまさかです。そんな恐ろしいことはできませんよ……なんなら奴隷達に聞き取りでもなんでもしてください。俺達も原因がわからず困惑しているんです」

　そういえば、私達の乗る馬車の雰囲気が変わってから御者さんと騎士様が深刻そうな表情で話をする姿をよく見た気がします。甘いお菓子を与えられたりもしました。私達を哀れんだ騎士様達が最後に少しでも良い思いをさせてくれようとしたのだと、その慈悲の心に私達は涙を流しました。私達に菓子を与えてくださった騎士様が何故か頭を抱えていたのが不思議でしたが。

　このまま優しい騎士様達が怒られているのをただ眺めているのも不義理というものです。どうせじきに生贄に捧げられる身なのですから、ここで無礼を働いて命を落とすのもそう変わらないでしょう。

「あ、あのっ！」

「うん？　何だ？」

「騎士様達は私達にとても慈悲深く振る舞ってくださいました。魔王の生贄に捧げられる私達を憐れみ、温かい食事や、甘いお菓子まで与えてくださったのです。なので、怒らないであげてください。私達は感謝こそすれど、恨みに思うようなことなど何もありません」

　地面に額をつき、平伏しながら偉い人にそう伝えます。前のご主人様よりも偉い騎士様よりも偉いこの方に私のような奴隷が直言するなど無礼の極みです。きっと私は無礼討ちにされてしまうか、酷いお仕置きを受けるでしょう。それでも、私の言葉が騎士様達の一助となれば……。

「魔王の生贄……？　なるほど」

　偉い人は私の言葉を聞いて考え込みました。

「お前の言うことはわかった。彼らに非がないこともな。よく話してくれた」

「は、はい」

「だが、お前達の認識は間違っている。確かにお前達を所望したのは強大な力を持つお方だが、魔王ではない。稀き代たいの勇者様だ。それに、勇者様はお前達のような亜人を主な国民としている勇魔連邦の主でもある。恐らく、お前達は奴隷の身分から解放され、かの国の国民として生きることになるだろう」

　偉い人の言っていることの意味が上う手まく飲み込めません。魔王ではなく勇者様？　私達が奴隷でなくなる？　奴隷でなくなったら、私達は一体何になるのでしょう？　国民とは、一体何をすれば良いのでしょう？　ちょっとよくわかりません。

　よくわかりませんが、一緒に旅をしてきた奴隷のうちの何人かの表情が明るくなっています。きっと良いことなのでしょう。私も喜んだら良いのでしょうか？

「とにかく、事情はわかった。旅の埃ほこりを落とし、身体を休めるが良い。お前達は数日のうちに先方へと引き渡されることになる。それまでに体調を整えておくのだぞ」

　偉い人はそう言って去っていきました。騎士様達はほっと胸を撫なで下ろし、地面に平伏した私を優しく起こしてくださいます。

「助かったよ、嬢ちゃん」

「向こうで良い生活を送れよ」

　そう言って騎士様達も去ってゆき、私達は兵士の方達に導かれて大きな建物へとたどり着きました。ここで数日間休み、それから勇者様の国に向かうのだそうです。

　大きな建物には私達以外にも多くの奴隷がいました。国中から私達のような亜人の奴隷が集められたのだそうです。

「ルミナ！」

　名前を呼ばれて振り向きます。そこには一年半ほど前に売られ、離れ離れになっていた姉さんの姿がありました。姉さんはこちらに走り寄ってきて、私に抱きついてきます。私も姉さんに抱きつきます。また姉さんに会えるなんて夢みたいです。

「父さんも、母さんも、それにリコにネルにニャムもいる。生きてまた会えるなんて……」

　私だけでなく、家族の姿も見つけた姉さんが涙を流します。見れば、姉さんの身体は傷跡だらけです。姉さんを買っていったご主人様は姉さんにとってはあまり良いご主人様ではなかったようです。

「リリン姉さんもここにいるの。案内するわ」

「ルイリー姉さん、その身体……」

「もう痛くないの、大丈夫よ。魔法使い様が治してくれたんだから」

　ルイリー姉さんはそう言うけれど、体中に刻まれた傷跡は痛々しいです。姉さんの自慢だった黒くて綺き麗れいな尻しつ尾ぽも傷つき、毛が抜けてしまっています。

「大丈夫、大丈夫よ。私達が行く勇者様の国はとても良いところなんだって。皆そう言ってるわ」

　先を歩くルイリー姉さんの言葉は、なんだか自分に言い聞かせるような、そんな響きをもっていました。

　それから私達は数日をその大きな建物で過ごしました。冷たい水ではなく、温かいお湯で体を拭ふき、固くて酸っぱいカビの生えかけたパンではなく、焼きたての柔らかいパンを食べました。なんと、大きなお肉まで出てきました。お肉なんて年に一度、収穫のお祭りの時に一欠かけ片ら食べられるかどうかなのに。

　偉い人は魔王の生贄などではないと言っていましたが、本当にそうなのでしょうか？　私達はやはり魔王の生贄として捧げられるために栄養をつけさせられているのではないでしょうか？　そんな疑念が私の中に生まれます。

　しかし、だからといって私に何ができるわけでもありません。私は所しよ詮せん奴隷。息をしているだけの道具に過ぎないのですから。生贄に捧げられるとしても、その運命から逃れることなどできはしないのです。ただ、できれば痛くないほうが嬉うれしいなと思います。




　私達の身柄が引き渡される時がついにきました。数日を過ごした大きな建物から出るように言われた私達は家族単位で固まり、その時を待ちます。

　奴隷達の表情は様々です。ルイリー姉さんのように希望に満ちた表情の奴隷も居れば、私のように不安げな表情をしている奴隷も居ます。特に表情の変化のない奴隷も居ますが、きっと彼らはどんなことがあっても自分は奴隷だという確固たる意志を持っているのでしょう。私も奴隷としてはああいう風にあるべきなのだろうとは思うのですが、なかなかうまく行きません。

「全部で三百八十七名か……思ったよりも少ないな」

「亜人奴隷は高いですからね。それにこれは第一陣ですし」

「そうだな、こんなものか」

　見覚えのある偉い人がそんな話をしているのを何気なく聞いていると、ざわめきが起こりました。前を見てみると、そこには恐ろしげな黒い鎧よろいを着た男の人と、その男の人に付き従う亜人らしき女性達の姿がありました。熊獣人に狐獣人、エルフに……あの方はなんという種族なのでしょう？　大おお蜘ぐ蛛もの下半身を持つ美しい女性もいます。

　偉い人が黒い鎧の男の人の所へと走ってゆきます。そして手に持っていた紙を渡しました。鎧の人は二言三言偉い人と言葉をかわし、頷うなずいて紙を蜘蛛の女性に渡します。

「これから転移門を開く。整列して順番に入っていってくれ」

　鎧の男の人がそう言うと、次の瞬間全身の毛が逆立つような感覚を覚えました。これが何なのかはよくわかりませんが、気がつけば私達の前方には闇色の穴のような、扉のような、よくわからないものが出現していました。

　鎧の男の人がその中に入っていき、そしてすぐ戻ってきます。

「問題なく通ってる。リファナ、シェリー、先導を頼む」

「はい」

「わかったわ。それじゃあ皆、私に続いてこの黒いのの中に入ってね。何も怖くないから、慌てず、騒がず、順番に」

　そう言ってエルフの女性と狐獣人の少女が黒い幕の中に入っていきます。先頭の奴隷もそれに続いて黒い幕の中に入っていきました。やはり得体の知れないものに突っ込むのは怖いのか、奴隷達の移動は緩やかです。

　それにしても、あの黒い鎧の男の人が魔王──いえ、勇者様なのでしょうか？　よく見ると鎧は威圧感がありますが、顔はどこか優しげな雰囲気です。

　ぼーっと彼の顔を見ているうちに私達の順番が来ました。決死の覚悟で黒い幕に飛び込みます。そうすると一瞬の浮遊感を感じ、気がつけば先程いた王都とは全く違う光景が広がっていました。何か夢でも見たような感じです。

　ここは石畳で舗装された広場のような場所で、広場の中央には見上げるような高さの黒い石でできた柱が建っています。その柱の先端から大量の水が流れ落ち、噴水のようになっています。

　通行の邪魔になるので、すぐに黒い幕のそばから移動します。ここは空気の匂いが全然違う。濃厚な森の香りと水の匂いに混じって美味しそうな匂いがします。匂いの方に目を向けると、どうやらスープを配っているようです。

「はーい、こっちで美味しいスープを配ってるわよー。まだ飲んでいない人は取りに来てねー」

　美しいエルフの女性がそう言ってスープを配っています。私達はその匂いに誘われ、フラフラと引き寄せられました。

　配られたスープには野菜もお肉もたっぷりと入っていて、とても美お味いしいです。身体の芯しんが温まり、ざわついていた心が少しずつ落ち着いてきます。そうしているうちに全員の移動が終わったのか、黒い幕が萎しぼむように消えていきました。消えた後には蜘蛛の女性と熊獣人の女性を従えた黒い鎧の男の人が立っています。

「はい、お疲れさん。ようこそ、クローバーへ！　俺の名はタイシ、タイシ＝ミツバ！　これからお前達の王になる男だ！　よろしくな！」





─☆★☆─






　そうして間もなく、奴隷の私は勇魔連邦国民の私になった。これからはご主人様に仕えるのではなく、自分の意志で、自分のしたい仕事をして生きていけるのだという。

　そんなことを突然言われても困る。私はご主人様に奉仕するくらいしか能のない奴隷だったのだから。暫しばらくは色々な仕事を体験して、自分のやりたい仕事を探すことになるらしい。不安だ。

　不安だけど、自分の好きな仕事をすることができるというのは少しだけワクワクする。お料理を作ってみたいし、きれいな服も作ってみたい。お菓子作りだってしてみたい。

　困るけど、ワクワクする。こんなのは初めてだ。どうしたらいいんだろう？　わからないし、不安だけれど、私は一人じゃない。お父さんも、お母さんも、姉さんたちも、妹も弟もいる。バラバラになるはずだった家族が揃っている。家族が揃っていればどんなに苦しいことも乗り越えられるかもしれない。うん、きっと大丈夫。

　家族と離れ離れにならずに済んだのはあの黒い鎧の男の人のおかげに違いない。まずは、あの人にお礼を言おう。そう決めた私はスープのお皿を返して、黒い鎧の男の人の許もとへと歩き出した。








あとがき









　九巻をお手に取っていただきありがとうございます、リュートです。

　九回目ですし、あとがきを書くのにもそろそろ慣れそうなものなのですが、やはり慣れませんね！　これはもう一生慣れないのではないかと思います。九回目ですけど、未だに何を書けば良いのかわかりません！

　そういうわけで、いつもの流れで行きたいと思います。そう、作者の近況報告というやつです。




　健康面は特に変わりなく、あまり肥えても瘦せてもいません。一応通院している身ですが、自覚症状がない上に命に関わるような病状ではないのでユルユルです。食いたいものも（資金的なアレを除けば）好きなだけ食べられますしね！　ああいや、数年前から甘い清涼飲料水とかは飲まないようにしてますけどそれくらいで。ええ。

　他に近況としては、そうですね……一人暮らしになりました。いえ、お犬様と一緒なので二人暮らしです。週に一度、大量に食料を買い込んでおうちに引きこもる生活です。不健康なのはわかっているけどお外に出たくないでござる！　この時期、北の大地はめちゃくちゃ寒いので……数日ぶりに玄関のドアを開けたら積雪でドアが開ききらないとかよくあります、ええ。

　そして雪かきをするわけです。重たい雪が運動をしていないおっさんの足腰を苛さいなみます。そして筋肉痛が翌々日くらいにくるんです。私もおっさんになったということですね……。

　やはりエゾヒグマ的には冬は冬眠していたいですね、ええ。もう食料とか一週間分と言わず一ヶ月分くらい買いだめできるものならしたいです。大きな冷凍庫でも買おうかしら。置くスペースが無いな。却下だ、うん。




　そして毎回恒例の遊んだゲームのコーナー！　需要があるかはわからないが語る、語るぞ。

　今やってるゲームで最新なのは某モンスター狩人かりゆうど世界ですね。今までの作品もちょいちょいやってはいたんですが、あまりのめり込まずに少々齧かじる程度でした。しかし今回のはなんだか遊びやすい感じがしますね。私は携帯機だとどうしても肩が凝ってしまってだめなので、据え置き機で遊べるというのも大きいんでしょうけど。

　今までは軽いボウガン一筋でしたが、重いのとか砲撃できる槍やりとか普通の槍とかも今作では使っています。ツンツンするのが好きです。あと逃げるモンスターのお尻に突撃してズブズブしてやるのも好きです。

　パソコンの方のゲームですと、宇宙サバイバルなゲームとかポストアポカリプスな世界を生き抜くゲームとか、また前にもやっていたようなゲームをやっています。

　いや、言語の壁とかも多少ありますけど最近は日本語対応しているゲームも多いですし、そうでなくとも結構日本語化のＭＯＤがあったりするゲームも多いので、海外製のパソコンゲームを色々とやってみるのを本当におすすめしますよ。ゲーミングＰＣが必要になるようなゲームも多いですが、画質に拘こだわらなければそこまで高価なパソコンでなくとも動くものが多いですしね。

　ちなみに宇宙サバイバルなゲームはパーツを組み合わせて自分だけの宇宙船や基地、ホバー戦車などを作れる感じでして、マルチサーバーで他の人と一緒に遊べたり、作った宇宙船や基地の設計図をＭＯＤとして簡単にやり取りできたりします。某有名映画の宇宙船を再現してる人とかいてすごいですよ。宇宙戦艦なアレとかもありましたし。

　ああ、もっと話したいことが多いのですがページが！　ポストアポカリプスな世界を生き抜くゲームは剣士を目指してツルハシを振ったり、交易をしたり、コソ泥をしたり、いつの間にかニンジャになってしまってたりする楽しいゲームなのに！




　しかしあまりゲームの話ばかりをしていてもよくありません。やはり小説の話もしなければ。

　今回のお話はタイシが長期不在の後始末をするお話です。ガタガタになって……いや、なっていなかったけども、色々と面倒の起こっていた勇魔連邦のアレコレをズビャッと解決していきます。

　だいたいはぼうりょくで……力こそパワーなのだ。

　そしていつも通り、駄神の掌てのひらの上でころころされます。しかし今回の見どころは嫁達との再会と、甘やかされてダメ人間さを発揮するタイシかもしれません。




　次巻は神々との決着編！　たぶんきっとそう。

　喫緊の問題を解決したタイシは新しい問題を自ら背負い込んだ！　頻発するトラブル！　跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする海千山千の貴族や商人達！　勇魔連邦の拡大に従って様々な問題が表面化する！

　そんな問題を有り余る腕力や魔力、できる嫁達や哀れな下僕達の力で解決していく、そんなお話になります。きっとそうなる。

　そしてそろそろ決着をつける時が来ることでしょう。そう、奴との決着です。そうなるといいな！




　今回はこの辺りで失礼させていただきます。

　担当のＯ氏、イラストの桑くわ島しま黎れ音いんさん、本書の発刊に関わってくださった皆様、何より本巻を手に取ってくださった読者の皆様に厚く御礼申し上げます。

　また次巻でお会いしましょう！
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RYUTO

北海道在住のエゾヒグマ。

春の気配を感じつつも、まだ引きこもりたい。

春になったら肉を思う存分食いたい所存。

みんな！　肉を食おう！
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装丁　Afterglow
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